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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】野菜類、トウモロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、サトウキビ、果実類
、樹木作物－堅果類、花卉類から選択される作物の線虫による被害を予防するか若しくは
低減させる方法の提供。
【解決手段】式（I)で表されるＮ－｛［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）－２－
ピリジニル］エチル｝－２，６－ジクロロベンズアミド（フルオピラム）又は前記化合物
のＮ－オキシドを使用する方法。フルオピラムに増量剤及び／又は界面活性剤を加えて、
更に少なくとも一種類の農薬活性化合物を加えた、組成物。フラオピラウムを、１ｈａ当
たり１００ｇ～５ｋｇ施用される、線虫を防除する方法。

【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　野菜類、トウモロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、サトウキビ、果実類、樹木
作物－堅果類、花卉類からなる群から選択される作物を侵襲する線虫を防除するための、
及び、収量を増加させるための、式（Ｉ）
【化１】

で表されるＮ－｛［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）－２－ピリジニル］エチル
｝－２，６－ジクロロベンズアミド（フルオピラム）又はＮ－オキシドの使用。
【請求項２】
　野菜類、特に、トマト及びウリ科植物、ジャガイモ、コショウ、ニンジン類、タマネギ
類、トウモロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、サトウキビ、果実類、特に、柑橘
類果実類、パイナップル類及びバナナ類、及び、ブドウ類、樹木作物－仁果類、樹木作物
－核果類、樹木作物－堅果類、花卉類からなる群から選択される作物を侵襲する線虫を防
除するための、並びに、収量を増加させるための、式（Ｉ）
【化２】

で表されるＮ－｛［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）－２－ピリジニル］エチル
｝－２，６－ジクロロベンズアミド（フルオピラム）又はＮ－オキシドの使用。
【請求項３】
　前記組成物が、増量剤及び／又は界面活性剤に加えて
（Ａ）フルオピラム、及び、
（Ｂ）少なくとも１種類の農薬活性化合物
を含んでいる、請求項１又は２に記載の使用。
【請求項４】
　フルオピラムが、１ｈａ当たり１００ｇ～５ｋｇの割合で施用される、請求項１～３の
いずれか１項に記載の使用。
【請求項５】
　線虫類を防除する方法であって、請求項１～４に記載のフルオピラムを植物に施用する
ことを含む、前記方法。
【請求項６】
　野菜類、ジャガイモ、トウモロコシ、ダイズ、ワタ及びバナナから選択される作物の群
において線虫を防除するために種子を処理する方法であって、請求項１～４に記載の組成
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物を種子に施用することを含む、前記方法。
【請求項７】
　収量を増加させる方法であって、請求項１～５に記載のフルオピラムを植物に施用する
ことを含む、前記方法。
【請求項８】
　収量を増加させる方法であって、請求項１～４及び６に記載のフルオピラムを種子に施
用することを含む、前記方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、野菜類、特に、トマト及びウリ科植物、ジャガイモ、トウモロコシ
、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、果実類、特に、柑橘類果実類、パイナップル類及び
バナナ類、及び、ブドウ類における線虫類を防除するための、Ｎ－｛［３－クロロ－５－
（トリフルオロメチル）－２－ピリジニル］エチル｝－２，６－ジクロロベンズアミド（
フルオピラム）及びフルオピラム含有組成物の使用、並びに、野菜類、特に、トマト及び
ウリ科植物、ジャガイモ、コショウ、ニンジン類、タマネギ類、トウモロコシ、ダイズ、
ワタ、タバコ、コーヒー、サトウキビ、果実類、特に、柑橘類果実類、パイナップル類及
びバナナ類、及び、ブドウ類、樹木作物－仁果類、樹木作物－核果類、樹木作物－堅果類
、花卉類からなる作物における線虫を防除する及び／又は収量を増加させるのに特に有用
な方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　フルオピラムは、式（Ｉ）
【０００３】
【化１】

で表される化合物及び該化合物のＮ－オキシドであると定義される。
【０００４】
　フルオピラムは、多くの種類の経済的に重要な植物病害に対して広範な種々の作物に茎
葉施用、滴下施用、灌注施用及び種子処理施用するための浸透特性及び葉身透過（ｔｒａ
ｎｓｌａｍｉｎａｒ）特性を有しているスペクトラムが広い殺菌剤である。フルオピラム
は、うどんこ病各種、灰色かび病（ｇｒｅｙ　ｍｏｕｌｄ）各種及び白かび病（ｗｈｉｔ
ｅ　ｍｏｕｌｄ）各種に対する予防施用において、極めて有効である。フルオピラムは、
多くの種類の別の植物病害に対しても効力を示す。フルオピラムは、胞子発芽試験、発芽
管伸長試験及び菌糸体成長試験において、活性を示した。生化学レベルにおいては、フル
オピラムは、コハク酸デヒドロゲナーゼの呼吸鎖における電子伝達を遮断することによっ
てミトコンドリアの呼吸を阻害する（複合体ＩＩ－ＳＤＨ阻害薬）。
【０００５】
　フルオピラムについて、及び、市販されている既知化合物から出発するフルオピラムの
製造方法については、ＥＰ－Ａ－１３８９６１４及びＷＯ　２００４／０１６０８８に記
載されている。
【０００６】
　ピリジルエチルベンズアミド誘導体の殺線虫活性についての一般的な記述は、ＷＯ－Ａ
　２００８／１２６９２２の中に見いだされる。
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【０００７】
　線虫類は、水中で生きることに適合した、小さな蠕虫様の多細胞動物である。線虫の種
類の数は、５０万と見積もられている。土壌動物相の重要な部分を占める線虫類は、土壌
プロセスによって形成される、間隙（ｐｏｒｅ）と称される相互に連結したチャンネルの
迷路の中に生息している。線虫類は、土壌粒子に密着している水の膜の中を移動する。植
物寄生性線虫類（その大部分は、根を食する）は、殆どの植物に関連して見られる。植物
寄生性線虫類の一部は、内部寄生性であり、根、塊茎、芽、種子などの組織の内部で生息
し、摂食している。他のものは、外部寄生性であり、植物壁（ｐｌａｎｔ　ｗａｌｌ）を
通して外部から摂食している。１匹の内部寄生性線虫が、植物を枯死させることが可能で
あり、又は、その植物の生産性を低減させることが可能である。根を食する内部寄生虫に
は、ネコブセンチュウ類（メロイデギネ属各種）、ニセフクロセンチュウ類（ロチレンク
ルス属各種）、シストセンチュウ類（ヘテロデラ属各種）及びネグサレセンチュウ類（プ
ラチレンクス属各種）のような、経済的に重要な害虫が包含される。線虫類による直接的
な摂食は、植物による養分及び水の取込を著しく低減させ得る。線虫類は、線虫類が種子
発芽直後の実生の根を攻撃する場合、作物の生産性に最大の影響を及ぼし得る。線虫によ
る摂食は、さらにまた、広範な種類の植物病原性菌類及び植物病原性細菌類に対して侵入
口を提供する開放創も作る。これらの微生物による感染は、しばしば、線虫の摂食による
直接的な影響よりも大きな経済的損害をもたらす。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】欧州特許出願公開第１３８９６１４号
【特許文献２】国際特許出願公開第２００４／０１６０８８号
【特許文献３】国際特許出願公開第２００８／１２６９２２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　現在の線虫防除は、本質的に、植物に対する線虫の攻撃を予防することに集中している
。植物がいったん寄生されると、植物に損傷を与えることなく当該線虫を殺すことは実質
的に不可能である。従って、線虫防除化合物を提供すること、及び、線虫による被害を予
防するか若しくは低減させるための植物の処理方法を提供することは、有利であろう。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、野菜類、トマト、ウリ科植物、ジャガイモ、コショウ、ニンジン類、タマネ
ギ類、トウモロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、サトウキビ、果実類、柑橘類果
実類、パイナップル類及びバナナ類、及び、ブドウ類、樹木作物－仁果類、樹木作物－核
果類、樹木作物－堅果類、花卉類からなる群から選択される作物に寄生する線虫類を防除
するための、並びに、収量を増加させるための、フルオピラムの有利な使用を提供する。
【００１１】
　本発明は、野菜類、トウモロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、サトウキビ、果
実類、樹木作物－堅果類、花卉類からなる群から選択される作物に寄生する線虫類を防除
するための、並びに、収量を増加させるための、フルオピラムの有利な使用を提供する。
【００１２】
　本発明は、野菜類、特に、トマト及びウリ科植物、ジャガイモ、コショウ、ニンジン類
、タマネギ類、トウモロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、サトウキビ、果実類、
特に、柑橘類果実類、パイナップル類及びバナナ類、及び、ブドウ類、樹木作物－仁果類
、樹木作物－核果類、樹木作物－堅果類、花卉類からなる群から選択される作物に寄生す
る線虫類を防除するための、並びに、収量を増加させるための、フルオピラムの有利な使
用を提供する。
【００１３】
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　本発明は、野菜類、特に、トマト及びウリ科植物、ジャガイモ、トウモロコシ、ダイズ
、ワタ、タバコ、コーヒー、果実類、特に、柑橘類果実類、パイナップル類及びバナナ類
、及び、ブドウ類からなる群から選択される作物に寄生する線虫類を防除するための、並
びに、収量を増加させるための、フルオピラムの有利な使用を提供する。
【００１４】
　本発明は、さらに、野菜類、特に、トマト及びウリ科植物、ジャガイモ、トウモロコシ
、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、果実類、特に、柑橘類果実類、パイナップル類及び
バナナ類、及び、ブドウ類からなる群から選択される作物に寄生する、アフェレンコイデ
ス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ブルサフェレンクス属種（Ｂｕｒ
ｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヘテロデラ属種（Ｈｅ
ｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属種（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）
、メロイデギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、プラチレンクス属種（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ラドホルス属種（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンクルス属種（Ｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）
、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンコリン
クス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネマ属種（Ｓｃｕ
ｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラトリコドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラフェレンク
ス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、アグレンクス属種（Ａｇｌｅｎｃ
ｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ベロノライムス属種（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ナ
コブス属種（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオ
チレンクス属種（Ｎｅｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス属種（Ｐａ
ｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ドリコドルス属種（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、ホプロライムス属種（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、プンクトデ
ラ属種（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌ
ｌａ　ｓｐｐ．）、キニスルシウス属種（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘミ
シクリオホラ属種（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、アングイナ属種（Ａ
ｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ属種（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、ヘ
ミクリコネモイデス属種（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、プシレン
クス属種（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウドハレンクス属種（Ｐｓｅｕｄｏ
ｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、クリコネモイデス属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ
　ｓｐｐ．）、カコパウルス属種（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）から選択される属
の群から選択される線虫類を防除するための、フルオピラムの使用にも関する。
【００１５】
　本発明は、さらに、野菜類、特に、トマト及びウリ科植物、ジャガイモ、コショウ、ニ
ンジン類、タマネギ類、トウモロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、サトウキビ、
果実類、特に、柑橘類果実類、パイナップル類及びバナナ類、及び、ブドウ類、樹木作物
－仁果類、樹木作物－核果類、樹木作物－堅果類、花卉類からなる群から選択される作物
に寄生する、アフェレンコイデス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ブ
ルサフェレンクス属種（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ジチレンクス属
種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｐ
ｐ．）、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属種（Ｌｏ
ｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイデギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．
）、プラチレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ラドホルス属種（Ｒ
ａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ
．）、チレンクルス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ属種（Ｘ
ｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕ
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ｓ　ｓｐｐ．）、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、スクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラトリコドルス属種
（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ
　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ア
グレンクス属種（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ベロノライムス属種（Ｂｅｌｏｎｏ
ｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ナコブス属種（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンク
ルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス属種（Ｒｏｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオチレンクス属種（Ｎｅｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）
、パラフェレンクス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ドリコドルス属
種（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ホプロライムス属種（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、プンクトデラ属種（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、クリコネメ
ラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、キニスルシウス属種（Ｑｕｉｎｉｓｕ
ｌｃｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘミシクリオホラ属種（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｓ
ｐｐ．）、アングイナ属種（Ａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ属種（Ｓｕｂａ
ｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、ヘミクリコネモイデス属種（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉ
ｄｅｓ　ｓｐｐ．）、プシレンクス属種（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウド
ハレンクス属種（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、クリコネモイデス属種
（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、カコパウルス属種（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ
　ｓｐｐ．）から選択される属の群から選択される線虫類を防除するための、並びに、収
量を増加させるための、フルオピラムの使用にも関する。
【００１６】
　本発明は、さらに、アグレンクス・アグリコラ（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉｃｏｌ
ａ）、アングイナ・トリチシ（Ａｎｇｕｉｎａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、アフェレンコイデス
・アラキジス（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、アフェレンコイ
デス・フラガリアエ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、ベロノラ
イムス・グラシリス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ）、ベロノライムス
・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ベロ
ノライムス・ノルトニ（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｎｏｒｔｏｎｉ）、カコパウルス・
ペスチス（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｐｅｓｔｉｓ）、クリコネメラ・クルバタ（Ｃｒｉｃ
ｏｎｅｍｅｌｌａ　ｃｕｒｖａｔａ）、クリコネメラ・オノエンシス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍ
ｅｌｌａ　ｏｎｏｅｎｓｉｓ）、クリコネメラ・オルナタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　
ｏｒｎａｔａ）、クリコネメラ・ルシウム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｒｕｓｉｕｍ）
、クリコネメラ・キセノプラキス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ）（＝
メソクリコネマ・キセノプラキス（Ｍｅｓｏｃｒｉｃｏｎｅｍａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ））
、及び、概して、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、クリコネ
モイデス・フェルニアエ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｆｅｒｎｉａｅ）、クリコネモ
イデス・オノエンセ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｎｏｅｎｓｅ）、クリコネモイデ
ス・オルナツム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｒｎａｔｕｍ）、及び、概して、クリ
コネモイデス属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ジチレンクス・デストル
クトル（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ジチレンクス・ジプサシ（
Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、ジチレンクス・ミセリオファグス（Ｄｉｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｙｃｅｌｉｏｐｈａｇｕｓ）、及び、概して、ジチレンクス属種（
Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ドリコドルス・ヘテロセファルス（Ｄｏｌｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｃｅｐｈａｌｕｓ）、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅ
ｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）（＝ヘテロデラ・パリダ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄ
ａ））、グロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓ
ｉｓ）、グロボデラ・ソラナセアルム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ
）、グロボデラ・タバクム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｔａｂａｃｕｍ）、グロボデラ・ビル
ギニアエ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｖｉｒｇｉｎｉａｅ）、ヘリコチレンクス・ジゴニクス
（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｏｎｉｃｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒス
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テラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、ヘリコチレンクス・エ
リトリネ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｅｒｙｔｈｒｉｎｅ）、ヘリコチレンクス
・ムルチシンクツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｃｉｎｃｔｕｓ）、
ヘリコチレンクス・ナンヌス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎａｎｎｕｓ）、ヘリ
コチレンクス・プセウドロブスツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｒ
ｏｂｕｓｔｕｓ）、及び、概して、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘミクリコネモイデス（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）、ヘ
ミシクリオホラ・アレナリア（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ａｒｅｎａｒｉａ）、
ヘミシクリオホラ・ヌダタ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｎｕｄａｔａ）、ヘミシ
クリオホラ・パルバナ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｐａｒｖａｎａ）、ヘテロデ
ラ・アベナエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘテロデラ・クルシフェラエ（
Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ）、ヘテロデラ・グリシネス（Ｈｅｔｅｒ
ｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、ヘテロデラ・オリザエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｏｒ
ｙｚａｅ）、ヘテロデラ・スカハクチイ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）
、ヘテロデラ・ゼアエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｚｅａｅ）、及び、概して、ヘテロデラ
属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ホプロライムス・アエギプチイ（Ｈｏｐｌｏ
ｌａｉｍｕｓ　ａｅｇｙｐｔｉｉ）、ホプロライムス・カリホルニクス（Ｈｏｐｌｏｌａ
ｉｍｕｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃｕｓ）、ホプロライムス・コルムブス（Ｈｏｐｌｏｌａ
ｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）、ホプロライムス・ガレアツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ
　ｇａｌｅａｔｕｓ）、ホプロライムス・インジクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｉｎｄ
ｉｃｕｓ）、ホプロライムス・マグニスチルス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｍａｇｎｉｓ
ｔｙｌｕｓ）、ホプロライムス・パラロブスツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｐａｒａｒ
ｏｂｕｓｔｕｓ）、ロンギドルス・アフリカヌス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ａｆｒｉｃａ
ｎｕｓ）、ロンギドルス・ブレビアンヌラツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｂｒｅｖｉａｎ
ｎｕｌａｔｕｓ）、ロンギドルス・エロンガツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａ
ｔｕｓ）、ロンギドルス・ラエビカピタツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｌａｅｖｉｃａｐ
ｉｔａｔｕｓ）、ロンギドルス・ビネアコラ（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｖｉｎｅａｃｏｌ
ａ）、及び、概して、ロンギドルス属種（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイデ
ギネ・アクロネア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｃｒｏｎｅａ）、メロイデギネ・アフリ
カナ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｆｒｉｃａｎａ）、メロイデギネ・アレナリア（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイデギネ・アレナリア・タメシ（Ｍｅｌ
ｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ　ｔｈａｍｅｓｉ）、メロイデギネ・アルチエラ（
Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｔｉｅｌｌａ）、メロイデギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏ
ｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ）、メロイデギネ・コフェイコラ（Ｍｅｌｏｉｄｏ
ｇｙｎｅ　ｃｏｆｆｅｉｃｏｌａ）、メロイデギネ・エチオピカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎ
ｅ　ｅｔｈｉｏｐｉｃａ）、メロイデギネ・エキシグア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｘ
ｉｇｕａ）、メロイデギネ・グラミニコラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｇｒａｍｉｎｉｃ
ｏｌａ）、メロイデギネ・グラミニス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、
メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギネ・インコ
グニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・インコグニタ
・アクリタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ　ａｃｒｉｔａ）、メロイデ
ギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイデギネ・キク
イエンシス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｋｉｋｕｙｅｎｓｉｓ）、メロイデギネ・ナアシ
（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｎａａｓｉ）、メロイデギネ・パラナエンシス（Ｍｅｌｏｉ
ｄｏｇｙｎｅ　ｐａｒａｎａｅｎｓｉｓ）、メロイデギネ・タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙ
ｎｅ　ｔｈａｍｅｓｉ）、及び、概して、メロイデギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　
ｓｐｐ．）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ナコブス・アベルラン
ス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａｎｓ）、ネオチレンクス・ビギシ（Ｎｅｏｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｖｉｇｉｓｓｉ）、パラフェレンクス・プセウドパリエチヌス（Ｐａｒａｐ
ｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｐａｒｉｅｔｉｎｕｓ）、パラトリコドルス・アリウ
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ス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ａｌｌｉｕｓ）、パラトリコドルス・ロバツス（
Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｌｏｂａｔｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａ
ｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、パラトリコドルス・ナヌス（Ｐａｒａｔｒ
ｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｎａｎｕｓ）、パラトリコドルス・ポロスス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ｐｏｒｏｓｕｓ）、パラトリコドルス・テレス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄ
ｏｒｕｓ　ｔｅｒｅｓ）、及び、概して、パラトリコドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏ
ｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、パラチレンクス・ハマツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈ
ａｍａｔｕｓ）、パラチレンクス・ミヌツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔ
ｕｓ）、パラチレンクス・プロジェクツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒｏｊｅｃ
ｔｕｓ）、及び、概して、パラチレンクス属種（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、プラチレンクス・アギリス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｉｌｉｓ）、プラチレ
ンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレンクス・アンジ
ヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｎｄｉｎｕｓ）、プラチレンクス・ブラキウルス（
Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・セレアリス（Ｐ
ｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチレンクス・デラトレイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｄｅｌａｔｔｒｅｉ）、プラチレンクス・ギイビカウダツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｇｉｉｂｂｉｃａｕｄａｔｕｓ）、プラチレンクス・ゴオデイイ（Ｐｒａｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｇｏｏｄｅｙｉ）、プラチレンクス・ハマツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｈａｍａｔｕｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈ
ｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓ
ｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ
）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）
、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、
プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プ
ラチレンクス・テレス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｅｒｅｓ）、プラチレンクス・ト
ルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐ
ｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、及び、概して、プラチレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｓｐｐ．）、プセウドハレンクス・ミヌツス（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉ
ｎｕｔｕｓ）、プシレンクス・マグニデンス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｇｎｉｄｅｎ
ｓ）、プシレンクス・ツミズス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｕｍｉｄｕｓ）、プンクトデ
ラ・カルコエンシス（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｃｈａｌｃｏｅｎｓｉｓ）、キニスルシウ
ス・アクツス（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ａｃｕｔｕｓ）、ラドホルス・シトロフィル
ス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｃｉｔｒｏｐｈｉｌｕｓ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄ
ｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクルス・ボレアリス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｌｕｓ　ｂｏｒｅａｌｉｓ）、ロチレンクルス・パルブス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕ
ｓ　ｐａｒｖｕｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒ
ｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、及び、概して、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス・ラウレンチヌス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌａｕｒｅ
ｎｔｉｎｕｓ）、ロチレンクス・マクロドラツス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｃｒｏ
ｄｏｒａｔｕｓ）、ロチレンクス・ロブスツス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｏｂｕｓｔ
ｕｓ）、ロチレンクス・ウニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）
、及び、概して、ロチレンクス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネ
マ・ブラキウルム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｍ）、スクテロネマ
・ブラジス（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｄｙｓ）、スクテロネマ・クラトリカウ
ダツム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｃｌａｔｈｒｉｃａｕｄａｔｕｍ）、及び、概して
、スクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ・ラジシオ
ラ
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（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｒａｄｉｃｉｏｌａ）、テチレンクス・ニコチアナエ（Ｔｅｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）、トリコドルス・シリンドリクス（Ｔｒｉｃ
ｈｏｄｏｒｕｓ　ｃｙｌｉｎｄｒｉｃｕｓ）、トリコドルス・ミノル（Ｔｒｉｃｈｏｄｏ
ｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、トリコドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉ
ｍｉｔｉｖｕｓ）、トリコドルス・プロキシムス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｏｘｉ
ｍｕｓ）、トリコドルス・シミリス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、トリ
コドルス・スパルスス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐａｒｓｕｓ）、及び、概して、ト
リコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンコリンクス・アグリ（Ｔ
ｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉ）、チレンコリンクス・ブラシカエ（Ｔｙｌ
ｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、チレンコリンクス・クラルス（Ｔ
ｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｒｕｓ）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔ
ｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｙｔｏｎｉ）、チレンコリンクス・ジギタツス
（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｉｔａｔｕｓ）、チレンコリンクス・エブ
リエンシス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｅｂｒｉｅｎｓｉｓ）、チレンコリン
クス・マキシムス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｍａｘｉｍｕｓ）、チレンコリ
ンクス・ヌズス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎｕｄｕｓ）、チレンコリンクス
・ブルガリス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、及び、概して
、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンクル
ス・セミペネトランス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キシ
フィネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、キシフィネマ
・ブレビコレ（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｂｒｅｖｉｃｏｌｌｅ）、キシフィネマ・ジモルフ
ィカウダツム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｄｉｍｏｒｐｈｉｃａｕｄａｔｕｍ）、キシフィネ
マ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｉｎｄｅｘ）、及び、概して、キシフィネマ属種
（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）からなる群から選択される線虫種を防除するための、
フルオピラムの使用にも関する。
【００１７】
　従って、本発明は、さらに、野菜類、特に、トマト及びウリ科植物、ジャガイモ、トウ
モロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、果実類、特に、柑橘類果実類、パイナップ
ル類及びバナナ類、及び、ブドウ類からなる群から選択される作物に寄生する線虫類を防
除するための、並びに、収量を増加させるための、
増量剤及び／又は界面活性剤に加えて
（Ａ）フルオピラム、及び、
（Ｂ）少なくとも１種類の農薬活性化合物
を含んでいる組成物の使用にも関する。
【００１８】
　従って、本発明は、さらに、野菜類、特に、トマト及びウリ科植物、ジャガイモ、コシ
ョウ、ニンジン類、タマネギ類、トウモロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、サト
ウキビ、果実類、特に、柑橘類果実類、パイナップル類及びバナナ類、及び、ブドウ類、
樹木作物－仁果類、樹木作物－核果類、樹木作物－堅果類、花卉類からなる群から選択さ
れる作物に寄生する線虫類を防除するための、並びに、収量を増加させるための、
増量剤及び／又は界面活性剤に加えて
（Ａ）フルオピラム、及び、
（Ｂ）少なくとも１種類の農薬活性化合物
を含んでいる組成物の使用にも関する。
【００１９】
　従って、本発明は、さらに、野菜類、特に、トマト及びウリ科植物、ジャガイモ、トウ
モロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、果実類、特に、柑橘類果実類、パイナップ
ル類及びバナナ類、及び、ブドウ類からなる群から選択される作物に寄生する、アフェレ
ンコイデス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ブルサフェレンクス属種
（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃ
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ｈｕｓ　ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヘテロデラ属
種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属種（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、メロイデギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、プラチレンクス属
種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ラドホルス属種（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　
ｓｐｐ．）、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンクルス属
種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓ
ｐｐ．）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チレ
ンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネマ属種
（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラトリコドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラフ
ェレンクス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、アグレンクス属種（Ａｇ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ベロノライムス属種（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ
．）、ナコブス属種（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、ネオチレンクス属種（Ｎｅｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス属
種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ドリコドルス属種（Ｄｏｌｉｃｈｏｄ
ｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ホプロライムス属種（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、プ
ンクトデラ属種（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎ
ｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、キニスルシウス属種（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ｓｐｐ．
）、ヘミシクリオホラ属種（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、アングイナ
属種（Ａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ属種（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ
．）、ヘミクリコネモイデス属種（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、
プシレンクス属種（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウドハレンクス属種（Ｐｓ
ｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、クリコネモイデス属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏ
ｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、カコパウルス属種（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）から選択
される属の群から選択される線虫類を防除するための、並びに、収量を増加させるための
、
増量剤及び／又は界面活性剤に加えて
（Ａ）フルオピラム、及び、
（Ｂ）少なくとも１種類の農薬活性化合物
を含んでいる組成物の使用にも関する。
【００２０】
　従って、本発明は、さらに、野菜類からなる群から選択される作物に寄生する、アフェ
レンコイデス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ブルサフェレンクス属
種（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヘテロデラ
属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属種（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　
ｓｐｐ．）、メロイデギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、プラチレンクス
属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ラドホルス属種（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンクルス
属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　
ｓｐｐ．）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チ
レンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネマ属
種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラトリコドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃ
ｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラ
フェレンクス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、アグレンクス属種（Ａ
ｇｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ベロノライムス属種（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ナコブス属種（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ
．）、ネオチレンクス属種（Ｎｅｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス
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属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ドリコドルス属種（Ｄｏｌｉｃｈｏ
ｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ホプロライムス属種（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
プンクトデラ属種（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏ
ｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、キニスルシウス属種（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ｓｐｐ
．）、ヘミシクリオホラ属種（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、アングイ
ナ属種（Ａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ属種（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｓｐ
ｐ．）、ヘミクリコネモイデス属種（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）
、プシレンクス属種（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウドハレンクス属種（Ｐ
ｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、クリコネモイデス属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍ
ｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、カコパウルス属種（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）から選
択される属の群から選択される線虫類を防除するための、並びに、野菜類、特に、トマト
及びウリ科植物、ジャガイモ、コショウ、ニンジン類、タマネギ類、トウモロコシ、ダイ
ズ、ワタ、タバコ、コーヒー、サトウキビ、果実類、特に、柑橘類果実類、パイナップル
類及びバナナ類、及び、ブドウ類、樹木作物－仁果類、樹木作物－核果類、樹木作物－堅
果類、花卉類からなる群から選択される作物に寄生する線虫類を防除するための、並びに
、収量を増加させるための、
増量剤及び／又は界面活性剤に加えて
（Ａ）フルオピラム、及び、
（Ｂ）少なくとも１種類の農薬活性化合物
を含んでいる組成物の使用にも関する。
【００２１】
　従って、本発明は、さらに、野菜類、特に、トマト及びウリ科植物、ジャガイモ、トウ
モロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、果実類、特に、柑橘類果実類、パイナップ
ル類及びバナナ類、及び、ブドウ類からなる群から選択される作物に寄生する、アグレン
クス・アグリコラ（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉｃｏｌａ）、アングイナ・トリチシ（
Ａｎｇｕｉｎａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、アフェレンコイデス・アラキジス（Ａｐｈｅｌｅｎ
ｃｈｏｉｄｅｓ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、アフェレンコイデス・フラガリアエ（Ａｐｈｅ
ｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、ベロノライムス・グラシリス（Ｂｅｌｏ
ｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ）、ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏ
ｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ベロノライムス・ノルトニ（Ｂｅｌ
ｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｎｏｒｔｏｎｉ）、カコパウルス・ペスチス（Ｃａｃｏｐａｕｒｕ
ｓ　ｐｅｓｔｉｓ）、クリコネメラ・クルバタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｃｕｒｖａ
ｔａ）、クリコネメラ・オノエンシス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｎｏｅｎｓｉｓ）
、クリコネメラ・オルナタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｒｎａｔａ）、クリコネメラ
・ルシウム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｒｕｓｉｕｍ）、クリコネメラ・キセノプラキ
ス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ）（＝メソクリコネマ・キセノプラキ
ス（Ｍｅｓｏｃｒｉｃｏｎｅｍａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ））、及び、概して、クリコネメラ
属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、クリコネモイデス・フェルニアエ（Ｃｒ
ｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｆｅｒｎｉａｅ）、クリコネモイデス・オノエンセ（Ｃｒｉｃ
ｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｎｏｅｎｓｅ）、クリコネモイデス・オルナツム（Ｃｒｉｃｏｎ
ｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｒｎａｔｕｍ）、及び、概して、クリコネモイデス属種（Ｃｒｉｃｏ
ｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ジチレンクス・デストルクトル（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉ
ｐｓａｃｉ）、ジチレンクス・ミセリオファグス（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｙｃｅｌ
ｉｏｐｈａｇｕｓ）、及び、概して、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ドリコドルス・ヘテロセファルス（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｃ
ｅｐｈａｌｕｓ）、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）（＝ヘ
テロデラ・パリダ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ））、グロボデラ・ロストキ
エンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓ）、グロボデラ・ソラナセ
アルム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ）、グロボデラ・タバクム（Ｇ
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ｌｏｂｏｄｅｒａ　ｔａｂａｃｕｍ）、グロボデラ・ビルギニアエ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ
　ｖｉｒｇｉｎｉａｅ）、ヘリコチレンクス・ジゴニクス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｄｉｇｏｎｉｃｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、ヘリコチレンクス・エリトリネ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｅｒｙｔｈｒｉｎｅ）、ヘリコチレンクス・ムルチシンクツス（Ｈｅｌｉ
ｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｃｉｎｃｔｕｓ）、ヘリコチレンクス・ナンヌス（
Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎａｎｎｕｓ）、ヘリコチレンクス・プセウドロブス
ツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｒｏｂｕｓｔｕｓ）、及び、概し
て、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘミクリコ
ネモイデス（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）、ヘミシクリオホラ・アレナリア（
Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ａｒｅｎａｒｉａ）、ヘミシクリオホラ・ヌダタ（Ｈ
ｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｎｕｄａｔａ）、ヘミシクリオホラ・パルバナ（Ｈｅｍ
ｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｐａｒｖａｎａ）、ヘテロデラ・アベナエ（Ｈｅｔｅｒｏｄ
ｅｒａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘテロデラ・クルシフェラエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｃｒｕ
ｃｉｆｅｒａｅ）、ヘテロデラ・グリシネス（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ
）、ヘテロデラ・オリザエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｏｒｙｚａｅ）、ヘテロデラ・スカ
ハクチイ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）、ヘテロデラ・ゼアエ（Ｈｅｔ
ｅｒｏｄｅｒａ　ｚｅａｅ）、及び、概して、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　
ｓｐｐ．）、ホプロライムス・アエギプチイ（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ａｅｇｙｐｔｉ
ｉ）、ホプロライムス・カリホルニクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉ
ｃｕｓ）、ホプロライムス・コルムブス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）
、ホプロライムス・ガレアツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）、ホプロ
ライムス・インジクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、ホプロライムス・
マグニスチルス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｍａｇｎｉｓｔｙｌｕｓ）、ホプロライムス
・パラロブスツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｐａｒａｒｏｂｕｓｔｕｓ）、ロンギドル
ス・アフリカヌス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ａｆｒｉｃａｎｕｓ）、ロンギドルス・ブレ
ビアンヌラツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｂｒｅｖｉａｎｎｕｌａｔｕｓ）、ロンギドル
ス・エロンガツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕｓ）、ロンギドルス・ラエ
ビカピタツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｌａｅｖｉｃａｐｉｔａｔｕｓ）、ロンギドルス
・ビネアコラ（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｖｉｎｅａｃｏｌａ）、及び、概して、ロンギド
ルス属種（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイデギネ・アクロネア（Ｍｅｌｏｉ
ｄｏｇｙｎｅ　ａｃｒｏｎｅａ）、メロイデギネ・アフリカナ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ
　ａｆｒｉｃａｎａ）、メロイデギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎ
ａｒｉａ）、メロイデギネ・アレナリア・タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａ
ｒｉａ　ｔｈａｍｅｓｉ）、メロイデギネ・アルチエラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒ
ｔｉｅｌｌａ）、メロイデギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏ
ｏｄｉ）、メロイデギネ・コフェイコラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｏｆｆｅｉｃｏｌ
ａ）、メロイデギネ・エチオピカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｔｈｉｏｐｉｃａ）、メ
ロイデギネ・エキシグア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｘｉｇｕａ）、メロイデギネ・グ
ラミニコラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、メロイデギネ・グラ
ミニス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌ
ｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎ
ｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・インコグニタ・アクリタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇ
ｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ　ａｃｒｉｔａ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉ
ｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイデギネ・キクイエンシス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇ
ｙｎｅ　ｋｉｋｕｙｅｎｓｉｓ）、メロイデギネ・ナアシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｎ
ａａｓｉ）、メロイデギネ・パラナエンシス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｐａｒａｎａｅ
ｎｓｉｓ）、メロイデギネ・タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｔｈａｍｅｓｉ）、及び
、概して、メロイデギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、メロイネマ属種（
Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ナコブス・アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅ
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ｒｒａｎｓ）、ネオチレンクス・ビギシ（Ｎｅｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｉｇｉｓｓｉ）
、パラフェレンクス・プセウドパリエチヌス（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕ
ｄｏｐａｒｉｅｔｉｎｕｓ）、パラトリコドルス・アリウス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏ
ｒｕｓ　ａｌｌｉｕｓ）、パラトリコドルス・ロバツス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕ
ｓ　ｌｏｂａｔｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　
ｍｉｎｏｒ）、パラトリコドルス・ナヌス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｎａｎｕ
ｓ）、パラトリコドルス・ポロスス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｏｒｏｓｕｓ
）、パラトリコドルス・テレス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｔｅｒｅｓ）、及び
、概して、パラトリコドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、パラ
チレンクス・ハマツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈａｍａｔｕｓ）、パラチレンク
ス・ミヌツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ）、パラチレンクス・プロ
ジェクツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒｏｊｅｃｔｕｓ）、及び、概して、パラ
チレンクス属種（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プラチレンクス・アギリス
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｉｌｉｓ）、プラチレンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレンクス・アンジヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ａｎｄｉｎｕｓ）、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂ
ｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・セレアリス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｅ
ｒｅａｌｉｓ）、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅ
ａｅ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）
、プラチレンクス・デラトレイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｌａｔｔｒｅｉ）、プ
ラチレンクス・ギイビカウダツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｇｉｉｂｂｉｃａｕｄａ
ｔｕｓ）、プラチレンクス・ゴオデイイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｇｏｏｄｅｙｉ）
、プラチレンクス・ハマツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈａｍａｔｕｓ）、プラチレ
ンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチ
レンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）、プラチレンクス・ネグレ
クツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・ペネトラ
ンス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・プラテンシ
ス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・スクリブネリ
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・テレス（Ｐｒａ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｅｒｅｓ）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕ
ｌｎｕｓ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、及び、
概して、プラチレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウドハレン
クス・ミヌツス（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ）、プシレンクス・
マグニデンス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｇｎｉｄｅｎｓ）、プシレンクス・ツミズス
（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｕｍｉｄｕｓ）、プンクトデラ・カルコエンシス（Ｐｕｎｃ
ｔｏｄｅｒａ　ｃｈａｌｃｏｅｎｓｉｓ）、キニスルシウス・アクツス（Ｑｕｉｎｉｓｕ
ｌｃｉｕｓ　ａｃｕｔｕｓ）、ラドホルス・シトロフィルス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｃ
ｉｔｒｏｐｈｉｌｕｓ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉ
ｓ）、ロチレンクルス・ボレアリス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｂｏｒｅａｌｉｓ）
、ロチレンクルス・パルブス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｐａｒｖｕｓ）、ロチレン
クルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、及び、
概して、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス
・ラウレンチヌス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌａｕｒｅｎｔｉｎｕｓ）、ロチレンクス
・マクロドラツス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｃｒｏｄｏｒａｔｕｓ）、ロチレンク
ス・ロブスツス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｏｂｕｓｔｕｓ）、ロチレンクス・ウニホ
ルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、及び、概して、ロチレンクス
属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネマ・ブラキウルム（Ｓｃｕｔｅ
ｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｍ）、スクテロネマ・ブラジス（Ｓｃｕｔｅｌｌｏ
ｎ
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ｅｍａ　ｂｒａｄｙｓ）、スクテロネマ・クラトリカウダツム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍ
ａ　ｃｌａｔｈｒｉｃａｕｄａｔｕｍ）、及び、概して、スクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅ
ｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ・ラジシオラ（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｒａ
ｄｉｃｉｏｌａ）、テチレンクス・ニコチアナエ（Ｔｅｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｉｃｏｔ
ｉａｎａｅ）、トリコドルス・シリンドリクス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｃｙｌｉｎｄ
ｒｉｃｕｓ）、トリコドルス・ミノル（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、トリコ
ドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、トリコドル
ス・プロキシムス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｏｘｉｍｕｓ）、トリコドルス・シミ
リス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、トリコドルス・スパルスス（Ｔｒｉ
ｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐａｒｓｕｓ）、及び、概して、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏ
ｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンコリンクス・アグリ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕ
ｓ　ａｇｒｉ）、チレンコリンクス・ブラシカエ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　
ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、チレンコリンクス・クラルス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕ
ｓ　ｃｌａｒｕｓ）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕ
ｓ　ｃｌａｙｔｏｎｉ）、チレンコリンクス・ジギタツス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃ
ｈｕｓ　ｄｉｇｉｔａｔｕｓ）、チレンコリンクス・エブリエンシス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏ
ｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｅｂｒｉｅｎｓｉｓ）、チレンコリンクス・マキシムス（Ｔｙｌｅｎ
ｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｍａｘｉｍｕｓ）、チレンコリンクス・ヌズス（Ｔｙｌｅｎｃ
ｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎｕｄｕｓ）、チレンコリンクス・ブルガリス（Ｔｙｌｅｎｃｈ
ｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、及び、概して、チレンコリンクス属種（Ｔｙ
ｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンクルス・セミペネトランス（Ｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キシフィネマ・アメリカヌム（Ｘｉ
ｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、キシフィネマ・ブレビコレ（Ｘｉｐｈｉｎｅ
ｍａ　ｂｒｅｖｉｃｏｌｌｅ）、キシフィネマ・ジモルフィカウダツム（Ｘｉｐｈｉｎｅ
ｍａ　ｄｉｍｏｒｐｈｉｃａｕｄａｔｕｍ）、キシフィネマ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎ
ｅｍａ　ｉｎｄｅｘ）、及び、概して、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ
．）からなる群から選択される線虫種を防除するための、並びに、収量を増加させるため
の、
増量剤及び／又は界面活性剤に加えて
（Ａ）フルオピラム、及び、
（Ｂ）少なくとも１種類の農薬活性化合物
を含んでいる組成物の使用にも関する。
【００２２】
　従って、本発明は、さらに、野菜類、特に、トマト及びウリ科植物、ジャガイモ、コシ
ョウ、ニンジン類、タマネギ類、トウモロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、サト
ウキビ、果実類、特に、柑橘類果実類、パイナップル類及びバナナ類、及び、ブドウ類、
樹木作物－仁果類、樹木作物－核果類、樹木作物－堅果類、花卉類からなる群から選択さ
れる作物に寄生する、アグレンクス・アグリコラ（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉｃｏｌ
ａ）、アングイナ・トリチシ（Ａｎｇｕｉｎａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、アフェレンコイデス
・アラキジス（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、アフェレンコイ
デス・フラガリアエ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、ベロノラ
イムス・グラシリス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ）、ベロノライムス
・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ベロ
ノライムス・ノルトニ（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｎｏｒｔｏｎｉ）、カコパウルス・
ペスチス（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｐｅｓｔｉｓ）、クリコネメラ・クルバタ（Ｃｒｉｃ
ｏｎｅｍｅｌｌａ　ｃｕｒｖａｔａ）、クリコネメラ・オノエンシス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍ
ｅｌｌａ　ｏｎｏｅｎｓｉｓ）、クリコネメラ・オルナタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　
ｏｒｎａｔａ）、クリコネメラ・ルシウム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｒｕｓｉｕｍ）
、クリコネメラ・キセノプラキス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ）（＝
メソクリコネマ・キセノプラキス（Ｍｅｓｏｃｒｉｃｏｎｅｍａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ））
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、及び、概して、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、クリコネ
モイデス・フェルニアエ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｆｅｒｎｉａｅ）、クリコネモ
イデス・オノエンセ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｎｏｅｎｓｅ）、クリコネモイデ
ス・オルナツム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｒｎａｔｕｍ）、及び、概して、クリ
コネモイデス属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ジチレンクス・デストル
クトル（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ジチレンクス・ジプサシ（
Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、ジチレンクス・ミセリオファグス（Ｄｉｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｙｃｅｌｉｏｐｈａｇｕｓ）、及び、概して、ジチレンクス属種（
Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ドリコドルス・ヘテロセファルス（Ｄｏｌｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｃｅｐｈａｌｕｓ）、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅ
ｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）（＝ヘテロデラ・パリダ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄ
ａ））、グロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓ
ｉｓ）、グロボデラ・ソラナセアルム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ
）、グロボデラ・タバクム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｔａｂａｃｕｍ）、グロボデラ・ビル
ギニアエ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｖｉｒｇｉｎｉａｅ）、ヘリコチレンクス・ジゴニクス
（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｏｎｉｃｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒス
テラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、ヘリコチレンクス・エ
リトリネ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｅｒｙｔｈｒｉｎｅ）、ヘリコチレンクス
・ムルチシンクツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｃｉｎｃｔｕｓ）、
ヘリコチレンクス・ナンヌス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎａｎｎｕｓ）、ヘリ
コチレンクス・プセウドロブスツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｒ
ｏｂｕｓｔｕｓ）、及び、概して、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘミクリコネモイデス（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）、ヘ
ミシクリオホラ・アレナリア（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ａｒｅｎａｒｉａ）、
ヘミシクリオホラ・ヌダタ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｎｕｄａｔａ）、ヘミシ
クリオホラ・パルバナ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｐａｒｖａｎａ）、ヘテロデ
ラ・アベナエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘテロデラ・クルシフェラエ（
Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ）、ヘテロデラ・グリシネス（Ｈｅｔｅｒ
ｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、ヘテロデラ・オリザエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｏｒ
ｙｚａｅ）、ヘテロデラ・スカハクチイ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）
、ヘテロデラ・ゼアエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｚｅａｅ）、及び、概して、ヘテロデラ
属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ホプロライムス・アエギプチイ（Ｈｏｐｌｏ
ｌａｉｍｕｓ　ａｅｇｙｐｔｉｉ）、ホプロライムス・カリホルニクス（Ｈｏｐｌｏｌａ
ｉｍｕｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃｕｓ）、ホプロライムス・コルムブス（Ｈｏｐｌｏｌａ
ｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）、ホプロライムス・ガレアツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ
　ｇａｌｅａｔｕｓ）、ホプロライムス・インジクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｉｎｄ
ｉｃｕｓ）、ホプロライムス・マグニスチルス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｍａｇｎｉｓ
ｔｙｌｕｓ）、ホプロライムス・パラロブスツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｐａｒａｒ
ｏｂｕｓｔｕｓ）、ロンギドルス・アフリカヌス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ａｆｒｉｃａ
ｎｕｓ）、ロンギドルス・ブレビアンヌラツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｂｒｅｖｉａｎ
ｎｕｌａｔｕｓ）、ロンギドルス・エロンガツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａ
ｔｕｓ）、ロンギドルス・ラエビカピタツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｌａｅｖｉｃａｐ
ｉｔａｔｕｓ）、ロンギドルス・ビネアコラ（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｖｉｎｅａｃｏｌ
ａ）、及び、概して、ロンギドルス属種（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイデ
ギネ・アクロネア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｃｒｏｎｅａ）、メロイデギネ・アフリ
カナ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｆｒｉｃａｎａ）、メロイデギネ・アレナリア（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイデギネ・アレナリア・タメシ（Ｍｅｌ
ｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ　ｔｈａｍｅｓｉ）、メロイデギネ・アルチエラ（
Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｔｉｅｌｌａ）、メロイデギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏ
ｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ）、メロイデギネ・コフェイコラ（Ｍｅｌｏｉｄｏ
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ｇｙｎｅ　ｃｏｆｆｅｉｃｏｌａ）、メロイデギネ・エチオピカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎ
ｅ　ｅｔｈｉｏｐｉｃａ）、メロイデギネ・エキシグア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｘ
ｉｇｕａ）、メロイデギネ・グラミニコラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｇｒａｍｉｎｉｃ
ｏｌａ）、メロイデギネ・グラミニス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、
メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギネ・インコ
グニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・インコグニタ
・アクリタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ　ａｃｒｉｔａ）、メロイデ
ギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイデギネ・キク
イエンシス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｋｉｋｕｙｅｎｓｉｓ）、メロイデギネ・ナアシ
（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｎａａｓｉ）、メロイデギネ・パラナエンシス（Ｍｅｌｏｉ
ｄｏｇｙｎｅ　ｐａｒａｎａｅｎｓｉｓ）、メロイデギネ・タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙ
ｎｅ　ｔｈａｍｅｓｉ）、及び、概して、メロイデギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　
ｓｐｐ．）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ナコブス・アベルラン
ス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａｎｓ）、ネオチレンクス・ビギシ（Ｎｅｏｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｖｉｇｉｓｓｉ）、パラフェレンクス・プセウドパリエチヌス（Ｐａｒａｐ
ｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｐａｒｉｅｔｉｎｕｓ）、パラトリコドルス・アリウ
ス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ａｌｌｉｕｓ）、パラトリコドルス・ロバツス（
Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｌｏｂａｔｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａ
ｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、パラトリコドルス・ナヌス（Ｐａｒａｔｒ
ｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｎａｎｕｓ）、パラトリコドルス・ポロスス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ｐｏｒｏｓｕｓ）、パラトリコドルス・テレス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄ
ｏｒｕｓ　ｔｅｒｅｓ）、及び、概して、パラトリコドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏ
ｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、パラチレンクス・ハマツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈ
ａｍａｔｕｓ）、パラチレンクス・ミヌツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔ
ｕｓ）、パラチレンクス・プロジェクツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒｏｊｅｃ
ｔｕｓ）、及び、概して、パラチレンクス属種（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、プラチレンクス・アギリス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｉｌｉｓ）、プラチレ
ンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレンクス・アンジ
ヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｎｄｉｎｕｓ）、プラチレンクス・ブラキウルス（
Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・セレアリス（Ｐ
ｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチレンクス・デラトレイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｄｅｌａｔｔｒｅｉ）、プラチレンクス・ギイビカウダツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｇｉｉｂｂｉｃａｕｄａｔｕｓ）、プラチレンクス・ゴオデイイ（Ｐｒａｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｇｏｏｄｅｙｉ）、プラチレンクス・ハマツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｈａｍａｔｕｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈ
ｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓ
ｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ
）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）
、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、
プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プ
ラチレンクス・テレス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｅｒｅｓ）、プラチレンクス・ト
ルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐ
ｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、及び、概して、プラチレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｓｐｐ．）、プセウドハレンクス・ミヌツス（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉ
ｎｕｔｕｓ）、プシレンクス・マグニデンス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｇｎｉｄｅｎ
ｓ）、プシレンクス・ツミズス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｕｍｉｄｕｓ）、プンクトデ
ラ・カルコエンシス（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｃｈａｌｃｏｅｎｓｉｓ）、キニスルシウ
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ス・アクツス（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ａｃｕｔｕｓ）、ラドホルス・シトロフィル
ス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｃｉｔｒｏｐｈｉｌｕｓ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄ
ｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクルス・ボレアリス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｌｕｓ　ｂｏｒｅａｌｉｓ）、ロチレンクルス・パルブス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕ
ｓ　ｐａｒｖｕｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒ
ｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、及び、概して、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス・ラウレンチヌス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌａｕｒｅ
ｎｔｉｎｕｓ）、ロチレンクス・マクロドラツス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｃｒｏ
ｄｏｒａｔｕｓ）、ロチレンクス・ロブスツス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｏｂｕｓｔ
ｕｓ）、ロチレンクス・ウニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）
、及び、概して、ロチレンクス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネ
マ
・ブラキウルム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｍ）、スクテロネマ・
ブラジス（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｄｙｓ）、スクテロネマ・クラトリカウダ
ツム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｃｌａｔｈｒｉｃａｕｄａｔｕｍ）、及び、概して、
スクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ・ラジシオラ
（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｒａｄｉｃｉｏｌａ）、テチレンクス・ニコチアナエ（Ｔｅｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）、トリコドルス・シリンドリクス（Ｔｒｉｃ
ｈｏｄｏｒｕｓ　ｃｙｌｉｎｄｒｉｃｕｓ）、トリコドルス・ミノル（Ｔｒｉｃｈｏｄｏ
ｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、トリコドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉ
ｍｉｔｉｖｕｓ）、トリコドルス・プロキシムス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｏｘｉ
ｍｕｓ）、トリコドルス・シミリス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、トリ
コドルス・スパルスス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐａｒｓｕｓ）、及び、概して、ト
リコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンコリンクス・アグリ（Ｔ
ｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉ）、チレンコリンクス・ブラシカエ（Ｔｙｌ
ｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、チレンコリンクス・クラルス（Ｔ
ｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｒｕｓ）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔ
ｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｙｔｏｎｉ）、チレンコリンクス・ジギタツス
（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｉｔａｔｕｓ）、チレンコリンクス・エブ
リエンシス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｅｂｒｉｅｎｓｉｓ）、チレンコリン
クス・マキシムス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｍａｘｉｍｕｓ）、チレンコリ
ンクス・ヌズス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎｕｄｕｓ）、チレンコリンクス
・ブルガリス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、及び、概して
、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンクル
ス・セミペネトランス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キシ
フィネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、キシフィネマ
・ブレビコレ（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｂｒｅｖｉｃｏｌｌｅ）、キシフィネマ・ジモルフ
ィカウダツム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｄｉｍｏｒｐｈｉｃａｕｄａｔｕｍ）、キシフィネ
マ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｉｎｄｅｘ）、及び、概して、キシフィネマ属種
（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）からなる群から選択される線虫種を防除するための、
並びに、収量を増加させるための、
増量剤及び／又は界面活性剤に加えて
（Ａ）フルオピラム、及び、
（Ｂ）少なくとも１種類の農薬活性化合物
を含んでいる組成物の使用にも関する。
【００２３】
　本発明の代表的な方法は、線虫による損傷を抑制するために、及び／又は、作物の収量
を増加させるために、本発明によるフルオピラムを土壌又は植物（例えば、種子又は茎葉
部）に施用することを含む。
【発明を実施するための形態】
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【００２４】
　野菜類は、例えば、ブロッコリー、カリフラワー、アーティチョーク、スウィートコー
ン（トウモロコシ）、エンドウマメ、インゲンマメ、ケール、コラードグリーン、ホウレ
ンソウ、キバナスズシロ、ビートグリーン、パクチョイ、フダンソウ、サイシン（ｃｈｏ
ｉ　ｓｕｍ）、ターニップグリーン、エンダイブ、レタス、カラシナ、オランダガラシ、
ガーリックチャイブ、ガイラン（ｇａｉ　ｌａｎ）、リーキ、芽キャベツ、ケーパー、コ
ールラビ、セロリ、ダイオウ、カルドン、キンサイ、レモングラス、アスパラガス、タケ
ノコ、ガランガル、及び、ショウガ、ジャガイモ、キクイモ、サツマイモ、タロイモ、ヤ
マイモ、モヤシ、リョクトウ、ウラド（ｕｒａｄ）、ムラサキウマゴヤシ、ニンジン、パ
ースニップ、ビート、ラディッシュ、ルタバガ、カブ、ゴボウ、タマネギ、シャロット、
ニンニク、トマト、ウリ科植物（ｃｕｒｃｕｒｂｉｓ）（キュウリ、カボチャ（ｓｑｕａ
ｓｈ）、カボチャ（ｐｕｍｐｋｉｎ）、メロン、ヘチマ、ヒョウタン、スイカ）、ズッキ
ーニ、コショウ、ナス、オオブドウホオズキ、ハヤトウリ、オクラ、パンノキ、及び、ア
ボカド、サヤインゲン、ヒラマメ、サヤエンドウなどである。
【００２５】
　好ましい野菜類は、トマト、ウリ科植物、ジャガイモ、コショウ、ニンジン類、タマネ
ギ類である。
【００２６】
　樹木作物－核果類は、例えば、アンズ、サクラ、アーモンド及びモモなどである。
【００２７】
　樹木作物－仁果類は、例えば、リンゴ、ナシなどである。
【００２８】
　樹木作物－堅果類は、例えば、ブナノキ、ブラジルナッツ、ククイノキ、カシュー、ク
リ（これは、チュウゴクグリ、ヨーロッパグリを包含する）、コロシントウリ、クロダネ
カボチャ（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　ｆｉｃｉｆｏｌｉａ）、ハシバミ、チリヘーゼルナッツ
（Ｇｅｖｕｉｎａ　ａｖｅｌｌａｎａ）、ヒッコリー（これは、ペカン、シャグバークヒ
ッコリーを包含する）、モモタマナ（Ｔｅｒｍｉｎａｌｉａ　ｃａｔａｐｐａ）、ヘーゼ
ルナッツ、インドブナ（Ｉｎｄｉａｎ　Ｂｅｅｃｈ）、コーラナッツ、マカダミアナッツ
、パキラ（Ｍａｌａｂａｒ　ｃｈｅｓｔｎｕｔ）、ピスタキア、メリコッカノキ（Ｍａｍ
ｏｎｃｉｌｌｏ）、マヤナッツ、モンゴンゴ、クヌギ（Ｏａｋ　ａｃｏｒｎｓ）、オグボ
ノナッツ（Ｏｇｂｏｎｏ　ｎｕｔ）、パラダイスナッツ（Ｐａｒａｄｉｓｅ　ｎｕｔ）、
ピリナッツ（Ｐｉｌｉ　ｎｕｔ）、クルミ、クログルミ、オニビシ（Ｗａｔｅｒ　Ｃａｌ
ｔｒｏｐ）などである。
【００２９】
　本発明に関連して、農薬活性化合物は、植物を処理するために慣習的に使用される又は
使用され得る全ての物質を意味するものと理解される。殺菌剤、殺細菌剤、殺虫剤、殺ダ
ニ剤、殺線虫剤、軟体動物駆除剤、薬害軽減剤、植物成長調節剤及び植物栄養素、並びに
、生物的防除剤を、好ましいものとして挙げることができる。
【００３０】
　混合相手剤
　挙げることができる殺菌剤の例は、以下のとおりである：
　（１）　エルゴステロール生合成の阻害薬、例えば、（１．１）アルジモルフ（１７０
４－２８－５）、（１．２）アザコナゾール（６０２０７－３１－０）、（１．３）ビテ
ルタノール（５５１７９－３１－２）、（１．４）ブロムコナゾール（１１６２５５－４
８－２）、（１．５）シプロコナゾール（１１３０９６－９９－４）、（１．６）ジクロ
ブトラゾール（７５７３６－３３－３）、（１．７）ジフェノコナゾール（１１９４４６
－６８－３）、（１．８）ジニコナゾール（８３６５７－２４－３）、（１．９）ジニコ
ナゾール－Ｍ（８３６５７－１８－５）、（１．１０）ドデモルフ（１５９３－７７－７
）、（１．１１）酢酸ドデモルフ（３１７１７－８７－０）、（１．１２）エポキシコナ
ゾール（１０６３２５－０８－０）、（１．１３）エタコナゾール（６０２０７－９３－
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４）、（１．１４）フェナリモール（６０１６８－８８－９）、（１．１５）フェンブコ
ナゾール（１１４３６９－４３－６）、（１．１６）フェンヘキサミド（１２６８３３－
１７－８）、（１．１７）フェンプロピジン（６７３０６－００－７）、（１．１８）フ
ェンプロピモルフ（６７３０６－０３－０）、（１．１９）フルキンコナゾール（１３６
４２６－５４－５）、（１．２０）フルルプリミドール（５６４２５－９１－３）、（１
．２１）フルシラゾール（８５５０９－１９－９）、（１．２２）フルトリアホール（７
６６７４－２１－０）、（１．２３）フルコナゾール（１１２８３９－３３－５）、（１
．２４）フルコナゾール－シス（１１２８３９－３２－４）、（１．２５）ヘキサコナゾ
ール（７９９８３－７１－４）、（１．２６）イマザリル（６０５３４－８０－７）、（
１．２７）硫酸イマザリル（５８５９４－７２－２）、（１．２８）イミベンコナゾール
（８６５９８－９２－７）、（１．２９）イプコナゾール（１２５２２５－２８－７）、
（１．３０）メトコナゾール（１２５１１６－２３－６）、（１．３１）ミクロブタニル
（８８６７１－８９－０）、（１．３２）ナフチフィン（６５４７２－８８－０）、（１
．３３）ヌアリモール（６３２８４－７１－９）、（１．３４）オキシポコナゾール（１
７４２１２－１２－５）、（１．３５）パクロブトラゾール（７６７３８－６２－０）、
（１．３６）ペフラゾエート（１０１９０３－３０－４）、（１．３７）ペンコナゾール
（６６２４６－８８－６）、（１．３８）ピペラリン（３４７８－９４－２）、（１．３
９）プロクロラズ（６７７４７－０９－５）、（１．４０）プロピコナゾール（６０２０
７－９０－１）、（１．４１）プロチオコナゾール（１７８９２８－７０－６）、（１．
４２）ピリブチカルブ（８８６７８－６７－５）、（１．４３）ピリフェノックス（８８
２８３－４１－４）、（１．４４）キンコナゾール（１０３９７０－７５－８）、（１．
４５）シメコナゾール（１４９５０８－９０－７）、（１．４６）スピロキサミン（１１
８１３４－３０－８）、（１．４７）テブコナゾール（１０７５３４－９６－３）、（１
．４８）テルビナフィン（９１１６１－７１－６）、（１．４９）テトラコナゾール（１
１２２８１－７７－３）、（１．５０）トリアジメホン（４３１２１－４３－３）、（１
．５１）トリアジメノール（８９４８２－１７－７）、（１．５２）トリデモルフ（８１
４１２－４３－３）、（１．５３）トリフルミゾール（６８６９４－１１－１）、（１．
５４）トリホリン（２６６４４－４６－２）、（１．５５）トリチコナゾール（１３１９
８３－７２－７）、（１．５６）ウニコナゾール（８３６５７－２２－１）、（１．５７
）ウニコナゾール－ｐ（８３６５７－１７－４）、（１．５８）ビニコナゾール（７７１
７４－６６－４）、（１．５９）ボリコナゾール（１３７２３４－６２－９）、（１．６
０）１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）
シクロヘプタノール（１２９５８６－３２－９）、（１．６１）１－（２，２－ジメチル
－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－１－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボン
酸メチル（１１０３２３－９５－０）、（１．６２）Ｎ’－｛５－（ジフルオロメチル）
－２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェニル｝－Ｎ－エチル－
Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．６３）Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－Ｎ’－｛２－メ
チル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェ
ニル｝イミドホルムアミド、及び、（１．６４）Ｏ－［１－（４－メトキシフェノキシ）
－３，３－ジメチルブタン－２－イル］　１Ｈ－イミダゾール－１－カルボチオエート（
１１１２２６－７１－２）；
　（２）　複合体Ｉ又はＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（２．１）ビキサフェン
（５８１８０９－４６－３）、（２．２）ボスカリド（１８８４２５－８５－６）、（２
．３）カルボキシン（５２３４－６８－４）、（２．４）ジフルメトリム（１３０３３９
－０７－０）、（２．５）フェンフラム（２４６９１－８０－３）、（２．６）フルオピ
ラム（６５８０６６－３５－４）、（２．７）フルトラニル（６６３３２－９６－５）、
（２．８）フルキサピロキサド（９０７２０４－３１－３）、（２．９）フラメトピル（
１２３５７２－８８－３）、（２．１０）フルメシクロックス（６０５６８－０５－０）
、（２．１１）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ
）とアンチ－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）の混合物）（８８１６
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８５－５８－１）、（２．１２）イソピラザム（アンチ－エピマー性ラセミ化合物　１Ｒ
Ｓ、４ＳＲ、９ＳＲ）、（２．１３）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー
　１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、（２．１４）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー
　１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、（２．１５）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物　１
ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、（２．１６）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー
　１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、（２．１７）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　
１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、（２．１８）メプロニル（５５８１４－４１－０）、（２．１９）
オキシカルボキシン（５２５９－８８－１）、（２．２０）ペンフルフェン（４９４７９
３－６７－８）、（２．２１）ペンチオピラド（１８３６７５－８２－３）、（２．２２
）セダキサン（８７４９６７－６７－６）、（２．２３）チフルザミド（１３００００－
４０－７）、（２．２４）１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエ
トキシ）フェニル］－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、（２．２５）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，
２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（
２．２６）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１，２，３，３
，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（２．２７）Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプ
ロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド（１０９２４００－９５－７）（ＷＯ　２００８１４８５７０）、（２．
２８）５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［４－（トリフルオロメ
チル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリン－４－アミン（１２
１００７０－８４－０）（ＷＯ　２０１００２５４５１）、（２．２９）Ｎ－［９－（ジ
クロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イ
ル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
、（２．３０）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テ
トラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－
メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、及び、（２．３１）Ｎ－［（１Ｒ，４
Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフ
タレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド；
　（３）　複合体ＩＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（３．１）アメトクトラジン
（８６５３１８－９７－４）、（３．２）アミスルブロム（３４８６３５－８７－０）、
（３．３）アゾキシストロビン（１３１８６０－３３－８）、（３．４）シアゾファミド
（１２０１１６－８８－３）、（３．５）クメトキシストロビン（ｃｏｕｍｅｔｈｏｘｙ
ｓｔｒｏｂｉｎ）（８５０８８１－３０－０）、（３．６）クモキシストロビン（ｃｏｕ
ｍｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（８５０８８１－７０－８）、（３．７）ジモキシストロビン
（１４１６００－５２－４）、（３．８）エネストロブリン（２３８４１０－１１－２）
（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．９）ファモキサドン（１３１８０７－５７－
３）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．１０）フェンアミドン（１６１３２６－
３４－７）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．１１）フェノキシストロビン（ｆ
ｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（９１８１６２－０２－４）、（３．１２）フルオキサスト
ロビン（３６１３７７－２９－９）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．１３）ク
レソキシム－メチル（１４３３９０－８９－０）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（
３．１４）メトミノストロビン（１３３４０８－５０－１）（ＷＯ　２００４／０５８７
２３）、（３．１５）オリサストロビン（１８９８９２－６９－１）（ＷＯ　２００４／
０５８７２３）、（３．１６）ピコキシストロビン（１１７４２８－２２－５）（ＷＯ　
２００４／０５８７２３）、（３．１７）ピラクロストロビン（１７５０１３－１８－０
）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．１８）ピラメトストロビン（ｐｙｒａｍｅ
ｔｏｓｔｒｏｂｉｎ）（９１５４１０－７０－７）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、
（３．１９）ピラオキシストロビン（ｐｙｒａｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（８６２５８８－
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１１－２）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．２０）ピリベンカルブ（７９９２
４７－５２－２）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．２１）トリクロピリカルブ
（ｔｒｉｃｌｏｐｙｒｉｃａｒｂ）（９０２７６０－４０－１）、（３．２２）トリフロ
キシストロビン（１４１５１７－２１－７）（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．
２３）（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フル
オロピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル
エタンアミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３）、（３．２４）（２Ｅ）－２－（メトキ
シイミノ）－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチ
ル）フェニル］エチルデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）エタンアミド（ＷＯ　
２００４／０５８７２３）、（３．２５）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチ
ル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エトキシ｝
イミノ）メチル］フェニル｝エタンアミド（１５８１６９－７３－４）、（３．２６）（
２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フルオロ－２－フェ
ニルエテニル］オキシ｝フェニル）エチルデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－
２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド（３２６８９６－２８－０）、（３．
２７）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（２Ｅ，３Ｅ）－４－（２，６－ジクロロフェニル
）ブタ－３－エン－２－イリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－２－（メトキ
シイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（３．２８）２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－ト
リメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン－３－カルボキサミ
ド（１１９８９９－１４－８）、（３．２９）５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛
［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチルデン｝アミノ）オ
キシ］メチル｝フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－
オン、（３．３０）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（４－メトキシフェニ
ル）イミノ］メチル｝スルファニル）メチル］フェニル｝－３－メトキシプロパ－２－エ
ン酸メチル（１４９６０１－０３－６）、（３．３１）Ｎ－（３－エチル－３，５，５－
トリメチルシクロヘキシル）－３－（ホルミルアミノ）－２－ヒドロキシベンズアミド（
２２６５５１－２１－９）、（３．３２）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）
メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド（１７３６６２－９７－０
）、及び、（３．３３）（２Ｒ）－２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル
］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド（３９４６５７－２４－０）；
　（４）　有糸分裂及び細胞分裂の阻害薬、例えば、（４．１）ベノミル（１７８０４－
３５－２）、（４．２）カルベンダジム（１０６０５－２１－７）、（４．３）クロルフ
ェナゾール（３５７４－９６－７）、（４．４）ジエトフェンカルブ（８７１３０－２０
－９）、（４．５）エタボキサム（１６２６５０－７７－３）、（４．６）フルオピコリ
ド（２３９１１０－１５－７）、（４．７）フベリダゾール（３８７８－１９－１）、（
４．８）ペンシクロン（６６０６３－０５－６）、（４．９）チアベンダゾール（１４８
－７９－８）、（４．１０）チオファネート－メチル（２３５６４－０５－８）、（４．
１１）チオファネート（２３５６４－０６－９）、（４．１２）ゾキサミド（１５６０５
２－６８－５）、（４．１３）５－クロロ－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）－
６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピ
リミジン（２１４７０６－５３－３）、及び、（４．１４）３－クロロ－５－（６－クロ
ロピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフルオロフェニル）ピリ
ダジン（１００２７５６－８７－７）；
　（５）　多部位に作用し得る化合物、例えば、（５．１）ボルドー液（８０１１－６３
－０）、（５．２）カプタホール（２４２５－０６－１）、（５．３）キャプタン（１３
３－０６－２）（ＷＯ　０２／１２１７２）、（５．４）クロロタロニル（１８９７－４
５－６）、（５．５）水酸化銅（２０４２７－５９－２）、（５．６）ナフテン酸銅（１
３３８－０２－９）、（５．７）酸化銅（１３１７－３９－１）、（５．８）塩基性塩化
銅（１３３２－４０－７）、（５．９）硫酸銅（２＋）（７７５８－９８－７）、（５．
１０）ジクロフルアニド（１０８５－９８－９）、（５．１１）ジチアノン（３３４７－
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２２－６）、（５．１２）ドジン（２４３９－１０－３）、（５．１３）ドジン遊離塩基
、（５．１４）ファーバム（１４４８４－６４－１）、（５．１５）フルオロホルペット
（７１９－９６－０）、（５．１６）ホルペット（１３３－０７－３）、（５．１７）グ
アザチン（１０８１７３－９０－６）、（５．１８）酢酸グアザチン、（５．１９）イミ
ノクタジン（１３５１６－２７－３）、（５．２０）イミノクタジンアルベシル酸塩（１
６９２０２－０６－６）、（５．２１）イミノクタジン三酢酸塩（５７５２０－１７－９
）、（５．２２）マンカッパー（５３９８８－９３－５）、（５．２３）マンゼブ（８０
１８－０１－７）、（５．２４）マンネブ（１２４２７－３８－２）、（５．２５）メチ
ラム（９００６－４２－２）、（５．２６）メチラム亜鉛（ｍｅｔｉｒａｍ　ｚｉｎｃ）
（９００６－４２－２）、（５．２７）オキシン銅（１０３８０－２８－６）、（５．２
８）プロパミジン（ｐｒｏｐａｍｉｄｉｎｅ）（１０４－３２－５）、（５．２９）プロ
ピネブ（１２０７１－８３－９）、（５．３０）硫黄及び硫黄剤、例えば、多硫化カルシ
ウム（７７０４－３４－９）、（５．３１）チウラム（１３７－２６－８）、（５．３２
）トリルフルアニド（７３１－２７－１）、（５．３３）ジネブ（１２１２２－６７－７
）、及び、（５．３４）ジラム（１３７－３０－４）；
　（６）　宿主の防御を誘発し得る化合物、例えば、（６．１）アシベンゾラル－Ｓ－メ
チル（１３５１５８－５４－２）、（６．２）イソチアニル（２２４０４９－０４－１）
、（６．３）プロベナゾール（２７６０５－７６－１）、及び、（６．４）チアジニル（
２２３５８０－５１－６）；
　（７）　アミノ酸及び／又はタンパク質の生合成の阻害薬、例えば、（７．１）アンド
プリム（ａｎｄｏｐｒｉｍ）（２３９５１－８５－１）、（７．２）ブラストサイジン－
Ｓ（２０７９－００－７）、（７．３）シプロジニル（１２１５５２－６１－２）、（７
．４）カスガマイシン（６９８０－１８－３）、（７．５）カスガマイシン塩酸塩水和物
（１９４０８－４６－９）、（７．６）メパニピリム（１１０２３５－４７－７）、（７
．７）ピリメタニル（５３１１２－２８－０）、及び、（７．８）３－（５－フルオロ－
３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン（
８６１６４７－３２－７）（ＷＯ　２００５０７０９１７）；
　（８）　ＡＴＰ産生の阻害薬、例えば、（８．１）酢酸トリフェニルスズ（９００－９
５－８）、（８．２）塩化トリフェニルスズ（６３９－５８－７）、（８．３）水酸化ト
リフェニルスズ（７６－８７－９）、及び、（８．４）シルチオファム（１７５２１７－
２０－６）；
　（９）　細胞壁合成の阻害薬、例えば、（９．１）ベンチアバリカルブ（１７７４０６
－６８－７）、（９．２）ジメトモルフ（１１０４８８－７０－５）、（９．３）フルモ
ルフ（２１１８６７－４７－９）、（９．４）イプロバリカルブ（１４０９２３－１７－
７）、（９．５）マンジプロパミド（３７４７２６－６２－２）、（９．６）ポリオキシ
ン（１１１１３－８０－７）、（９．７）ポリオキソリム（２２９７６－８６－９）、（
９．８）バリダマイシンＡ（３７２４８－４７－８）、及び、（９．９）バリフェナレー
ト（２８３１５９－９４－４；２８３１５９－９０－０）；
　（１０）　脂質及び膜の合成の阻害薬、例えば、（１０．１）ビフェニル（９２－５２
－４）、（１０．２）クロロネブ（２６７５－７７－６）、（１０．３）ジクロラン（９
９－３０－９）、（１０．４）エジフェンホス（１７１０９－４９－８）、（１０．５）
エトリジアゾール（２５９３－１５－９）、（１０．６）ヨードカルブ（ｉｏｄｏｃａｒ
ｂ）（５５４０６－５３－６）、（１０．７）イプロベンホス（２６０８７－４７－８）
、（１０．８）イソプロチオラン（５０５１２－３５－１）、（１０．９）プロパモカル
ブ（２５６０６－４１－１）、（１０．１０）プロパモカルブ塩酸塩（２５６０６－４１
－１）、（１０．１１）プロチオカルブ（１９６２２－０８－３）、（１０．１２）ピラ
ゾホス（１３４５７－１８－６）、（１０．１３）キントゼン（８２－６８－８）、（１
０．１４）テクナゼン（１１７－１８－０）、及び、（１０．１５）トルクロホス－メチ
ル（５７０１８－０４－９）；
　（１１）　メラニン生合成の阻害薬、例えば、（１１．１）カルプロパミド（１０４０
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３０－５４－８）、（１１．２）ジクロシメット（１３９９２０－３２－４）、（１１．
３）フェノキサニル（１１５８５２－４８－７）、（１１．４）フタリド（２７３５５－
２２－２）、（１１．５）ピロキロン（５７３６９－３２－１）、（１１．６）トリシク
ラゾール（４１８１４－７８－２）、及び、（１１．７）｛３－メチル－１－［（４－メ
チルベンゾイル）アミノ］ブタン－２－イル｝カルバミン酸２，２，２－トリフルオロエ
チル（８５１５２４－２２－６）（ＷＯ　２００５０４２４７４）；
　（１２）　核酸合成の阻害薬、例えば、（１２．１）ベナラキシル（７１６２６－１１
－４）、（１２．２）ベナラキシル－Ｍ（キララキシル（ｋｉｒａｌａｘｙｌ））（９８
２４３－８３－５）、（１２．３）ブピリメート（４１４８３－４３－６）、（１２．４
）クロジラコン（６７９３２－８５－８）、（１２．５）ジメチリモール（５２２１－５
３－４）、（１２．６）エチリモール（２３９４７－６０－６）、（１２．７）フララキ
シル（５７６４６－３０－７）、（１２．８）ヒメキサゾール（１０００４－４４－１）
、（１２．９）メタラキシル（５７８３７－１９－１）、（１２．１０）メタラキシル－
Ｍ（メフェノキサム）（７０６３０－１７－０）、（１２．１１）オフラセ（５８８１０
－４８－３）、（１２．１２）オキサジキシル（７７７３２－０９－３）、及び、（１２
．１３）オキソリン酸（１４６９８－２９－４）；
　（１３）　シグナル伝達の阻害薬、例えば、（１３．１）クロゾリネート（８４３３２
－８６－５）、（１３．２）フェンピクロニル（７４７３８－１７－３）、（１３．３）
フルジオキソニル（１３１３４１－８６－１）、（１３．４）イプロジオン（３６７３４
－１９－７）、（１３．５）プロシミドン（３２８０９－１６－８）、（１３．６）キノ
キシフェン（１２４４９５－１８－７）、及び、（１３．７）ビンクロゾリン（５０４７
１－４４－８）；
　（１４）　脱共役剤として作用し得る化合物、例えば、（１４．１）ビナパクリル（４
８５－３１－４）、（１４．２）ジノカップ（１３１－７２－６）、（１４．３）フェリ
ムゾン（８９２６９－６４－７）、（１４．４）フルアジナム（７９６２２－５９－６）
、及び、（１４．５）メプチルジノカップ（１３１－７２－６）；
　（１５）　さらなる化合物、例えば、（１５．１）ベンチアゾール（２１５６４－１７
－０）、（１５．２）ベトキサジン（１６３２６９－３０－５）、（１５．３）カプシマ
イシン（ｃａｐｓｉｍｙｃｉｎ）（７０６９４－０８－５）、（１５．４）カルボン（９
９－４９－０）、（１５．５）キノメチオネート（２４３９－０１－２）、（１５．６）
ピリオフェノン（クラザフェノン（ｃｈｌａｚａｆｅｎｏｎｅ））（６８８０４６－６１
－９）、（１５．７）クフラネブ（１１０９６－１８－７）、（１５．８）シフルフェナ
ミド（１８０４０９－６０－３）、（１５．９）シモキサニル（５７９６６－９５－７）
、（１５．１０）シプロスルファミド（２２１６６７－３１－８）、（１５．１１）ダゾ
メット（５３３－７４－４）、（１５．１２）デバカルブ（６２７３２－９１－６）、（
１５．１３）ジクロロフェン（９７－２３－４）、（１５．１４）ジクロメジン（６２８
６５－３６－５）、（１５．１５）ジフェンゾコート（４９８６６－８７－７）、（１５
．１６）ジフェンゾコートメチル硫酸塩（４３２２２－４８－６）、（１５．１７）ジフ
ェニルアミン（１２２－３９－４）、（１５．１８）エコメイト、（１５．１９）フェン
ピラザミン（４７３７９８－５９－３）、（１５．２０）フルメトベル（１５４０２５－
０４－４）、（１５．２１）フルオルイミド（４１２０５－２１－４）、（１５．２２）
フルスルファミド（１０６９１７－５２－６）、（１５．２３）フルチアニル（３０４９
００－２５－２）、（１５．２４）ホセチル－アルミニウム（３９１４８－２４－８）、
（１５．２５）ホセチル－カルシウム、（１５．２６）ホセチル－ナトリウム（３９１４
８－１６－８）、（１５．２７）ヘキサクロロベンゼン（１１８－７４－１）、（１５．
２８）イルママイシン（８１６０４－７３－１）、（１５．２９）メタスルホカルブ（６
６９５２－４９－６）、（１５．３０）イソチオシアン酸メチル（５５６－６１－６）、
（１５．３１）メトラフェノン（２２０８９９－０３－６）、（１５．３２）ミルディオ
マイシン（６７５２７－７１－３）、（１５．３３）ナタマイシン（７６８１－９３－８
）、（１５．３４）ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル（１５５２１－６５－０）、（
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１５．３５）ニトロタル－イソプロピル（１０５５２－７４－６）、（１５．３６）オク
チリノン（２６５３０－２０－１）、（１５．３７）オキサモカルブ（ｏｘａｍｏｃａｒ
ｂ）（９１７２４２－１２－７）、（１５．３８）オキシフェンチイン（ｏｘｙｆｅｎｔ
ｈｉｉｎ）（３４４０７－８７－９）、（１５．３９）ペンタクロロフェノール及び塩（
８７－８６－５）、（１５．４０）フェノトリン、（１５．４１）亜リン酸及びその塩（
１３５９８－３６－２）、（１５．４２）プロパモカルブ－ホセチレート（ｐｒｏｐａｍ
ｏｃａｒｂ－ｆｏｓｅｔｙｌａｔｅ）、（１５．４３）プロパノシン－ナトリウム（ｐｒ
ｏｐａｎｏｓｉｎｅ－ｓｏｄｉｕｍ）（８８４９８－０２－６）、（１５．４４）プロキ
ナジド（１８９２７８－１２－４）、（１５．４５）ピリモルフ（８６８３９０－９０－
３）、（１５．４５ｅ）（２Ｅ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－
クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロパ－２－エン－１－オ
ン（１２３１７７６－２８－５）、（１５．４５ｚ）（２Ｚ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブ
チルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル
）プロパ－２－エン－１－オン（１２３１７７６－２９－６）、（１５．４６）ピロール
ニトリン（１０１８－７１－９）（ＥＰ－Ａ　１５５９３２０）、（１５．４７）テブフ
ロキン（３７６６４５－７８－２）、（１５．４８）テクロフタラム（７６２８０－９１
－６）、（１５．４９）トルニファニド（３０４９１１－９８－６）、（１５．５０）ト
リアゾキシド（７２４５９－５８－６）、（１５．５１）トリクラミド（７０１９３－２
１－４）、（１５．５２）ザリラミド（８４５２７－５１－５）、（１５．５３）（３Ｓ
，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［（｛３－［（イソブチリルオキシ）メトキ
シ］－４－メトキシピリジン－２－イル｝カルボニル）アミノ］－６－メチル－４，９－
ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル　２－メチルプロパノエート（５１７８７５
－３４－２）（ＷＯ　２００３０３５６１７）、（１５．５４）１－（４－｛４－［（５
Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール
－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メ
チル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン（１００３
３１９－７９－６）（ＷＯ　２００８０１３６２２）、（１５．５５）１－（４－｛４－
［（５Ｓ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサ
ゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［
５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン（１
００３３１９－８０－９）（ＷＯ　２００８０１３６２２）、（１５．５６）１－（４－
｛４－［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾー
ル－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－
メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン（１００
３３１８－６７－９）（ＷＯ　２００８０１３６２２）、（１５．５７）１－（４－メト
キシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル　１Ｈ－イミダゾール－１－カル
ボキシレート（１１１２２７－１７－９）、（１５．５８）２，３，５，６－テトラクロ
ロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン（１３１０８－５２－６）、（１５．５９）２，
３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン（２２１
４５１－５８－７）、（１５．６０）２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイ
ノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン
、（１５．６１）２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－
１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－
オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エ
タノン（１００３３１６－５３－７）（ＷＯ　２００８０１３６２２）、（１５．６２）
２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－
（４－｛４－［（５Ｓ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３
－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン（１００３
３１６－５４－８）（ＷＯ　２００８０１３６２２）、（１５．６３）２－［５－メチル
－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－｛４－［４－（５
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－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル）－１，３－チアゾー
ル－２－イル］ピペリジン－１－イル｝エタノン（１００３３１６－５１－５）（ＷＯ　
２００８０１３６２２）、（１５．６４）２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピル－４
Ｈ－クロメン－４－オン、（１５．６５）２－クロロ－５－［２－クロロ－１－（２，６
－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－４－メチル－１Ｈ－イミダゾール－５－イル］
ピリジン、（１５．６６）２－フェニルフェノール及び塩（９０－４３－７）、（１５．
６７）３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソキノ
リン－１－イル）キノリン（８６１６４７－８５－０）（ＷＯ　２００５０７０９１７）
、（１５．６８）３，４，５－トリクロロピリジン－２，６－ジカルボニトリル（１７８
２４－８５－０）、（１５．６９）３－［５－（４－クロロフェニル）－２，３－ジメチ
ル－１，２－オキサゾリジン－３－イル］ピリジン、（１５．７０）３－クロロ－５－（
４－クロロフェニル）－４－（２，６－ジフルオロフェニル）－６－メチルピリダジン、
（１５．７１）４－（４－クロロフェニル）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３
，６－ジメチルピリダジン、（１５．７２）５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－
２－チオール、（１５．７３）５－クロロ－Ｎ’－フェニル－Ｎ’－（プロパ－２－イン
－１－イル）チオフェン－２－スルホノヒドラジド（１３４－３１－６）、（１５．７４
）５－フルオロ－２－［（４－フルオロベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン（１
１７４３７６－１１－４）（ＷＯ　２００９０９４４４２）、（１５．７５）５－フルオ
ロ－２－［（４－メチルベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン（１１７４３７６－
２５－０）（ＷＯ　２００９０９４４４２）、（１５．７６）５－メチル－６－オクチル
［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、（１５．７７）（２
Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルプロパ－２－エン酸エチル、（１５．７８
）Ｎ’－（４－｛［３－（４－クロロベンジル）－１，２，４－チアジアゾール－５－イ
ル］オキシ｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミ
ド、（１５．７９）Ｎ－（４－クロロベンジル）－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－
２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．８０）Ｎ－［（４－ク
ロロフェニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１
－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．８１）Ｎ－［（５－ブロモ－３－ク
ロロピリジン－２－イル）メチル］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、
（１５．８２）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２
，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、（１５．８３）Ｎ－［１－（５－ブロモ
－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２－フルオロ－４－ヨードピリジン－３－
カルボキサミド、（１５．８４）Ｎ－｛（Ｅ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］
［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニル
アセトアミド（２２１２０１－９２－９）、（１５．８５）Ｎ－｛（Ｚ）－［（シクロプ
ロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル
］メチル｝－２－フェニルアセトアミド（２２１２０１－９２－９）、（１５．８６）Ｎ
’－｛４－［（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－シアノ－１，２－チアゾール－５－イル）オ
キシ］－２－クロロ－５－メチルフェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミ
ド、（１５．８７）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル
）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－（１，２，
３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル）－１，３－チアゾール－４－カルボキサミ
ド（９２２５１４－４９－６）（ＷＯ　２００７０１４２９０）、（１５．８８）Ｎ－メ
チル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，３，４－テトラ
ヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド（９２２５１
４－０７－６）（ＷＯ　２００７０１４２９０）、（１５．８９）Ｎ－メチル－２－（１
－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチ
ル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレ
ン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド（９２２５１４－４８－５）
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（ＷＯ　２００７０１４２９０）、（１５．９０）｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－
テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチルデン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン
－２－イル｝カルバミン酸ペンチル、（１５．９１）フェナジン－１－カルボン酸、（１
５．９２）キノリン－８－オール（１３４－３１－６）、（１５．９３）キノリン
－８－オールスルフェート（２：１）（１３４－３１－６）、及び、（１５．９４）｛６
－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミ
ノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ｔｅｒｔ－ブチル；
　（１６）　さらなる化合物、例えば、（１６．１）１－メチル－３－（トリフルオロメ
チル）－Ｎ－［２’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（１６．２）Ｎ－（４’－クロロビフェニル－２－イル）－３
－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６
．３）Ｎ－（２’，４’－ジクロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）
－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６．４）３－（ジフルオロ
メチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６．５）Ｎ－（２’，５’－ジフルオロビ
フェニル－２－イル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（１６．６）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’
－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（１６．７）５－フルオロ－
１，３－ジメチル－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル
］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）
、（１６．８）２－クロロ－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－
２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、
（１６．９）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イ
ン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（１６．１０）Ｎ－［４’－（３，
３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－５－フルオロ－１，
３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３
から既知）、（１６．１１）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（４’－エチニルビフェニ
ル－２－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００４
／０５８７２３から既知）、（１６．１２）Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル
）－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　
２００４／０５８７２３から既知）、（１６．１３）２－クロロ－Ｎ－（４’－エチニル
ビフェニル－２－イル）ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３
から既知）、（１６．１４）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イ
ン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ　２００４
／０５８７２３から既知）、（１６．１５）４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ
－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－
カルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（１６．１６）５－フルオ
ロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル
－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２０
０４／０５８７２３から既知）、（１６．１７）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロ
キシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カ
ルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（１６．１８）３－（ジフル
オロメチル）－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビ
フェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２
００４／０５８７２３から既知）、（１６．１９）５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－メ
トキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知
）、（１６．２０）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イ
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ン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド（ＷＯ　２００４
／０５８７２３から既知）、（１６．２１）（５－ブロモ－２－メトキシ－４－メチルピ
リジン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノン（ＥＰ
－Ａ　１５５９３２０から既知）、（１６．２２）Ｎ－［２－（４－｛［３－（４－クロ
ロフェニル）プロパ－２－イン－１－イル］オキシ｝－３－メトキシフェニル）エチル］
－Ｎ２－（メチルスルホニル）バリンアミド（２２０７０６－９３－４）、（１６．２３
）４－オキソ－４－［（２－フェニルエチル）アミノ］ブタン酸、及び、（１６．２４）
ブタ－３－イン－１－イル　｛６－［（｛［（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール
－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カ
ルバメート。
【００３１】
　上記で挙げられているクラス（１）～クラス（１６）の全ての混合相手剤は、それらが
有している官能基によって可能である場合には、適切な塩基又は酸と塩を形成することが
できる。
【００３２】
　挙げることができる殺細菌剤の例は、以下のとおりである：
　ブロノポール、ジクロロフェン、ニトラピリン、ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル
、カスガマイシン、オクチリノン、フランカルボン酸、オキシテトラサイクリン、プロベ
ナゾール、ストレプトマイシン、テクロフタラム、硫酸銅及び他の銅剤。
【００３３】
　本明細書中において「一般名」で記載されている活性成分は、既知であり、そして、例
えば、「Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」（“Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎ
ｕａｌ”　１４ｔｈ　Ｅｄ．，　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃ
ｏｕｎｃｉｌ　２００６）に記載されているか、又は、インターネット上で検索すること
ができる（例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃ
ｉｄｅｓ）。
【００３４】
　（１）　アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害薬、例えば、
　カーバメート系、例えば、アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオカルブ、ベンフラカ
ルブ、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カルボス
ルファン、エチオフェンカルブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、フラチオカルブ、イ
ソプロカルブ、メチオカルブ、メソミル、メトルカルブ、オキサミル、ピリミカーブ、プ
ロポクスル、チオジカルブ、チオファノックス、トリアザメート、トリメタカルブ、ＸＭ
Ｃ、及び、キシリルカルブ；又は、
　有機リン酸エステル系、例えば、アセフェート、アザメチホス、アジンホス－エチル、
アジンホス－メチル、カズサホス、クロルエトキシホス、クロルフェンビンホス、クロル
メホス、クロルピリホス、クロルピリホス－メチル、クマホス、シアノホス、ジメトン－
Ｓ－メチル、ダイアジノン、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、ジクロトホス、ジメトエート、ジ
メチルビンホス、ダイスルホトン、ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、ファムフール、フ
ェナミホス、フェニトロチオン、フェンチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イミシ
アホス、イソフェンホス、Ｏ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチル酸イソプロピ
ル、イソキサチオン、マラチオン、メカルバム、メタミドホス、メチダチオン、メビンホ
ス、モノクロトホス、ナレド、オメトエート、オキシジメトン－メチル、パラチオン、パ
ラチオン－メチル、フェントエート、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン
、ホキシム、ピリミホス－メチル、プロフェノホス、プロペタムホス、プロチオホス、ピ
ラクロホス、ピリダフェンチオン、キナルホス、スルホテップ、テブピリムホス、テメホ
ス、テルブホス、テトラクロルビンホス、チオメトン、トリアゾホス、トリクロルホン、
及び、バミドチオン；
　（２）　ＧＡＢＡ制御塩化物チャンネル拮抗薬、例えば、
　シクロジエン有機塩素系、例えば、クロルダン、及び、エンドスルファン；又は、
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　フェニルピラゾール系（フィプロール系）、例えば、エチプロール、及び、フィプロニ
ル；
　（３）　ナトリウムチャンネルモジュレーター／電位依存性ナトリウムチャンネル遮断
薬、例えば、
　ピレスロイド系、例えば、アクリナトリン、アレスリン、ｄ－シス－トランスアレスリ
ン、ｄ－トランスアレスリン、ビフェントリン、ビオアレスリン、ビオアレスリン　Ｓ－
シクロペンテニル異性体、ビオレスメトリン、シクロプロトリン、シフルトリン、ベータ
－シフルトリン、シハロトリン、ラムダ－シハロトリン、ガンマ－シハロトリン、シペル
メトリン、アルファ－シペルメトリン、ベータ－シペルメトリン、シータ－シペルメトリ
ン、ゼータ－シペルメトリン、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、デルタメ
トリン、エムペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ）異性体］、エスフェンバレレート、エトフ
ェンプロックス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フルシトリネート、フルメト
リン、タウ－フルバリネート、ハルフェンプロックス、イミプロトリン、カデトリン、ペ
ルメトリン、フェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体）］、プラレトリン、ピレトリン
（除虫菊（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ））、レスメトリン、シラフルオフェン、テフルトリン、
テトラメトリン、テトラメトリン［（１Ｒ）異性体］、トラロメトリン、及び、トランス
フルトリン；又は、
　ＤＤＴ；又は、メトキシクロル；
　（４）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）作動薬、例えば、
　ネオニコチノイド系、例えば、アセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミ
ダクロプリド、ニテンピラム、チアクロプリド、及び、チアメトキサム；又は、
　ニコチン；
　（５）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アロステリック活性化薬、例
えば、
　スピノシン系、例えば、スピネトラム、及び、スピノサド；
　（６）　塩化物チャンネル活性化薬、例えば、
　アベルメクチン系／ミルベマイシン系、例えば、アバメクチン、エマメクチン安息香酸
塩、レピメクチン、及び、ミルベメクチン；
　（７）　幼若ホルモンミミック、例えば、
　幼若ホルモン類似体、例えば、ハイドロプレン、キノプレン、及び、メトプレン；又は
、
　フェノキシカルブ；又は、ピリプロキシフェン；
　（８）　種々の非特異的（多部位）阻害薬、例えば、
　ハロゲン化アルキル系、例えば、臭化メチル、及び、別のハロゲン化アルキル；又は、
　クロロピクリン；又は、フッ化スルフリル；又は、ホウ砂；又は、吐酒石；
　（９）　選択的同翅類摂食阻害薬、例えば、
　ピメトロジン；又は、フロニカミド；
　（１０）　ダニ成長阻害薬、例えば、
　クロフェンテジン、ヘキシチアゾクス、及び、ジフロビダジン；又は、
　エトキサゾール；
　（１１）　昆虫中腸膜の微生物ディスラプター、例えば、
　バシルス・ツリンギエンシス・亜種・イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、バシルス・ス
ファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バシルス・ツリンギエンシ
ス・亜種・アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅ
ｃｉｅｓ　ａｉｚａｗａｉ）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）
、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉ
ｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）、及び、ＢＴ作物
タンパク質：Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ２Ａｂ、ｍＣｒｙ３Ａ



(29) JP 2017-197561 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

、Ｃｒｙ３Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ、Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１；
　（１２）　ミトコンドリアＡＴＰシンターゼの阻害薬、例えば、
　ジアフェンチウロン；又は、
　有機スズ系殺ダニ薬、例えば、アゾシクロチン、シヘキサチン、及び、酸化フェンブタ
スズ；又は、
　プロパルギット；又は、テトラジホン；
　（１３）　プロトン勾配を破壊することによる酸化的リン酸化の脱共役剤、例えば、
　クロルフェナピル、ＤＮＯＣ、及び、スルフルラミド；
　（１４）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）チャンネル遮断薬、例えば
、
　ベンスルタップ、カルタップ塩酸塩、チオシクラム、及び、チオスルタップ－ナトリウ
ム；
　（１５）　キチン生合成の阻害薬（タイプ０）、例えば、
　ビストリフルロン、クロルフルアズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フ
ルフェノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テ
フルベンズロン、及び、トリフルムロン；
　（１６）　キチン生合成の阻害薬（タイプ１）、例えば、
　ブプロフェジン；
　（１７）　脱皮撹乱剤（ｍｏｕｌｔｉｎｇ　ｄｉｓｒｕｐｔｏｒ）、例えば、
　シロマジン；
　（１８）　エクジソン受容体作動薬、例えば、
　クロマフェノジド、ハロフェノジド、メトキシフェノジド、及び、テブフェノジド；
　（１９）　オクトパミン受容体作動薬、例えば、
　アミトラズ；
　（２０）　ミトコンドリア複合体ＩＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　ヒドラメチルノン；又は、アセキノシル；又は、フルアクリピリム；
　（２１）　ミトコンドリア複合体Ｉ電子伝達阻害薬、例えば、
　ＭＥＴＩ殺ダニ剤、例えば、フェナザキン、フェンピロキシメート、ピリミジフェン、
ピリダベン、テブフェンピラド、及び、トルフェンピラド；又は、
　ロテノン（Ｄｅｒｒｉｓ）；
　（２２）　電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば、
　インドキサカルブ；又は、メタフルミゾン；
　（２３）　アセチルＣｏＡカルボキシラーゼの阻害薬、例えば、
　テトロン酸誘導体及びテトラミン酸誘導体、例えば、スピロジクロフェン、スピロメシ
フェン、及び、スピロテトラマト；
　（２４）　ミトコンドリア複合体ＩＶ電子伝達阻害薬、例えば、
　ホスフィン系、例えば、リン化アルミニウム、リン化カルシウム、ホスフィン、及び、
リン化亜鉛；又は、
　シアン化物；
　（２５）　ミトコンドリア複合体ＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　シエノピラフェン；
　（２８）　リアノジン受容体モジュレーター、例えば、
　ジアミド系、例えば、クロラントラニリプロール、シアントラニリプロール、及び、フ
ルベンジアミド。
【００３５】
　作用機序が知られていないか又は確定していないさらなる活性成分、例えば、アミドフ
ルメト、アザジラクチン、ベンクロチアズ、ベンゾキシメート、ビフェナゼート、ブロモ
プロピレート、キノメチオナート、氷晶石（ｃｒｙｏｌｉｔｅ）、シアントラニリプロー
ル（シアジピル）、シフルメトフェン、ジコホル、ジフロビダジン（ｄｉｆｌｏｖｉｄａ
ｚｉｎ）、フルエンスルホン、フルフェネリム、フルフィプロール（ｆｌｕｆｉｐｒｏｌ
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ｅ）、フルオピラム、フフェノジド（ｆｕｆｅｎｏｚｉｄｅ）、イミダクロチズ、イプロ
ジオン、メペルフルトリン（ｍｅｐｅｒｆｌｕｔｈｒｉｎ）、ピリダリル、ピリフルキナ
ゾン、テトラメチルフルトリン（ｔｅｔｒａｍｅｔｈｙｌｆｌｕｔｈｒｉｎ）、及び、ヨ
ードメタン；　バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）に基づくさら
なる製品（これは、限定するものではないが、以下のものを包含する：株ＣＮＣＭ　Ｉ－
１５８２、例えば、ＶＯＴｉＶＯＴＭ，　ＢｉｏＮｅｍ）、又は、以下の既知活性化合物
のうちの１種類：３－ブロモ－Ｎ－｛２－ブロモ－４－クロロ－６－［（１－シクロプロ
ピルエチル）カルバモイル］フェニル｝－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ
－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２００５／０７７９３４から既知）、４－｛［
（６－ブロモピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２
（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（６－フルオロピリ
ジン－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－
オン（ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（２－クロロ－１，３－チアゾ
ール－５－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（
ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（６－クロルピリジン－３－イル）メ
チル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１
５６４４から既知）、フルピラジフロン（ｆｌｕｐｙｒａｄｉｆｕｒｏｎｅ）、４－｛［
（６－クロル－５－フルオロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝フラン－
２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４３から既知）、４－｛［（５，６－ジクロ
ロピリジン－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－
オン（ＷＯ２００７／１１５６４６から既知）、４－｛［（６－クロロ－５－フルオロピ
リジン－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（Ｗ
Ｏ２００７／１１５６４３から既知）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチ
ル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＥＰ－Ａ－０５３９５８８
から既知）、４－｛［（６－クロルピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝フ
ラン－２（５Ｈ）－オン（ＥＰ－Ａ－０５３９５８８から既知）、｛［１－（６－クロロ
ピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シアナミ
ド（ＷＯ２００７／１４９１３４から既知）及びそのジアステレオマー｛［（１Ｒ）－１
－（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリ
デン｝シアナミド（Ａ）及び｛［（１Ｓ）－１－（６－クロロピリジン－３－イル）エチ
ル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シアナミド（Ｂ）（同様に、ＷＯ２
００７／１４９１３４から既知）、並びに、スルホキサフロル及びそのジアステレオマー
［（Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン
－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ａ１）及び［（Ｓ）－メ
チル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］
エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ａ２）（ジアステレオマーＡの群と称
される）（ＷＯ２０１０／０７４７４７、ＷＯ２０１０／０７４７５１から既知）、［（
Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３
－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ１）及び［（Ｓ）－メチル
（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）ピリジン－３－イル］エチ
ル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ２）（ジアステレオマーＢの群と称され
る）（同様に、ＷＯ２０１０／０７４７４７、ＷＯ２０１０／０７４７５１から既知）、
並びに、１１－（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－１２－ヒドロキシ－１，４
－ジオキサ－９－アザジスピロ［４．２．４．２］テトラデカ－１１－エン－１０－オン
（ＷＯ２００６／０８９６３３から既知）、３－（４’－フルオロ－２，４－ジメチルビ
フェニル－３－イル）－４－ヒドロキシ－８－オキサ－１－アザスピロ［４．５］デカ－
３－エン－２－オン（ＷＯ２００８／０６７９１１から既知）、１－｛２－フルオロ－４
－メチル－５－［（２，２，２－トリフルオロエチル）スルフィニル］フェニル｝－３－
（トリフルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－アミン（ＷＯ２００６
／０４３６３５から既知）、［（３Ｓ，４ａＲ，１２Ｒ，１２ａＳ，１２ｂＳ）－３－［
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（シクロプロピルカルボニル）オキシ］－６，１２－ジヒドロキシ－４，１２ｂ－ジメチ
ル－１１－オキソ－９－（ピリジン－３－イル）－１，３，４，４ａ，５，６，６ａ，１
２，１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－２Ｈ，１１Ｈ－ベンゾ［ｆ］ピラノ［４，３－ｂ］ク
ロメン－４－イル］メチル　シクロプロパンカルボキシレート（ＷＯ２００８／０６６１
５３から既知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンゼン
スルホンアミド（ＷＯ２００６／０５６４３３から既知）、２－シアノ－３－（ジフルオ
ロメトキシ）－Ｎ－メチルベンゼンスルホンアミド（ＷＯ２００６／１００２８８から既
知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチルベンゼンスルホンアミド（
ＷＯ２００５／０３５４８６から既知）、４－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチル－Ｎ
－メチル－１，２－ベンゾチアゾール－３－アミン　１，１－ジオキシド（ＷＯ２００７
／０５７４０７から既知）、Ｎ－［１－（２，３－ジメチルフェニル）－２－（３，５－
ジメチルフェニル）エチル］－４，５－ジヒドロ－１，３－チアゾール－２－アミン（Ｗ
Ｏ２００８／１０４５０３から既知）、｛１’－［（２Ｅ）－３－（４－クロロフェニル
）プロパ－２－エン－１－イル］－５－フルオロスピロ［インドール－３，４’－ピペリ
ジン］－１（２Ｈ）－イル｝（２－クロロピリジン－４－イル）メタノン（ＷＯ２００３
／１０６４５７から既知）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－４－ヒドロキシ－８－
メトキシ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－２－オン（ＷＯ２００９／
０４９８５１から既知）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－８－メトキシ－２－オキ
ソ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－４－イル　エチル　カルボネート
（ＷＯ２００９／０４９８５１から既知）、４－（ブタ－２－イン－１－イルオキシ）－
６－（３，５－ジメチルピペリジン－１－イル）－５－フルオロピリミジン（ＷＯ２００
４／０９９１６０から既知）、（２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペン
チル）（３，３，３－トリフルオロプロピル）マロノニトリル（ＷＯ２００５／０６３０
９４から既知）、（２，２，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチル）（３，
３，４，４，４－ペンタフルオロブチル）マロノニトリル（ＷＯ２００５／０６３０９４
から既知）、８－［２－（シクロプロピルメトキシ）－４－（トリフルオロメチル）フェ
ノキシ］－３－［６－（トリフルオロメチル）ピリダジン－３－イル］－３－アザビシク
ロ［３．２．１］オクタン（ＷＯ２００７／０４０２８０から既知）、フロメトキン（ｆ
ｌｏｍｅｔｏｑｕｉｎ）、ＰＦ１３６４（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．Ｎｏ．１２０４７７６－６０
－２）（ＪＰ２０１０／０１８５８６から既知）、５－［５－（３，５－ジクロロフェニ
ル）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イ
ル］－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（ＷＯ２００
７／０７５４５９から既知）、５－［５－（２－クロロピリジン－４－イル）－５－（ト
リフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－（１
Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル（ＷＯ２００７／０７５４５
９から既知）、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメチル）
－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－メチル－Ｎ－｛２－オキ
ソ－２－［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］エチル｝ベンズアミド（ＷＯ２
００５／０８５２１６から既知）、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］
（シクロプロピル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６
－クロロピリジン－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）アミノ｝－１，３
－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル
］（エチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロ
ロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ
）－オン（これらは、全て、ＷＯ２０１０／００５６９２から既知）、ＮＮＩ－０７１１
（ＷＯ２００２／０９６８８２から既知）、１－アセチル－Ｎ－［４－（１，１，１，３
，３，３－ヘキサフルオロ－２－メトキシプロパン－２－イル）－３－イソブチルフェニ
ル］－Ｎ－イソブチリル－３，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（
ＷＯ２００２／０９６８８２から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロ
ロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－ク



(32) JP 2017-197561 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

ロロ－３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５
／０８５２１６から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－
２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メ
チルベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１
６から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－
１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイ
ル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）
、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－１，２－ジエ
チルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、２－［３，
５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－
ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカル
ボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、（５ＲＳ，７ＲＳ；５ＲＳ，７
ＳＲ）－１－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）－１，２，３，５，６，７－ヘキサヒ
ドロ－７－メチル－８－ニトロ－５－プロポキシイミダゾ［１，２－ａ］ピリジン（ＷＯ
２００７／１０１３６９から既知）、Ｎ－［２－（５－アミノ－１，３，４－チアジアゾ
ール－２－イル）－４－クロロ－６－メチルフェニル］－３－ブロモ－１－（３－クロロ
ピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＣＮ１０２０５７９２
５から既知）、及び、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロ
ロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイ
ル］－２－エチル－１－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２０１１／０４９２３
３から既知）。
【００３６】
　挙げることができる軟体動物駆除剤の例は、メタアルデヒド及びメチオカルブである。
【００３７】
　挙げることができる薬害軽減剤は、以下のとおりである：
　（１）　ヘテロ環式カルボン酸誘導体、例えば、ジクロロフェニルピラゾリン－３－カ
ルボン酸誘導体、例えば、１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－（エトキシカルボニ
ル）－５－メチル－４，５－ジヒドロ－１Ｈ－ピラゾール－３－カルボン酸、１－（２，
４－ジクロロフェニル）－４，５－ジヒドロ－５－メチル－１Ｈ－ピラゾール－３，５－
ジカルボン酸ジエチル（「メフェンピル－ジエチル」）、及び、ＷＯ　９１／０７８７４
から知られている類似化合物；例えば、ジクロロフェニルピラゾールカルボン酸誘導体、
例えば、１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－メチル－１Ｈ－ピラゾール－３－カル
ボン酸エチル、１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－イソプロピル－１Ｈ－ピラゾー
ル－３－カルボン酸エチル、５－ｔｅｒｔ－ブチル－１－（２，４－ジクロロフェニル）
－１Ｈ－ピラゾール－３－カルボン酸エチル、並びに、ＥＰ－Ａ　０３３３１３１及びＥ
Ｐ－Ａ　０２６９８０６から知られている類似化合物；例えば、１，５－ジフェニルピラ
ゾール－３－カルボン酸誘導体、例えば、１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－フェ
ニル－１Ｈ－ピラゾール－３－カルボン酸エチル、１－（２－クロロフェニル）－５－フ
ェニル－１Ｈ－ピラゾール－３－カルボン酸メチル、及び、ＥＰ－Ａ　０２６８５５４か
ら知られている類似化合物；例えば、トリアゾールカルボン酸誘導体、例えば、フェンク
ロラゾール、フェンクロラゾール－エチル、並びに、ＥＰ－Ａ　０１７４５６２及びＥＰ
－Ａ　０３４６６２０から知られている類似化合物；例えば、２－イソオキサゾリン－３
－カルボン酸誘導体、例えば、５－（２，４－ジクロロベンジル）－４，５－ジヒドロ－
１，２－オキサゾール－３－カルボン酸エチル、５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，
２－オキサゾール－３－カルボン酸エチル、及び、ＷＯ　９１／０８２０２から知られて
いる類似化合物、又は、５，５－ジフェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール
－３－カルボン酸、５，５－ジフェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３
－カルボン酸エチル（「イソキサジフェン－エチル」）、５，５－ジフェニル－４，５－
ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－カルボン酸プロピル、５－（４－フルオロフェニ
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ル）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－カルボン酸エチル
（ＷＯ　９５／０７８９７から既知）。
【００３８】
　（２）　８－キノリノールの誘導体、例えば、（キノリン－８－イルオキシ）酢酸の誘
導体、例えば、［（５－クロロキノリン－８－イル）オキシ］酢酸ヘプタン－２－イル（
「クロキントセット－メキシル」）、［（５－クロロキノリン－８－イル）オキシ］酢酸
４－メチルペンタン－２－イル、［（５－クロロキノリン－８－イル）オキシ］酢酸４－
（アリルオキシ）ブチル、［（５－クロロキノリン－８－イル）オキシ］酢酸１－（アリ
ルオキシ）プロパン－２－イル、［（５－クロロキノリン－８－イル）オキシ］酢酸エチ
ル、［（５－クロロキノリン－８－イル）オキシ］酢酸メチル、［（５－クロロキノリン
－８－イル）オキシ］酢酸アリル、［（５－クロロキノリン－８－イル）オキシ］酢酸２
－｛［プロピリデンアミノ］オキシ｝エチル、［（５－クロロキノリン－８－イル）オキ
シ］酢酸２－オキソプロピル、及び、ＥＰ－Ａ　００８６７５０、ＥＰ－Ａ　００９４３
４９、ＥＰ－Ａ　０１９１７３６又はＥＰ－Ａ　０４９２３６６から知られている類似化
合物、並びに、ＷＯ　０２／３４０４８から知られている［（５－クロロキノリン－８－
イル）オキシ］酢酸、その水和物及び塩、例えば、そのリチウム塩、ナトリウム塩、カリ
ウム塩、カルシウム塩、マグネシウム塩、アルミニウム塩、鉄塩、アンモニウム塩、第４
級アンモニウム塩、スルホニウム塩又はホスホニウム塩；例えば、［（５－クロロキノリ
ン－８－イル）オキシ］マロン酸の誘導体、例えば、［（５－クロロキノリン－８－イル
）オキシ］マロン酸ジエチル、［（５－クロロキノリン－８－イル）オキシ］マロン酸ジ
アリル、［（５－クロロキノリン－８－イル）オキシ］マロン酸エチルメチル、及び、Ｅ
Ｐ－Ａ　０５８２１９８から知られている類似化合物。
【００３９】
　（３）　ジクロロアセトアミド類〔これは、発生前薬害軽減剤（土壌作用性薬害軽減剤
）としてしばしば使用される〕、例えば、「ジクロルミド」（Ｎ，Ｎ－ジアリル－２，２
－ジクロロアセトアミド）、「Ｒ－２９１４８」（３－ジクロロアセチル－２，２，５－
トリメチル－１，３－オキサゾリジン）及び「Ｒ－２８７２５」（３－ジクロロアセチル
－２，２，－ジメチル－１，３－オキサゾリジン）〔いずれも、会社Ｓｔａｕｆｆｅｒ製
〕、「ベノキサコール」（４－ジクロロアセチル－３，４－ジヒドロ－３－メチル－２Ｈ
－１，４－ベンゾオキサジン）、「ＰＰＧ－１２９２」（Ｎ－アリル－Ｎ－［（１，３－
ジオキソラン－２－イル）－メチル］－ジクロロアセトアミド）〔ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔ
ｒｉｅｓ製〕、「ＤＫＡ－２４」（Ｎ－アリル－Ｎ－［（アリルアミノカルボニル）メチ
ル］－ジクロロアセトアミド）〔Ｓａｇｒｏ－Ｃｈｅｍ製〕、「ＡＤ－６７」又は「ＭＯ
Ｎ　４６６０」（３－ジクロロアセチル－１－オキサ－３－アザ－スピロ［４，５］デカ
ン）〔Ｎｉｔｒｏｋｅｍｉａ製及びＭｏｎｓａｎｔｏ製〕、「ＴＩ－３５」（１－ジクロ
ロアセチル－アゼパン〔ＴＲＩ－Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＲＴ製〕、「ジクロノン（ｄｉｃｌ
ｏｎｏｎ）」（ジシクロノン）又は「ＢＡＳ１４５１３８］又は「ＬＡＢ１４５１３８」
（３－ジクロロアセチル－２，５，５－トリメチル－１，３－ジアザビシクロ［４．３．
０］ノナン）〔ＢＡＳＦ製〕、「フリラゾール」又は「ＭＯＮ　１３９００」［（ＲＳ）
－３－ジクロロアセチル－５－（２－フリル）－２，２－ジメチルオキサゾリジン］、及
び、それらの（Ｒ）－異性体。
【００４０】
　（４）　アシルスルホンアミド類、例えば、式（ＩＩ）
【００４１】
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【化２】

〔式中、
　Ｒ１は、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（ここで、該アルキルは、置換されていないか、又は
、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシ及び（Ｃ１－Ｃ

４）アルキルチオからなる群から選択される置換基で１置換～３置換されている）を表し
；
　Ｒ２は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、ＣＦ３を表
し；
　ｍは、１又は２である〕
で表されるＮ－アシルスルホンアミド又はその塩（ＷＯ　９７／４５０１６から既知）；
又は、例えば、式（ＩＩＩ）
【００４２】
【化３】

〔式中、
　Ｒ３、Ｒ４は、互いに独立して、水素、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）アル
ケニル、（Ｃ３－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルを表し；
　Ｒ５は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル又は（Ｃ１

－Ｃ４）アルコキシを表し；
　ｎは、１又は２である〕
で表される４－（ベンゾイルスルファモイル）ベンズアミド又はその塩（ＷＯ　９９／１
６７４４から既知）；
特に、式（ＩＩＩ）で表される下記化合物、式中
　Ｒ３＝シクロプロピル、Ｒ４＝水素、及び、Ｒ５

ｎ＝２－ＯＭｅ（「シプロスルファミ
ド」）；
　Ｒ３＝シクロプロピル、Ｒ４＝水素、及び、Ｒ５

ｎ＝５－Ｃｌ－２－ＯＭｅ；
　Ｒ３＝エチル、Ｒ４＝水素、及び、Ｒ５

ｎ＝２－ＯＭｅ；
　Ｒ３＝イソプロピル、Ｒ４＝水素、及び、Ｒ５

ｎ＝５－Ｃｌ－２－ＯＭｅ；
　Ｒ３＝イソプロピル、Ｒ４＝水素、及び、Ｒ５

ｎ＝２－ＯＭｅ；
又は、例えば、式（ＩＶ）
【００４３】
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【化４】

〔式中、
　Ｒ６、Ｒ７は、互いに独立して、水素、（Ｃ１－Ｃ８）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）アル
ケニル、（Ｃ３－Ｃ６）アルキニルを表し；
　Ｒ８は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、ＣＦ３を表
し；
　ｒは、１又は２である〕
で表されるベンゾイルスルファモイルフェニル尿素（ＥＰ－Ａ　０３６５４８４から既知
）；
特に、
　１－［４－（Ｎ－２－メトキシベンゾイルスルファモイル）フェニル］－３－メチル尿
素；
　１－［４－（Ｎ－２－メトキシベンゾイルスルファモイル）フェニル］－３，３－ジメ
チル尿素；
　１－［４－（Ｎ－４，５－ジメチルベンゾイルスルファモイル）フェニル］－３－メチ
ル尿素。
【００４４】
　（５）　ヒドロキシ芳香族化合物及び芳香族－脂肪族カルボン酸誘導体、例えば、３，
４，５－トリアセトキシ安息香酸エチル、４－ヒドロキシ－３，５－ジメトキシ安息香酸
、３，５－ジヒドロキシ安息香酸、２，４－ジヒドロキシ安息香酸、４－フルオロ－２－
ヒドロキシ安息香酸、２－ヒドロキシケイ皮酸、２，４－ジクロロケイ皮酸（ｃｆ．　Ｗ
Ｏ　２００４／０８４６３１、ＷＯ　２００５／０１５９９４、ＷＯ　２００５／０１６
００１）。
【００４５】
　（６）　１，２－ジヒドロキノキサリン－２－オン類、例えば、１－メチル－３－（２
－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキサリン－２－オン、１－メチル－３－（２－チエ
ニル）－１，２－ジヒドロキノキサリン－２－チオン、１－（２－アミノエチル）－３－
（２－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキサリン－２－オン塩酸塩、１－（２－メチル
スルホニルアミノエチル）－３－（２－チエニル）－１，２－ジヒドロキノキサリン－２
－オン（ｃｆ．　ＷＯ　２００５／１１２６３０）。
【００４６】
　（７）　ジフェニルメトキシ酢酸誘導体、例えば、（ジフェニルメトキシ）酢酸メチル
（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．　Ｎｏ．　４１８５８－１９－９）、（ジフェニルメトキシ）酢酸エ
チル又は（ジフェニルメトキシ）酢酸（ｃｆ．　ＷＯ　９８／３８８５６）。
【００４７】
　（８）　式（Ｖ）
【００４８】
【化５】
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〔式中、
　Ｒ９は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシを表し；
　Ｒ１０は、水素又は（Ｃ１－Ｃ４）アルキルを表し；
　Ｒ１０は、水素を表すか、又は、いずれの場合にも置換されていないか若しくは１置換
～３置換されている（Ｃ１－Ｃ８）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４

）アルキニル若しくはアリールを表し、その際、当該置換基は、ハロゲン及び（Ｃ１－Ｃ

８）アルコキシからなる群から選択され；
　ｓは、０、１又は２である〕
で表される化合物又はその塩（ＷＯ　９８／２７０４９から既知）。
【００４９】
　（９）　３－（５－テトラゾリルカルボニル）－２－キノロン類、例えば、１，２－ジ
ヒドロ－４－ヒドロキシ－１－エチル－３－（５－テトラゾリルカルボニル）－２－キノ
ロン（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．　Ｎｏ．　２１９４７９－１８－２）、１，２－ジヒドロ－４－
ヒドロキシ－１－メチル－３－（５－テトラゾリル－カルボニル）－２－キノロン（ＣＡ
Ｓ－Ｒｅｇ．　Ｎｏ．　９５８５５－００－８）（ｃｆ．　ＷＯ　９９／０００２０）。
【００５０】
　（１０）　式（ＶＩ－ａ）及び式（ＶＩ－ｂ）
【００５１】
【化６】

〔式中、
　Ｒ１２は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、メトキシ、ニトロ、シアノ、ＣＦ３、
ＯＣＦ３を表し；
　Ｙ、Ｚは、独立して、Ｏ又はＳを表し；
　ｔは、０、１、２、３又は４であり；
　Ｒ１３は、（Ｃ１－Ｃ１６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、アリール、ベンジ
ル、ハロゲノベンジルを表し；
　Ｒ１４は、水素又は（Ｃ１－Ｃ６）アルキルを表す〕
で表される化合物（ＷＯ　２００７／０２３７１９及びＷＯ　２００７／０２３７６４か
ら既知）。
【００５２】
　（１１）　オキシイミノ化合物（これは、種子処理剤として知られている）、例えば、
「オキサベトリニル」［（Ｚ）－１，３－ジオキソラン－２－イルメトキシイミノ（フェ
ニル）アセトニトリル］、「フルキソフェニム」［１－（４－クロロフェニル）－２，２
，２－トリフルオロ－１－エタノン－Ｏ－（１，３－ジオキソラン－２－イルメチル）－
オキシム］、及び、「シオメトリニル」又は「ＣＧＡ－４３０８９」［（Ｚ）－シアノメ
トキシイミノ（フェニル）アセトニトリル］（これらは、全て、メトラクロールによる損
傷に対するモロコシ用の種子処理薬害軽減剤として知られている）。
【００５３】
　（１２）　イソチオクロマノン類、例えば、［（３－オキソ－１Ｈ－２－ベンゾチオピ
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ラン－４（３Ｈ）－イリデン）メトキシ］酢酸メチル（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．　Ｎｏ．　２０
５１２１－０４－６）、及び、ＷＯ　９８／１３３６１から知られている類似化合物。
【００５４】
　（１３）　以下のものからなる群から選択される化合物：「ナフタル酸無水物」（１，
８－ナフタリンジカルボン酸無水物）（これは、チオカーバメート系除草剤による損傷に
対するトウモロコシ用の種子処理薬害軽減剤として知られている）、「フェンクロリム」
（４，６－ジクロロ－２－フェニルピリミジン）（これは、播種されたイネにおけるプレ
チラクロールによる損傷に対する種子処理薬害軽減剤として知られている）、「フルラゾ
ール」（２－クロロ－４－トリフルオロメチル－１，３－チアゾール－５－カルボン酸ベ
ンジル）（これは、アラクロール及びメトラクロールによる損傷に対するモロコシ用の種
子処理薬害軽減剤として知られている）、「ＣＬ　３０４４１５」（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．　
Ｎｏ．　３１５４１－５７－８）（４－カルボキシ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－１－ベン
ゾピラン－４－酢酸）〔Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄ製〕（これは、イミダゾリ
ノン類による損傷に対するトウモロコシ用の薬害軽減剤として知られている）、「ＭＧ　
１９１」（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．　Ｎｏ．　９６４２０－７２－３）（２－ジクロロメチル－
２－メチル－１，３－ジオキソラン）〔Ｎｉｔｒｏｋｅｍｉａ製〕（これは、トウモロコ
シ用の薬害軽減剤として知られている）、「ＭＧ－８３８」（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．　Ｎｏ．
　１３３９９３－７４－５）（２－プロペニル　１－オキサ－４－アザスピロ［４．５］
デカン－４－カルボジチオエート）〔Ｎｉｔｒｏｋｅｍｉａ製〕、「ジスルホトン」（Ｏ
，Ｏ－ジエチル－Ｓ－２－エチルチオエチル　ホスホロジチオエート）、「ジエトレート
（ｄｉｅｔｈｏｌａｔｅ）」（Ｏ，Ｏ－ジエチル－Ｏ－フェニルホスホロチオエート）、
「メフェネート（ｍｅｐｈｅｎａｔｅ）」（４－クロロフェニル－メチルカルバメート）
。
【００５５】
　（１４）　除草活性に加えてイネなどの作物における薬害軽減活性も示す化合物、例え
ば、「ジメピレート」又は「ＭＹ－９３」（Ｓ－１－メチル－１－フェニルエチル－ピペ
リジン－１－カルボチオエート）（これは、モリネートによる損傷に対するイネ用の薬害
軽減剤として知られている）、「ダイムロン」又は「ＳＫ　２３」［１－（１－メチル－
１－フェニルエチル）－３－ｐ－トリル－尿素］（これは、イマゾスルフロンによる損傷
に対するイネ用の薬害軽減剤として知られている）、「クミルロン」＝「ＪＣ－９４０」
［３－（２－クロロフェニルメチル）－１－（１－メチル－１－フェニル－エチル）尿素
］（ｃｆ．　ＪＰ－Ａ　６０－０８７２５４）（これは、数種類の除草剤による損傷に対
するイネ用の薬害軽減剤として知られている）、「メトキシフェノン」又は「ＮＫ　０４
９」（３，３’－ジメチル－４－メトキシ－ベンゾフェノン）（これは、数種類の除草剤
による損傷に対するイネ用の薬害軽減剤として知られている）、「ＣＳＢ」［１－ブロモ
－４－（クロロメチルスルホニル）ベンゼン］〔Ｋｕｍｉａｉ製〕（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．　
Ｎｏ．　５４０９１－０６－４）（これは、数種類の除草剤による損傷に対するイネ用の
薬害軽減剤として知られている）。
【００５６】
　（１５）　主に除草剤として使用されるが一部の作物に対する薬害軽減活性も示す化合
物、例えば、（２，４－ジクロロフェノキシ）酢酸（２，４－Ｄ）、（４－クロロフェノ
キシ）酢酸、（Ｒ，Ｓ）－２－（４－クロロ－ｏ－トリルオキシ）プロピオン酸（メコプ
ロップ）、４－（２，４－ジクロロフェノキシ）酪酸（２，４－ＤＢ）、（４－クロロ－
ｏ－トリルオキシ）酢酸（ＭＣＰＡ）、４－（４－クロロ－ｏ－トリルオキシ）酪酸、４
－（４－クロロフェノキシ）酪酸、３，６－ジクロロ－２－メトキシ安息香酸（ジカンバ
）、１－（エトキシカルボニル）エチル－３，６－ジクロロ－２－メトキシベンゾエート
（ラクチジクロル－エチル（ｌａｃｔｉｄｉｃｈｌｏｒ－ｅｔｈｙｌ））。
【００５７】
　挙げることができる植物成長調節剤の例は、塩化クロロコリン及びエテホンである。
【００５８】
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　挙げることができる植物栄養素の例は、植物に多量栄養素／微量栄養素を供給するため
の慣習的な無機肥料又は有機肥料である。
【００５９】
　好ましい実施形態では、本発明は、フルオピラムと下記殺虫剤のうちの１種類以上を含
んでいる組成物の使用に関する：
　カーバメート系、好ましくは、アルジカルブ、メチオカルブ、オキサミル、及び、チオ
ジカルブ；
　有機リン酸エステル系、好ましくは、フェナミホス、ホスチアゼート、エトプロホス、
イミシアホス；
　フィプロール系、好ましくは、フィプロニル、及び、エチプロール；
　クロロニコチニル系（ネオニコチノイド系）、好ましくは、イミダクロプリド、クロチ
アニジン、チアクロプリド、及び、チアメトキサム；
　ピレスロイド系、好ましくは、ベータ－シフルトリン、ラムダ－シハロトリン、デルタ
メトリン、テフルトリン、トランスフルトリン；
　リアノジン受容体モジュレーター（アントラニルアミド系）、好ましくは、リナキシピ
ル（クロラントラニリプロール）、シアジピル（シアントラニリプロール）；
　マクロライド系（スピノシン系）、好ましくは、スピノサド、スピネトラム；
　アベルメクチン系／ミルベマイシン系、、好ましくは、アバメクチン；
　テトロン酸誘導体及びテトラミン酸誘導体（ケトエノール系）、好ましくは、スピロテ
トラマト、スピロジクロフェン、及び、スピロメシフェン；
　種々の非特異的（多部位）阻害薬、好ましくは、フロニカミド；
　作用機序が知られていないか又は確定していない活性成分、好ましくは、４－［（２，
２－ジフルオロエチル）アミノ］フラン－２（５Ｈ）－オン－２－クロロ－５－エチルピ
リジン（１：１）、スルホキサフロル。
【００６０】
　好ましい実施形態では、本発明は、フルオピラムと下記殺菌剤のうちの１種類以上を含
んでいる組成物の使用に関する：
（２．１）ビキサフェン（５８１８０９－４６－３）、（２．２）ボスカリド（１８８４
２５－８５－６）、（２．８）フルキサピロキサド（９０７２０４－３１－３）、（２．
９）、（２．１１）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９
ＲＳ）とアンチ－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）の混合物）（８８
１６８５－５８－１）、（２．１２）イソピラザム（アンチ－エピマー性ラセミ化合物　
１ＲＳ、４ＳＲ、９ＳＲ）、（２．１３）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオ
マー　１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、（２．１４）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオ
マー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、（２．１５）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物
　１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、（２．１６）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオ
マー　１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、（２．１７）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマ
ー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、（２．２０）ペンフルフェン（４９４７９３－６７－８）、（
２．２１）ペンチオピラド（１８３６７５－８２－３）、（２．２２）セダキサン（８７
４９６７－６７－６）、（２．２３）チフルザミド（１３００００－４０－７）、（２．
２４）１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］
－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２５）
３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロ
エトキシ）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２６）３－（ジ
フルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１，２，３，３，３－ヘキサフルオ
ロプロポキシ）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２
．２７）Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプロパン－２－イル］
－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（１
０９２４００－９５－７）（ＷＯ　２００８１４８５７０）、（２．２８）５，８－ジフ
ルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［４－（トリフルオロメチル）ピリジン－２
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－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリン－４－アミン（１２１００７０－８４－
０）（ＷＯ　２０１００２５４５１）、（２．２９）Ｎ－［９－（ジクロロメチレン）－
１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフル
オロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３０）Ｎ－
［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４
－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、及び、（２．３１）Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロ
ロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］
－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、
（７．７）ピリメタニル（５３１１２－２８－０）、（３．２２）トリフロキシストロビ
ン（１４１５１７－２１－７）。
【００６１】
　本発明に関連して、「防除する（ｃｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ）」は、処理されていない作
物と比較して線虫の寄生を予防的又は治療的に低減させることを意味し、さらに好ましく
は、線虫の寄生は本質的に忌避され、最も好ましくは、線虫の寄生は完全に抑制される。
【００６２】
　病態系
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、コーヒーにおける、プラチレンクス・ブ
ラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・コ
フェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、メロイデギネ・エキシグア（
Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｘｉｇｕａ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄ
ｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・コフェイコラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙ
ｎｅ　ｃｏｆｆｅｉｃｏｌａ）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｓｐｐ．）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、メロイデギネ・パラナエ
ンシス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｐａｒａｎａｅｎｓｉｓ）、ロチレンクス属種（Ｒｏ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）
、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネ
マ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）からなる植物寄生性線虫類の群から選択
される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である。
【００６３】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、ジャガイモにおける、プラチレンクス・
ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・
プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・ス
クリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ペネ
トランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・コフェ
アエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プ
ラチレンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレンクス・
アンジヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｎｄｉｎｕｓ）、プラチレンクス・セレアリ
ス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐ
ｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・テレス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔ
ｅｒｅｓ）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）
、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、ベロノライ
ムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、
トリコドルス・シリンドリクス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｃｙｌｉｎｄｒｉｃｕｓ）、
トリコドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、トリ
コドルス・プロキシムス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｏｘｉｍｕｓ）、トリコドルス
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・シミリス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、トリコドルス・スパルスス（
Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐａｒｓｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒ
ｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、パラトリコドルス・アリウス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ａｌｌｉｕｓ）、パラトリコドルス・ナヌス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏ
ｒｕｓ　ｎａｎｕｓ）、パラトリコドルス・テレス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　
ｔｅｒｅｓ）、メロイデギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ
）、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギネ・タ
メシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｔｈａｍｅｓｉ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉ
ｄｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙ
ｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、ナコブス・アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａ
ｎｓ）、グロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓ
ｉｓ）、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）、ジチレンクス・
デストルクトル（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ラドホルス・シミ
リス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ネオチレンクス・ビギシ（Ｎｅｏｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｉｇｉｓｓｉ）、パラフェレンクス・プセウドパリエチヌス（Ｐａ
ｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｐａｒｉｅｔｉｎｕｓ）、アフェレンコイデス
・フラガリアエ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、メロイネマ属
種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）からなる植物寄生性線虫類の群から選択される少な
くとも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である。
【００６４】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、トマトにおける、メロイデギネ・アレナ
リア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏ
ｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　
ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏ
ｇｎｉｔａ）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔ
ｒａｎｓ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プラチレンクス・ブラキウル
ス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・コフェアエ
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄ
ｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、メロイデギネ・エキシグア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｘｉ
ｇｕａ）、ナコブス・アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａｎｓ）、グロボデ
ラ・ソラナセアルム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ）、ドリコドルス
・ヘテロセファルス（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｃｅｐｈａｌｕｓ）、ロ
チレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）か
らなる植物寄生性線虫類の群から選択される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除に
おいて、特に有用である。
【００６５】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、トマトにおける、ヘリコチレンクルス属
種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐ．）、メロイデギネ・アレナリア（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙ
ｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎ
ｉｃａ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ
）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）
からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈ
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ｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　
ｍｉｎｏｒ）、メロイデギネ・エキシグア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｘｉｇｕａ）、
ナコブス・アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａｎｓ）、グロボデラ・ソラナ
セアルム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ）、ドリコドルス・ヘテロセ
ファルス（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｃｅｐｈａｌｕｓ）、ロチレンクル
ス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）からなる植物
寄生性線虫類の群から選択される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除において、特
に有用である。
【００６６】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、コショウにおける、プラチレンクス・ブ
ラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・プ
ラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・スク
リブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ペネト
ランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・コフェア
エ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プラ
チレンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレンクス・ア
ンジヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｎｄｉｎｕｓ）、プラチレンクス・セレアリス
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・テレス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｅ
ｒｅｓ）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、
プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、ベロノライム
ス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ト
リコドルス・シリンドリクス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｃｙｌｉｎｄｒｉｃｕｓ）、ト
リコドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、トリコ
ドルス・プロキシムス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｏｘｉｍｕｓ）、トリコドルス・
シミリス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、トリコドルス・スパルスス（Ｔ
ｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐａｒｓｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉ
ｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、パラトリコドルス・アリウス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏ
ｄｏｒｕｓ　ａｌｌｉｕｓ）、パラトリコドルス・ナヌス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒ
ｕｓ　ｎａｎｕｓ）、パラトリコドルス・テレス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｔ
ｅｒｅｓ）、メロイデギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）
、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギネ・タメ
シ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｔｈａｍｅｓｉ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌ
ｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉｄ
ｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎ
ｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、ナコブス・アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａｎ
ｓ）、グロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉ
ｓ）、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）、ジチレンクス・デ
ストルクトル（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ラドホルス・シミリ
ス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ネオチレンクス・ビギシ（Ｎｅｏｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｉｇｉｓｓｉ）、パラフェレンクス・プセウドパリエチヌス（Ｐａｒ
ａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｐａｒｉｅｔｉｎｕｓ）、アフェレンコイデス・
フラガリアエ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、メロイネマ属種
（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）からなる植物寄生性線虫類の群から選択される少なく
とも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である。
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【００６７】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、ニンジン類における、プラチレンクス・
ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・
プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・ス
クリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ペネ
トランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・コフェ
アエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プ
ラチレンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレンクス・
アンジヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｎｄｉｎｕｓ）、プラチレンクス・セレアリ
ス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐ
ｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・テレス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔ
ｅｒｅｓ）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）
、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、ベロノライ
ムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、
トリコドルス・シリンドリクス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｃｙｌｉｎｄｒｉｃｕｓ）、
トリコドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、トリ
コドルス・プロキシムス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｏｘｉｍｕｓ）、トリコドルス
・シミリス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、トリコドルス・スパルスス（
Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐａｒｓｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒ
ｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、パラトリコドルス・アリウス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ａｌｌｉｕｓ）、パラトリコドルス・ナヌス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏ
ｒｕｓ　ｎａｎｕｓ）、パラトリコドルス・テレス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　
ｔｅｒｅｓ）、メロイデギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ
）、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギネ・タ
メシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｔｈａｍｅｓｉ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉ
ｄｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙ
ｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、ナコブス・アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａ
ｎｓ）、グロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓ
ｉｓ）、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）、ジチレンクス・
デストルクトル（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ラドホルス・シミ
リス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ネオチレンクス・ビギシ（Ｎｅｏｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｉｇｉｓｓｉ）、パラフェレンクス・プセウドパリエチヌス（Ｐａ
ｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｐａｒｉｅｔｉｎｕｓ）、アフェレンコイデス
・フラガリアエ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、メロイネマ属
種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）からなる植物寄生性線虫類の群から選択される少な
くとも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である。
【００６８】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、タマネギ類における、プラチレンクス・
ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・
プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・ス
クリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ペネ
トランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・コフェ
アエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プ
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ラチレンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレンクス・
アンジヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｎｄｉｎｕｓ）、プラチレンクス・セレアリ
ス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐ
ｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・テレス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔ
ｅｒｅｓ）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）
、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、ベロノライ
ムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、
トリコドルス・シリンドリクス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｃｙｌｉｎｄｒｉｃｕｓ）、
トリコドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、トリ
コドルス・プロキシムス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｏｘｉｍｕｓ）、トリコドルス
・シミリス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、トリコドルス・スパルスス（
Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐａｒｓｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒ
ｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、パラトリコドルス・アリウス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ａｌｌｉｕｓ）、パラトリコドルス・ナヌス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏ
ｒｕｓ　ｎａｎｕｓ）、パラトリコドルス・テレス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　
ｔｅｒｅｓ）、メロイデギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ
）、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギネ・タ
メシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｔｈａｍｅｓｉ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉ
ｄｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙ
ｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、ナコブス・アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａ
ｎｓ）、グロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓ
ｉｓ）、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）、ジチレンクス・
デストルクトル（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ラドホルス・シミ
リス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ネオチレンクス・ビギシ（Ｎｅｏｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｉｇｉｓｓｉ）、パラフェレンクス・プセウドパリエチヌス（Ｐａ
ｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｐａｒｉｅｔｉｎｕｓ）、アフェレンコイデス
・フラガリアエ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、メロイネマ属
種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）からなる植物寄生性線虫類の群から選択される少な
くとも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である。
【００６９】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、ウリ科植物における、メロイデギネ・ア
レナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎ
ｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎ
ｃｏｇｎｉｔａ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅ
ｎｉｆｏｒｍｉｓ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プラチレンクス・ト
ルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）からなる植物寄生性線虫類の群か
ら選択される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である。
【００７０】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、ウリ科植物における、メロイデギネ・ア
レナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎ
ｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ
　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プラチレンク
ス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）からなる植物寄生性線虫類
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の群から選択される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である
。
【００７１】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、ワタにおける、ベロノライムス・ロンギ
カウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、メロイデギネ
・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、ホプロライムス・コ
ルムブス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）、ホプロライムス・ガレアツス
（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）からなる植物寄生性線虫類の群から選
択される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である。
【００７２】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、トウモロコシにおける、特に、ベロノラ
イムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）
、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）からなる
植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・デラトレイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｄｅｌａｔｔｒｅｉ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｚｅａｅ）、（ベロノライムス・グラシリス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉ
ｌｉｓ））、ベロノライムス・ノルトニ（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｎｏｒｔｏｎｉ）
、ロンギドルス・ブレビアンヌラツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｂｒｅｖｉａｎｎｕｌａ
ｔｕｓ）、メロイデギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、
メロイデギネ・アレナリア・タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ　ｔｈ
ａｍｅｓｉ）、メロイデギネ・グラミニス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ
）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メ
ロイデギネ・インコグニタ・アクリタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ　
ａｃｒｉｔａ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃ
ａ）、メロイデギネ・ナアシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｎａａｓｉ）、ヘテロデラ・ア
ベナエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘテロデラ・オリザエ（Ｈｅｔｅｒｏ
ｄｅｒａ　ｏｒｙｚａｅ）、ヘテロデラ・ゼアエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｚｅａｅ）、
プンクトデラ・カルコエンシス（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｃｈａｌｃｏｅｎｓｉｓ）、ジ
チレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、ホプロライムス・
アエギプチイ（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ａｅｇｙｐｔｉｉ）、ホプロライムス・マグニ
スチルス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｍａｇｎｉｓｔｙｌｕｓ）、ホプロライムス・ガレ
アツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）、ホプロライムス・インジクス（
Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジゴニクス（Ｈｅｌｉ
ｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｏｎｉｃｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅ
ｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、ヘリコチレンクス・プセウドロブ
スツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｒｏｂｕｓｔｕｓ）、キシフィ
ネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、ドリコドルス・ヘ
テロセファルス（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｃｅｐｈａｌｕｓ）、クリコ
ネメラ・オルナタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｒｎａｔａ）、クリコネメラ・オノエ
ンシス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｎｏｅｎｓｉｓ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａ
ｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクルス・ボレアリス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃ
ｈｕｌｕｓ　ｂｏｒｅａｌｉｓ）、ロチレンクルス・パルブス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌ
ｕｓ　ｐａｒｖｕｓ）、チレンコリンクス・アグリ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ
　ａｇｒｉ）、チレンコリンクス・クラルス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌ
ａｒｕｓ）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌ
ａｙｔｏｎｉ）、チレンコリンクス・マキシムス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　
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ｍａｘｉｍｕｓ）、チレンコリンクス・ヌズス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎ
ｕｄｕｓ）、チレンコリンクス・ブルガリス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｖｕ
ｌｇａｒｉｓ）、キニスルシウス・アクツス（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ａｃｕｔｕｓ
）、パラチレンクス・ミヌツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ）、ヘミ
シクリオホラ・パルバナ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｐａｒｖａｎａ）、アグレ
ンクス・アグリコラ（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉｃｏｌａ）、アングイナ・トリチシ
（Ａｎｇｕｉｎａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、アフェレンコイデス・アラキジス（Ａｐｈｅｌｅ
ｎｃｈｏｉｄｅｓ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、スクテロネマ・ブラキウルム（Ｓｃｕｔｅｌ
ｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｍ）、スバングイナ・ラジシオラ（Ｓｕｂａｎｇｕｉ
ｎａ　ｒａｄｉｃｉｏｌａ）からなる植物寄生性線虫類の群から選択される少なくとも１
種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である。
【００７３】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、ダイズにおける、特に、プラチレンクス
・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス
・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・
ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・ス
クリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、ベロノライムス・ロン
ギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ヘテロデラ
・グリシネス（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、ホプロライムス・コルムブ
ス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び
、さらに、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）
、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ
）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）
、プラチレンクス・クレナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラ
チレンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレンクス・ア
ギリス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｉｌｉｓ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、（ベロノライムス・グラシリス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒ
ａｃｉｌｉｓ））、メロイデギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒ
ｉａ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）
、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイデ
ギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、ホプロライムス・コルムブス（
Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）、ホプロライムス・ガレアツス（Ｈｏｐｌ
ｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）からなる植物寄生性線虫類の群から選択される少
なくとも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である。
【００７４】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、ダイズにおける、特に、プラチレンクス
・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス
・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・
ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・ス
クリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、ベロノライムス・ロン
ギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ホプロライ
ムス・コルムブス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）からなる植物寄生性線
虫類の群、及び、さらに、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃ
ｏｆｆｅａｅ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘ
ｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇ
ｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａ
ｔｕｓ）、プラチレンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラ
チレンクス・アギリス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｉｌｉｓ）、プラチレンクス・
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ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、（ベロノライムス・グラシリス（Ｂｅｌｏｎｏｌａ
ｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ））、メロイデギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ
　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃ
ｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃ
ａ）、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、ホプロライムス
・コルムブス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）、ホプロライムス・ガレア
ツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（
Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）からなる植物寄生性線虫類の群か
ら選択される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除において、極めて特に有用である
。
【００７５】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、タバコにおける、特に、メロイデギネ・
インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・ジャバ
ニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）からなる植物寄生性線虫類の群、及
び、さらに、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙ
ｕｒｕｓ）、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎ
ｓｉｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃ
ｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒ
ａｎｓ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔ
ｕｓ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）
、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、プラチレ
ンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、プラチレンクス・ゼア
エ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、ロンギドルス・エロンガツ（Ｌｏｎｇｉｄ
ｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕ）、パラトリコドルス・ロバツス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄ
ｏｒｕｓ　ｌｏｂａｔｕｓ）、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）
、メロイデギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイデ
ギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、グロボデラ・タバクム（Ｇｌｏ
ｂｏｄｅｒａ　ｔａｂａｃｕｍ）、グロボデラ・ソラナセアルム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　
ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ）、グロボデラ・ビルギニアエ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｖｉｒ
ｇｉｎｉａｅ）、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）
、ロチレンクス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘリコチレンクス属種（Ｈ
ｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐｈｉ
ｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓ
ｐｐ．）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏ
ｒｍｉｓ）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌ
ａｙｔｏｎｉ）、パラチレンクス属種（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、テチ
レンクス・ニコチアナエ（Ｔｅｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）からなる植
物寄生性線虫類の群から選択される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除において、
特に有用である。
【００７６】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、柑橘類における、特に、プラチレンクス
・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）からなる植物寄生性線虫類
の群、及び、さらに、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒ
ａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎ
ｕｓ）、ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃ
ａｕｄａｔｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉ
ｎｏｒ）、パラトリコドルス・ポロスス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｏｒｏｓ
ｕｓ）、トリコドルス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・インコグニタ・アクリタ（
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Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ　ａｃｒｉｔａ）、メロイデギネ・ジャバ
ニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、ロチレンクス・マクロドラツス（
Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｃｒｏｄｏｒａｔｕｓ）、キシフィネマ・アメリカヌム（
Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、キシフィネマ・ブレビコレ（Ｘｉｐｈｉ
ｎｅｍａ　ｂｒｅｖｉｃｏｌｌｅ）、キシフィネマ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　
ｉｎｄｅｘ）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ヘミクリコ
ネモイデス（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）、（ラドホルス・シミリス（Ｒａｄ
ｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ））、ラドホルス・シトロフィルス（Ｒａｄｏｐｈｏｌ
ｕｓ　ｃｉｔｒｏｐｈｉｌｕｓ）、ヘミシクリオホラ・アレナリア（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉ
ｏｐｈｏｒａ　ａｒｅｎａｒｉａ）、ヘミシクリオホラ・ヌダタ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏ
ｐｈｏｒａ　ｎｕｄａｔａ）、チレンクルス・セミペネトランス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕ
ｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）からなる植物寄生性線虫類の群から選択される少なく
とも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である。
【００７７】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、バナナにおける、特に、プラチレンクス
・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、ラドホルス・シミリス（
Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに
、プラチレンクス・ギイビカウダツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｇｉｉｂｂｉｃａｕ
ｄａｔｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）、メ
ロイデギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、ヘリコチレンクス・ムルチシン
クツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｃｉｎｃｔｕｓ）、ヘリコチレン
クス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、ロチレン
クルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）からなる植物寄生性線虫類の群か
ら選択される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である。
【００７８】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、パイナップルにおける、特に、プラチレ
ンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、プラチレンクス・プラテンシ
ス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・ブラキウルス
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・ゴオデイイ（
Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｇｏｏｄｅｙｉ）、メロイデギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙ
ｎｅ　ｓｐｐ．）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅ
ｎｉｆｏｒｍｉｓ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、ロンギドルス・エロ
ンガツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕｓ）、ロンギドルス・ラエビカピタ
ツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｌａｅｖｉｃａｐｉｔａｔｕｓ）、トリコドルス・プリミ
チブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、トリコドルス・ミノル（Ｔ
ｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ
．）、ジチレンクス・ミセリオファグス（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｙｃｅｌｉｏｐｈ
ａｇｕｓ）、ホプロライムス・カリホルニクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃａｌｉｆｏ
ｒｎｉｃｕｓ）、ホプロライムス・パラロブスツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｐａｒａ
ｒｏｂｕｓｔｕｓ）、ホプロライムス・インジクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｉｎｄｉ
ｃｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙ
ｓｔｅｒａ）、ヘリコチレンクス・ナンヌス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎａｎ
ｎｕｓ）、ヘリコチレンクス・ムルチシンクツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍ
ｕｌｔｉｃｉｎｃｔｕｓ）、ヘリコチレンクス・エリトリネ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃ
ｈｕｓ　ｅｒｙｔｈｒｉｎｅ）、キシフィネマ・ジモルフィカウダツム（Ｘｉｐｈｉｎｅ
ｍａ　ｄｉｍｏｒｐｈｉｃａｕｄａｔｕｍ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈｏｌ
ｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、チレンコリンクス・ジギタツス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃ
ｈｕｓ　ｄｉｇｉｔａｔｕｓ）、チレンコリンクス・エブリエンシス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏ
ｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｅｂｒｉｅｎｓｉｓ）、パラチレンクス・ミヌツス（Ｐａｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ）、スクテロネマ・クラトリカウダツム（Ｓｃｕｔｅｌｌ
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ｏｎｅｍａ　ｃｌａｔｈｒｉｃａｕｄａｔｕｍ）、スクテロネマ・ブラジス（Ｓｃｕｔｅ
ｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｄｙｓ）、プシレンクス・ツミズス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｔ
ｕｍｉｄｕｓ）、プシレンクス・マグニデンス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｇｎｉｄｅ
ｎｓ）、プセウドハレンクス・ミヌツス（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔ
ｕｓ）、クリコネモイデス・フェルニアエ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｆｅｒｎｉａ
ｅ）、クリコネモイデス・オノエンセ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｎｏｅｎｓｅ）
、クリコネモイデス・オルナツム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｒｎａｔｕｍ）から
なる植物寄生性線虫類の群から選択される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除にお
いて、特に有用である。
【００７９】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、サトウキビにおける、特に、プラチレン
クス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレン
クス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンク
ス・スクリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス
・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・
コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、ジチレンクス・ジプサシ（
Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さら
に、プラチレンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレン
クス・アンジヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｎｄｉｎｕｓ）、プラチレンクス・セ
レアリス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、プラチレンクス・クレナツ
ス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・テレス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｔｅｒｅｓ）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎ
ｅｉ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、メロ
イデギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイデギネ・
アクロネア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｃｒｏｎｅａ）、メロイデギネ・アルチエラ（
Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｔｉｅｌｌａ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏ
ｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・グラミニコラ（Ｍｅｌｏｉｄｏ
ｇｙｎｅ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙ
ｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイデギネ・タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｔｈａｍ
ｅｓｉ）、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギ
ネ・エチオピカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｔｈｉｏｐｉｃａ）、メロイデギネ・アフ
リカナ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｆｒｉｃａｎａ）、メロイデギネ・キクイエンシス
（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｋｉｋｕｙｅｎｓｉｓ）、ヘリコチレンクス・ジゴニクス（
Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｏｎｉｃｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒステ
ラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、ヘリコチレンクス・プセ
ウドロブスツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｒｏｂｕｓｔｕｓ）、
ロチレンクルス・ボレアリス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｂｏｒｅａｌｉｓ）、ロチ
レンクルス・パルブス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｐａｒｖｕｓ）、ロチレンクルス
・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、スクテロネマ
・ブラキウルム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｍ）からなる植物寄生
性線虫類の群から選択される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有
用である。
【００８０】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、ブドウ類における、特に、プラチレンク
ス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、メロイデギネ・アレナリア
（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌ
ｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏ
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ｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、キシフィネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ａ
ｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、キシフィネマ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｉｎｄｅｘ）
からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒａｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、チレンクルス・セミペネトランス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕ
ｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）からなる植物寄生性線虫類の群から選択される少なく
とも１種類の種に属する線虫の防除において、特に有用である。
【００８１】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、樹木作物－仁果類における、特に、プラ
チレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）からなる
植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃ
ｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、ロンギドルス・エロンガツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏ
ｎｇａｔｕｓ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎ
ｉｔａ）、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）からなる植物
寄生性線虫類の群から選択される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除において、特
に有用である。
【００８２】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、樹木作物－核果類における、特に、プラ
チレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチ
レンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、メロイデギネ・アレ
ナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイデギネ・ハプラ（Ｍｅｌ
ｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイデギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ
　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイデギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃ
ｏｇｎｉｔａ）、クリコネメラ・キセノプラキス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｘｅｎｏ
ｐｌａｘ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プラチレンクス・ブラキウル
ス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・コフェアエ
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍ
ｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、キシフィネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐｈｉｎ
ｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、クリコネメラ・クルバタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ
　ｃｕｒｖａｔａ）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕ
ｓ　ｃｌａｙｔｏｎｉ）、パラチレンクス・ハマツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈ
ａｍａｔｕｓ）、パラチレンクス・プロジェクツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒ
ｏｊｅｃｔｕｓ）、スクテロネマ・ブラキウルム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｃ
ｈｙｕｒｕｍ）、ホプロライムス・ガレアツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔ
ｕｓ）からなる植物寄生性線虫類の群から選択される少なくとも１種類の種に属する線虫
の防除において、特に有用である。
【００８３】
　フルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、樹木作物－堅果類における、特に、トリ
コドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、クリコネメラ・ルシウム（Ｃｒｉ
ｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｒｕｓｉｕｍ）からなる植物寄生性線虫類の群、及び、さらに、プ
ラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、パラトリコドル
ス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイデギネ・インコグニタ（
Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃ
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ｈｕｓ　ｓｐｐ．）、カコパウルス・ペスチス（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｐｅｓｔｉｓ）
からなる植物寄生性線虫類の群から選択される少なくとも１種類の種に属する線虫の防除
において、特に有用である。
【００８４】
　植物の部分の定義
　本発明に従って、全ての植物及び植物の部分を処理することができる。植物は、望まし
い及び望ましくない野生植物、栽培品種並びに植物変種（植物変種又は植物育種家の権利
によって保護されても又は保護されなくても）のような全ての植物及び植物群を意味する
。栽培品種及び植物変種は、慣習的な繁殖方法及び育種方法（これらは、１種類以上の生
物工学的方法によって、例えば、倍加半数体、プロトプラスト融合、ランダム突然変異誘
発及び定方向突然変異誘発、分子標識若しくは遺伝標識又は生物工学法及び遺伝子工学法
などを使用して、補助することができるか又は補うことができる）によって得られる植物
であることができる。植物の部分は、植物の地上及び地下の全ての部分及び全ての器官、
例えば、枝条、葉、花及び根などを意味し、ここで、例えば、葉、針状葉、茎、枝、花、
子実体、果実及び種子、並びに、根、塊茎、球茎及び根茎などを挙げることができる。作
物並びに栄養繁殖器官及び生殖繁殖器官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　ａｎｄ　ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｎｇ　ｍａｔｅｒｉａｌ）、例えば、挿木（ｃｕｔｔｉｎ
ｇ）、球茎、根茎、塊茎、匍匐茎及び種子なども、植物の部分に属する。
【００８５】
　上記で既に述べたように、本発明に従って、全ての植物及びそれらの部分を処理するこ
とができる。一実施形態では、野生の植物種及び植物品種、又は、交雑若しくはプロトプ
ラスト融合のような慣習的な生物学的育種により得られた植物種及び植物品種、並びに、
それらの部分を処理する。さらなる実施形態では、適切な場合には慣習的な方法と組み合
わせた遺伝子工学により得られたトランスジェニック植物及び植物品種（遺伝子組換え生
物）及びそれらの部分を処理する。用語「部分（ｐａｒｔｓ）」又は「植物の部分（ｐａ
ｒｔｓ　ｏｆ　ｐｌａｎｔｓ）」又は「植物の部分（ｐｌａｎｔ　ｐａｒｔｓ）」につい
ては、既に上記で説明した。
【００８６】
　ＧＭＯ
　いずれの場合も市販されているか又は使用されている植物品種の植物を、本発明に従っ
て処理することができる。植物品種は、慣習的な育種又は突然変異誘発又は組換えＤＮＡ
技術によって得ることができる、新しい特性（「形質」）を有する植物を意味するものと
理解される。これは、品種、生物型及び遺伝子型であることができる。
【００８７】
　特に有利で有益な形質を植物に付与する遺伝物質を遺伝子修飾において受け取った全て
の植物は、本発明に従って処理され得るトランスジェニック植物又は植物品種（即ち、遺
伝子工学により得られたもの）に包含される。そのような特性の例は、植物の向上した生
育、高温又は低温に対する向上した耐性、渇水又は水中若しくは土壌中に含まれる塩分に
対する向上した耐性、高められた開可能力、向上した収穫の容易性、促進された成熟、増
加した収穫量、収穫された生産物の向上した品質及び／又は向上した栄養価、収穫された
生産物の改善された貯蔵安定性及び／又は改善された加工性などである。そのような特性
のさらに別の特に重要な例は、害虫及び有害微生物に対する植物の向上した防御、例えば
、線虫類、昆虫類、ダニ類、植物病原性の菌類、細菌類及び／又はウイルス類に対する植
物の向上した防御、並びに、特定の除草活性化合物に対する植物の向上した耐性である。
特に重要なのは、野菜類、特に、トマト及びウリ科植物、ジャガイモ、トウモロコシ、ダ
イズ、ワタ、タバコ、コーヒー、果樹類、特に、柑橘類果実、パイナップル類及びバナナ
類、並びに、ブドウ類である。
【００８８】
　本発明による処理方法は、遺伝子組換え生物（ＧＭＯ）、例えば、植物又は種子などの
処理において使用することができる。遺伝子組換え植物（又は、トランスジェニック植物
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）は、異種遺伝子がゲノムに安定的に組み込まれている植物である。表現「異種遺伝子」
は、本質的に、供給されたか又は当該植物の外部で構築された遺伝子であって、核のゲノ
ム、葉緑体のゲノム又はミトコンドリアのゲノムの中に導入されたときに、興味深いタン
パク質若しくはポリペプチドを発現することにより、又は、その植物内に存在している別
の１つ若しくは複数の遺伝子をダウンレギュレート若しくはサイレンシングすることによ
り、当該形質転換された植物に新しい又は改善された作物学的特性又は別の特性を付与す
る遺伝子を意味する〔例えば、アンチセンス技術、コサプレッション技術又はＲＮＡ干渉
（ＲＮＡｉ）技術などを使用する〕。ゲノム内に位置している異種遺伝子は、導入遺伝子
とも称される。植物ゲノム内におけるその特異的な位置によって定義される導入遺伝子は
、形質転換又は遺伝子導入イベントと称される。
【００８９】
　植物種又は植物品種、それらの生育場所及び生育条件（土壌、気候、生育期、養分（ｄ
ｉｅｔ））に応じて、本発明の処理により、相加効果を超える効果（「相乗効果」）も生
じ得る。かくして、例えば、本発明により使用し得る活性化合物及び組成物の施用量の低
減及び／又は活性スペクトルの拡大及び／又は活性の増強、植物の生育の向上、高温又は
低温に対する耐性の向上、渇水又は水中若しくは土壌中に含まれる塩分に対する耐性の向
上、開花能力の向上、収穫の容易性の向上、促進された成熟、収穫量の増加、果実の大き
さの増大、植物の高さの増大、葉の緑色の向上、より早い開花、収穫された生産物の品質
の向上及び／又は栄養価の増加、果実内の糖度の上昇、収穫された生産物の貯蔵安定性の
向上及び／又は加工性の向上などが可能であり、これらは、実際に予期された効果を超え
るものである。
【００９０】
　特定の施用量において、本発明によるフルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、植
物において強化効果（ｓｔｒｅｎｇｔｈｅｎｉｎｇ　ｅｆｆｅｃｔ）も示し得る。従って
、本発明によるフルオピラム及びフルオピラム含有組成物は、望ましくない微生物類によ
る攻撃に対して植物の防御システムを動員させるのにも適している。これは、適切な場合
には、本発明によるフルオピラム及びフルオピラム含有組成物の例えば線虫類に対する強
化された活性の理由のうちの１つであり得る。本発明に関連して、植物を強化する（抵抗
性を誘導する）物質は、処理された植物が、その後で望ましくない微生物類を接種された
ときに、それらの微生物類に対して実質的な程度の抵抗性を示すように、植物の防御シス
テムを刺激することができる物質又は物質の組合せを意味するものと理解される。この場
合、望ましくない微生物類は、植物病原性の菌類、細菌類及びウイルス類を意味するもの
と理解される。従って、処理後特定の期間、上記病原体による攻撃から植物を保護するた
めに、本発明によるフルオピラム及びフルオピラム含有組成物を用いることができる。保
護が達成される期間は、植物が該活性化合物で処理されてから、一般に、１～１０日間、
好ましくは、１～７日間に及ぶ。特定の施用量において、本発明によるフルオピラム及び
フルオピラム含有組成物は、植物において収量増加効果も有し得る。
【００９１】
　本発明に従って処理するのが好ましい植物及び植物品種は、特に有利で有益な形質を植
物に付与する遺伝物質を有している全ての植物（育種によって得られたものであろうと、
及び／又は、生物工学的方法によって得られたものであろうと）を包含する。
【００９２】
　本発明に従って処理するのが同様に好ましい植物及び植物品種は、１以上の生物的スト
レスに対して抵抗性を示す。即ち、そのような植物は、害虫及び有害微生物に対して、例
えば、昆虫類、ダニ類、植物病原性の菌類、細菌類、ウイルス類及び／又はウイロイド類
などに対して、良好な防御を示す。
【００９３】
　本発明に従って同様に処理し得る植物及び植物品種は、１以上の非生物的ストレスに対
して抵抗性を示す植物である。非生物的なストレス状態としては、例えば、渇水、低温に
晒されること、熱に晒されること、浸透ストレス、湛水、土壌中の塩分濃度の上昇、より
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多くの鉱物に晒されること、オゾンに晒されること、強い光に晒されること、利用可能な
窒素養分が限られていること、利用可能なリン養分が限られていること、日陰回避などを
挙げることができる。
【００９４】
　本発明に従って同様に処理し得る植物及び植物品種は、増大した収量特性を特徴とする
植物である。そのような植物における増大した収量は、例えば、改善された植物の生理機
能、生長及び発育、例えば、水の利用効率、水の保持効率、改善された窒素の利用性、強
化された炭素同化作用、改善された光合成、上昇した発芽効率及び促進された成熟などの
結果であり得る。収量は、さらに、改善された植物の構成（ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）
によっても影響され得る（ストレス条件下及び非ストレス条件下）。そのような改善され
た植物の構成としては、限定するものではないが、早咲き、ハイブリッド種子産生のため
の開花制御、実生の活力、植物の寸法、節間の数及び距離、根の成長、種子の寸法、果実
の寸法、莢の寸法、莢又は穂の数、１つの莢又は穂当たりの種子の数、種子の体積、強化
された種子充填、低減された種子分散、低減された莢の裂開及び耐倒伏性などがある。収
量についてのさらなる形質としては、種子の組成、例えば、炭水化物含有量、タンパク質
含有量、油含有量及び油の組成、栄養価、抗栄養化合物の低減、改善された加工性並びに
向上した貯蔵安定性などがある。
【００９５】
　本発明に従って処理し得る植物は、雑種強勢（これは、結果として、一般に、増加した
収量、向上した活力、向上した健康状態並びに生物的及び非生物的ストレスに対する向上
した抵抗性をもたらす）の特性を既に呈しているハイブリッド植物である。そのような植
物は、典型的には、雄性不稔交配母体近交系（ｉｎｂｒｅｄ　ｍａｌｅ－ｓｔｅｒｉｌｅ
　ｐａｒｅｎｔ　ｌｉｎｅ）（雌性親）を別の雄性稔性交配母体近交系（ｉｎｂｒｅｄ　
ｍａｌｅ－ｆｅｒｔｉｌｅ　ｐａｒｅｎｔ　ｌｉｎｅ）（雄性親）と交雑させることによ
って作られる。ハイブリッド種子は、典型的には、雄性不稔植物から収穫され、そして、
栽培者に販売される。雄性不稔植物は、場合により（例えば、トウモロコシにおいて）、
雄穂を除去することによって〔即ち、雄性繁殖器官（又は雄花）を機械的に除去すること
によって〕、作ることができる。しかしながら、より典型的には、雄性不稔性は、植物ゲ
ノム内の遺伝的決定基の結果である。その場合、及び、特に種子がハイブリッド植物から
収穫される所望の生産物である場合、典型的には、該ハイブリッド植物において雄性稔性
を確実に完全に回復させることは有用である。これは、雄性不稔性に関与する遺伝的決定
基を含んでいるハイブリッド植物において雄性稔性を回復させることが可能な適切な稔性
回復遺伝子を雄性親が有していることを確実なものとすることによって達成することがで
きる。雄性不稔性に関する遺伝的決定基は、細胞質内に存在し得る。細胞質雄性不稔（Ｃ
ＭＳ）の例は、例えば、アブラナ属各種（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｓｐｅｃｉｅｓ）に関して
記述された（ＷＯ　９２／０５２５１、ＷＯ　９５／０９９１０、ＷＯ　９８／２７８０
６、ＷＯ　０５／００２３２４、ＷＯ　０６／０２１９７２、及び、ＵＳ　６，２２９，
０７２）。しかしながら、雄性不稔性に関する遺伝的決定基は、核ゲノム内にも存在し得
る。雄性不稔性植物は、遺伝子工学などの植物バイオテクノロジー法によっても得ること
ができる。雄性不稔性植物を得る特に有用な方法は、ＷＯ　８９／１０３９６に記載され
ており、ここでは、例えば、バルナーゼなどのリボヌクレアーゼを雄ずい内のタペータム
細胞において選択的に発現させる。次いで、タペータム細胞内においてバルスターなどの
リボヌクレアーゼインヒビターを発現させることによって、稔性を回復させることができ
る（例えば、ＷＯ　９１／０２０６９）。
【００９６】
　本発明に従って処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテクノロジ
ー法によって得られたもの）は、除草剤耐性植物、即ち、１種類以上の所与の除草剤に対
して耐性にされた植物である。そのような植物は、遺伝的形質転換によって得ることがで
きるか、又は、当該除草剤耐性を付与する突然変異を含んでいる植物を選抜することによ
って得ることができる。
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【００９７】
　除草剤抵抗性植物は、例えば、グリホセート耐性植物、即ち、除草剤グリホセート又は
その塩に対して耐性にされた植物である。植物は、種々の方法によって、グリホセートに
対して耐性にすることができる。例えば、グリホセート耐性植物は、酵素５－エノールピ
ルビルシキミ酸－３－リン酸シンターゼ（ＥＰＳＰＳ）をコードする遺伝子で植物を形質
転換させることによって得ることができる。そのようなＥＰＳＰＳ遺伝子の例は、以下の
ものである：細菌サルモネラ・チフィムリウム（Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙｐｈｉｍｕ
ｒｉｕｍ）のＡｒｏＡ遺伝子（突然変異ＣＴ７）（Ｃｏｍａｉ　ｅｔ　ａｌ．，　１９８
３，　Ｓｃｉｅｎｃｅ　２２１，　３７０－３７１）、細菌アグロバクテリウム属各種（
Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐ．）のＣＰ４遺伝子（Ｂａｒｒｙ　ｅｔ　ａｌ．，　
１９９２，　Ｃｕｒｒ．　Ｔｏｐｉｃｓ　Ｐｌａｎｔ　Ｐｈｙｓｉｏｌ．　７，　１３９
－１４５）、ペチュニアのＥＰＳＰＳをコードする遺伝子（Ｓｈａｈ　ｅｔ　ａｌ．，　
１９８６，　Ｓｃｉｅｎｃｅ　２３３，　４７８－４８１）、トマトのＥＰＳＰＳをコー
ドする遺伝子（Ｇａｓｓｅｒ　ｅｔ　ａｌ．，　１９８８，　Ｊ．　Ｂｉｏｌ．　Ｃｈｅ
ｍ．　２６３，　４２８０－４２８９）又はオヒシバ属（Ｅｌｅｕｓｉｎｅ）のＥＰＳＰ
Ｓをコードする遺伝子（ＷＯ　０１／６６７０４）。それは、例えばＥＰ　０８３７９４
４、ＷＯ　００／６６７４６、ＷＯ　００／６６７４７又はＷＯ　０２／２６９９５など
に記述されているように、突然変異ＥＰＳＰＳであることも可能である。グリホセート耐
性植物は、さらにまた、米国特許第５，７７６，７６０号及び米国特許第５，４６３，１
７５号に記述されているように、グリホセートオキシドレダクターゼ酵素をコードする遺
伝子を発現させることによって得ることもできる。グリホセート耐性植物は、さらにまた
、例えばＷＯ　０２／３６７８２、ＷＯ　０３／０９２３６０、ＷＯ　０５／０１２５１
５及びＷＯ　０７／０２４７８２などに記述されているように、グリホセートアセチルト
ランスフェラーゼ酵素をコードする遺伝子を発現させることによって得ることもできる。
グリホセート耐性植物は、さらにまた、例えばＷＯ　０１／０２４６１５又はＷＯ　０３
／０１３２２６などに記述されているように、上記遺伝子の自然発生突然変異を含んでい
る植物を選抜することによって得ることもできる。グリホセート耐性を付与するＥＰＳＰ
Ｓ遺伝子を発現する植物は、例えば、米国特許出願第１１／５１７，９９１号、米国特許
出願第１０／７３９，６１０号、米国特許出願第１２／１３９，４０８号、米国特許出願
第１２／３５２，５３２号、米国特許出願第１１／３１２，８６６号、米国特許出願第１
１／３１５，６７８号、米国特許出願第１２／４２１，２９２号、米国特許出願第１１／
４００，５９８号、米国特許出願第１１／６５１，７５２号、米国特許出願第１１／６８
１，２８５号、米国特許出願第１１／６０５，８２４号、米国特許出願第１２／４６８，
２０５号、米国特許出願第１１／７６０，５７０号、米国特許出願第１１／７６２，５２
６号、米国特許出願第１１／７６９，３２７号、米国特許出願第１１／７６９，２５５号
、米国特許出願第１１／９４３８０１号又は米国特許出願第１２／３６２，７７４号など
に記載されている。グリホセート耐性を付与する別の遺伝子（例えば、デカルボキシラー
ゼ遺伝子）を含んでいる植物は、例えば、米国特許出願第１１／５８８，８１１号、米国
特許出願第１１／１８５，３４２号、米国特許出願第１２／３６４，７２４号、米国特許
出願第１１／１８５，５６０号又は米国特許出願第１２／４２３，９２６号などに記載さ
れている。
【００９８】
　別の除草剤抵抗性植物は、例えば、酵素グルタミンシンターゼを阻害する除草剤（例え
ば、ビアラホス、ホスフィノトリシン又はグルホシネート）に対して耐性にされている植
物である。そのような植物は、当該除草剤を解毒する酵素を発現させるか、又は、阻害に
対して抵抗性を示す突然変異グルタミンシンターゼ酵素を発現させることによって、得る
ことができる（例えば、米国特許出願第１１／７６０，６０２号に記載されている）。そ
のような有効な一解毒酵素は、ホスフィノトリシンアセチルトランスフェラーゼをコード
する酵素である（例えば、ストレプトマイセス属各種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐ
ｅｃｉｅｓ）に由来するｂａｒタンパク質又はｐａｔタンパク質）。外因性のホスフィノ
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トリシンアセチルトランスフェラーゼを発現する植物は、例えば、米国特許第５，５６１
，２３６号、米国特許第５，６４８，４７７号、米国特許第５，６４６，０２４号、米国
特許第５，２７３，８９４号、米国特許第５，６３７，４８９号、米国特許第５，２７６
，２６８号、米国特許第５，７３９，０８２号、米国特許第５，９０８，８１０号及び米
国特許第７，１１２，６６５号などに記述されている。
【００９９】
　さらなる除草剤耐性植物は、さらにまた、酵素ヒドロキシフェニルピルビン酸ジオキシ
ゲナーゼ（ＨＰＰＤ）を阻害する除草剤に対して耐性にされている植物である。ヒドロキ
シフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ類ＨＰＰＤは、パラ－ヒドロキシフェニルピルベ
ート（ＨＰＰ）がホモゲンチセートに変換される反応を触媒する酵素である。ＨＰＰＤ阻
害薬に対して耐性を示す植物は、ＷＯ　９６／３８５６７、ＷＯ　９９／２４５８５及び
ＷＯ　９９／２４５８６、ＷＯ　２００９／１４４０７９、ＷＯ　２００２／０４６３８
７又はＵＳ　６，７６８，０４４に記述されているように、自然発生抵抗性ＨＰＰＤ酵素
をコードする遺伝子を用いて、又は、突然変異ＨＰＰＤ酵素若しくはキメラＨＰＰＤ酵素
をコードする遺伝子を用いて、形質転換させることができる。ＨＰＰＤ阻害薬に対する耐
性は、さらにまた、ＨＰＰＤ阻害薬による天然ＨＰＰＤ酵素の阻害にもかかわらずホモゲ
ンチセートを形成させることが可能な特定の酵素をコードする遺伝子を用いて植物を形質
転換させることによっても得ることができる。そのような植物及び遺伝子は、ＷＯ　９９
／３４００８及びＷＯ　０２／３６７８７に記述されている。ＨＰＰＤ阻害薬に対する植
物の耐性は、さらにまた、ＷＯ　２００４／０２４９２８に記述されているように、ＨＰ
ＰＤ耐性酵素をコードする遺伝子に加えてプレフェナートデスヒドロゲナーゼ（ＰＤＨ）
活性を有する酵素をコードする遺伝子を用いて植物を形質転換させることによって改善す
ることもできる。さらに、植物は、ＷＯ　２００７／１０３５６７及びＷＯ　２００８／
１５０４７３に記載されているように、そのゲノムの中にＨＰＰＤ阻害薬を代謝又は分解
することが可能な酵素（例えば、ＣＹＰ４５０酵素）をコードする遺伝子を加えることに
よって、ＨＰＰＤ阻害薬除草剤に対してさらに耐性にすることができる。
【０１００】
　さらに別の除草剤抵抗性植物は、アセトラクテートシンターゼ（ＡＬＳ）阻害薬に対し
て耐性にされている植物である。既知ＡＬＳ阻害薬としては、例えば、スルホニル尿素系
除草剤、イミダゾリノン系除草剤、トリアゾロピリミジン系除草剤、ピリミジニルオキシ
（チオ）ベンゾエート系除草剤、及び／又は、スルホニルアミノカルボニルトリアゾリノ
ン系除草剤などがある。ＡＬＳ酵素（「アセトヒドロキシ酸シンターゼ（ＡＨＡＳ）」と
しても知られている）における種々の突然変異体は、例えば「Ｔｒａｎｅｌ　ａｎｄ　Ｗ
ｒｉｇｈｔ（２００２，　Ｗｅｅｄ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　５０：７００－７１２）」などに
記述され、さらに、米国特許第５，６０５，０１１号、米国特許第５，３７８，８２４号
、米国特許第５，１４１，８７０号及び米国特許第５，０１３，６５９号などにも記述さ
れているように、種々の除草剤及び除草剤の群に対する耐性を付与することが知られてい
る。スルホニル尿素耐性植物及びイミダゾリノン耐性植物の作製については、米国特許第
５，６０５，０１１号、米国特許第５，０１３，６５９号、米国特許第５，１４１，８７
０号、米国特許第５，７６７，３６１号、米国特許第５，７３１，１８０号、米国特許第
５，３０４，７３２号、米国特許第４，７６１，３７３号、米国特許第５，３３１，１０
７号、米国特許第５，９２８，９３７号及び米国特許第５，３７８，８２４号並びに国際
公開ＷＯ　９６／３３２７０号に記述されている。別のイミダゾリノン耐性植物について
も、例えば、ＷＯ　２００４／０４００１２、ＷＯ　２００４／１０６５２９、ＷＯ　２
００５／０２０６７３、ＷＯ　２００５／０９３０９３、ＷＯ　２００６／００７３７３
、ＷＯ　２００６／０１５３７６、ＷＯ　２００６／０２４３５１及びＷＯ　２００６／
０６０６３４などに記述されている。さらなるスルホニル尿素耐性植物及びイミダゾリノ
ン耐性植物は、さらにまた、例えば、ＷＯ　０７／０２４７８２及び米国特許出願第６１
／２８８９５８号などにも記述されている。
【０１０１】
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　イミダゾリノン及び／又はスルホニル尿素に対して耐性を示す別の植物は、例えば、ダ
イズに関しては米国特許第５，０８４，０８２号に記述されているように、イネに関して
はＷＯ　９７／４１２１８に記述されているように、テンサイに関しては米国特許第５，
７７３，７０２号及びＷＯ　９９／０５７９６５に記述されているように、レタスに関し
ては米国特許第５，１９８，５９９号に記述されているように、又は、ヒマワリに関して
はＷＯ　０１／０６５９２２に記述されているように、誘導された突然変異誘発、当該除
草剤の存在下での細胞培養における選抜又は突然変異育種によって得ることができる。
【０１０２】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得られたもの）は、昆虫抵抗性トランスジェニック植物、即ち、特定
の標的昆虫による攻撃に対して抵抗性にされた植物である。そのような植物は、遺伝的形
質転換によって得ることができるか、又は、そのような昆虫抵抗性を付与する突然変異を
含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。
【０１０３】
　本明細書中で使用されている場合、「昆虫抵抗性トランスジェニック植物」には、以下
のものをコードするコード配列を含んでいる少なくとも１の導入遺伝子を含んでいる任意
の植物が包含される：
　（１）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する殺虫性結晶タンパク質又はその殺虫活性を示す一部分、例えば、クリック
モアら「Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ　ｅｔ　ａｌ．　（１９９８，　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ
　ａｎｄ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　Ｒｅｖｉｅｗｓ，　６２：８０７－８
１３」によって記載され、クリックモアら「Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ　ｅｔ　ａｌ．　（２０
０５）」によって、オンライン「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｌｉｆｅｓｃｉ．ｓｕｓｓｅｘ
．ａｃ．ｕｋ／Ｈｏｍｅ／Ｎｅｉｌ＿Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ／Ｂｔ／」上で「バシルス・ツ
リンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）毒素命名法」におい
て更新された殺虫性結晶タンパク質又はその殺虫活性を示す一部分、例えば、Ｃｒｙタン
パク質類（Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｂ、Ｃｒｙ１Ｃ、Ｃｒｙ１Ｄ、Ｃｒｙ
１Ｆ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａａ、又は、Ｃｒｙ３Ｂｂ）のタンパク質若しくはその殺
虫活性を示す一部分（例えば、ＥＰ　１９９９１４１、及び、ＷＯ　２００７／１０７３
０２）、又は、例えば米国特許出願第１２／２４９，０１６に記載されている合成遺伝子
によってコードされているタンパク質；又は、
　（２）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する第２の別の結晶タンパク質又はその一部分の存在下において殺虫活性を示
す、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に
由来する結晶タンパク質又はその一部分、例えば、Ｃｒｙ３４結晶タンパク質とＣｒｙ３
５結晶タンパク質で構成されているバイナリートキシン（Ｍｏｅｌｌｅｎｂｅｃｋ　ｅｔ
　ａｌ．　２００１，　Ｎａｔ．　Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌ．　１９：６６８－７２；　Ｓ
ｃｈｎｅｐｆ　ｅｔ　ａｌ．　２００６，　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍ．　Ｍｉ
ｃｒｏｂｉｏｌ．　７１，　１７６５－１７７４）、又は、Ｃｒｙ１Ａ若しくはＣｒｙ１
Ｆタンパク質とＣｒｙ２Ａａ若しくはＣｒｙ２Ａｂ若しくはＣｒｙ２Ａｅタンパク質で構
成されているバイナリートキシン（米国特許出願第１２／２１４，０２２号、及び、ＥＰ
　０８０１０７９１．５）；又は、
　（３）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する種々の殺虫性結晶タンパク質の一部分を含んでいる殺虫性ハイブリッドタ
ンパク質、例えば、上記（１）のタンパク質のハイブリッド、又は、上記（２）のタンパ
ク質のハイブリッド、例えば、トウモロコシイベントＭＯＮ８９０３４で産生されるＣｒ
ｙ１Ａ．１０５タンパク質（ＷＯ　２００７／０２７７７７）；又は、
　（４）　上記（１）～（３）のいずれか１つのタンパク質において、標的昆虫種に対す
るさらに強い殺虫活性を得るために、及び／又は、影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大
するために、及び／又は、クローニング若しくは形質転換に際してコード化ＤＮＡ中に導
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入された変化に起因して、幾つかのアミノ酸（特に、１～１０のアミノ酸）が別のアミノ
酸で置き換えられていているもの、例えば、トウモロコシイベントＭＯＮ８６３若しくは
ＭＯＮ８８０１７におけるＣｒｙ３Ｂｂ１タンパク質又はトウモロコシイベントＭＩＲ６
０４におけるＣｒｙ３Ａタンパク質；又は、
　（５）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する殺虫性分泌
タンパク質又はその殺虫活性を示す一部分、例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｌｉｆｅ
ｓｃｉ．ｓｕｓｓｅｘ．ａｃ．ｕｋ／ｈｏｍｅ／Ｎｅｉｌ＿Ｃｒｉｃｋｍｏｒｅ／Ｂｔ／
ｖｉｐ．ｈｔｍｌ」において挙げられている栄養生長期殺虫性タンパク質（ｖｅｇｅｔａ
ｔｉｖｅ　ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄａｌ　ｐｒｏｔｅｉｎ）（ＶＩＰ）、例えば、ＶＩＰ３
Ａａタンパク質類のタンパク質；又は、
　（６）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する第２の分泌
タンパク質の存在下において殺虫活性を示す、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃ
ｅｒｅｕｓ）に由来する分泌タンパク質、例えば、ＶＩＰ１Ａタンパク質とＶＩＰ２Ａタ
ンパク質で構成されているバイナリートキシン（ＷＯ　９４／２１７９５）；又は、
　（７）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する種々の分泌
タンパク質の一部分を含んでいる殺虫性ハイブリッドタンパク質、例えば、上記（１）の
タンパク質のハイブリッド、又は、上記（２）のタンパク質のハイブリッド；又は、
　（８）　上記（５）～（７）のいずれか１つのタンパク質において、標的昆虫種に対す
るさらに強い殺虫活性を得るために、及び／又は、影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大
するために、及び／又は、クローニング若しくは形質転換に際してコード化ＤＮＡ中に導
入された変化（それでも、まだ、殺虫性タンパク質をコードしている）に起因して、幾つ
かのアミノ酸（特に、１～１０のアミノ酸）が別のアミノ酸で置き換えられていているも
の、例えば、ワタイベントＣＯＴ１０２におけるＶＩＰ３Ａａタンパク質；又は、
　（９）　バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）に由来する結晶タンパク質の存在下において殺虫活性を示す、バシルス・ツリンギエ
ンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）又はバシルス・セレウス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）に由来する分泌タンパク質、例えば、ＶＩＰ３とＣｒｙ
１Ａ若しくはＣｒｙ１Ｆで構成されているバイナリートキシン（米国特許出願第６１／１
２６０８３号、及び、米国特許出願第６１／１９５０１９号）、又は、ＶＩＰ３タンパク
質とＣｒｙ２Ａａタンパク質若しくはＣｒｙ２Ａｂタンパク質若しくはＣｒｙ２Ａｅタン
パク質で構成されているバイナリートキシン（米国特許出願第１２／２１４，０２２号、
及び、ＥＰ　０８０１０７９１．５）；又は、
　（１０）　上記（９）のタンパク質において、標的昆虫種に対するさらに強い殺虫活性
を得るために、及び／又は、影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大するために、及び／又
は、クローニング若しくは形質転換に際してコード化ＤＮＡ中に導入された変化（それで
も、まだ、殺虫性タンパク質をコードしている）に起因して、幾つかのアミノ酸（特に、
１～１０のアミノ酸）が別のアミノ酸で置き換えられていているもの。
【０１０４】
　もちろん、「昆虫抵抗性トランスジェニック植物」は、本明細書中で使用されている場
合、上記クラス（１）～（１０）のいずれか１つのタンパク質をコードする遺伝子の組合
せを含んでいる任意の植物も包含する。一実施形態では、異なった標的昆虫種に対して異
なったタンパク質を使用した場合に影響を受ける標的昆虫種の範囲を拡大するために、又
は、同一の標的昆虫種に対して殺虫活性を示すが作用機序は異なっている（例えば、当該
昆虫体内の異なった受容体結合部位に結合する）異なったタンパク質を用いることによっ
て当該植物に対する昆虫の抵抗性の発達を遅延させるために、昆虫抵抗性植物は、上記ク
ラス（１）～（１０）のいずれか１つのタンパク質をコードする２つ以上の導入遺伝子を
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含んでいる。
【０１０５】
　「昆虫抵抗性トランスジェニック植物」は、本明細書中で使用されている場合、さらに
、例えばＷＯ　２００７／０８０１２６、ＷＯ　２００６／１２９２０４、ＷＯ　２００
７／０７４４０５、ＷＯ　２００７／０８０１２７及びＷＯ　２００７／０３５６５０な
どに記述されているような、植物の害虫に摂取されたときにその害虫の成長を阻害する二
本鎖ＲＮＡを発現時に産生する配列を含んでいる少なくとも１の導入遺伝子を含んでいる
任意の植物も包含する。
【０１０６】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得られたもの）は、非生物的ストレスに対して耐性を示す。そのよう
な植物は、遺伝的形質転換によって得ることができるか、又は、そのようなストレス抵抗
性を付与する突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。特に
有用なストレス耐性植物としては、以下のものなどがある：
　（１）　植物細胞内又は植物内におけるポリ（ＡＤＰ－リボース）ポリメラーゼ（ＰＡ
ＲＰ）遺伝子の発現及び／又は活性を低減させることが可能な導入遺伝子を含んでいる植
物（ＷＯ　００／０４１７３、ＷＯ　／２００６／０４５６３３、ＥＰ　０４０７７９８
４．５又はＥＰ　０６００９８３６．５に記述されている）；
　（２）　植物又は植物細胞のＰＡＲＧコード化遺伝子の発現及び／又は活性を低減させ
ることが可能なストレス耐性を強化する導入遺伝子を含んでいる植物（例えば、ＷＯ　２
００４／０９０１４０などに記述されている）；
　（３）　ニコチンアミダーゼ、ニコチン酸ホスホリボシルトランスフェラーゼ、ニコチ
ン酸モノヌクレオチドアデニルトランスフェラーゼ、ニコチンアミドアデニンジヌクレオ
チドシンテターゼ又はニコチンアミドホスホリボシルトランスフェラーゼを包含するニコ
チンアミドアデニンジヌクレオチドサルベージ合成経路の植物機能性酵素（ｐｌａｎｔ－
ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　ｅｎｚｙｍｅ）をコードするストレス耐性を強化する導入遺伝子
を含んでいる植物（例えば、ＥＰ　０４０７７６２４．７、ＷＯ　２００６／１３３８２
７、ＰＣＴ／ＥＰ０７／００２４３３、ＥＰ　１９９９２６３又はＷＯ　２００７／１０
７３２６などに記述されている）。
【０１０７】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得られたもの）は、収穫された生産物の改変された量、品質及び／若
しくは貯蔵安定性、並びに／又は、収穫された生産物の特定の成分の改変された特性を示
す。例えば：
　（１）　野生型の植物細胞又は植物において合成された澱粉と比較して、その物理化学
的特性〔特に、アミロース含有量若しくはアミロース／アミロペクチン比、枝分かれ度、
平均鎖長、側鎖分布、粘性挙動、ゲル化強度（ｇｅｌｌｉｎｇ　ｓｔｒｅｎｇｔｈ）、澱
粉粒径及び／又は澱粉粒子形態〕が変えられていて、特定の用途により適した変性澱粉を
合成するトランスジェニック植物。変性澱粉を合成する該トランスジェニック植物は、例
えば、ＥＰ　０５７１４２７、ＷＯ　９５／０４８２６、ＥＰ　０７１９３３８、ＷＯ　
９６／１５２４８、ＷＯ　９６／１９５８１、ＷＯ　９６／２７６７４、ＷＯ　９７／１
１１８８、ＷＯ　９７／２６３６２、ＷＯ　９７／３２９８５、ＷＯ　９７／４２３２８
、ＷＯ　９７／４４４７２、ＷＯ　９７／４５５４５、ＷＯ　９８／２７２１２、ＷＯ　
９８／４０５０３、ＷＯ　９９／５８６８８、ＷＯ　９９／５８６９０、ＷＯ　９９／５
８６５４、ＷＯ　００／０８１８４、ＷＯ　００／０８１８５、ＷＯ　００／０８１７５
、ＷＯ　００／２８０５２、ＷＯ　００／７７２２９、ＷＯ　０１／１２７８２、ＷＯ　
０１／１２８２６、ＷＯ　０２／１０１０５９、ＷＯ　０３／０７１８６０、ＷＯ　２０
０４／０５６９９９、ＷＯ　２００５／０３０９４２、ＷＯ　２００５／０３０９４１、
ＷＯ　２００５／０９５６３２、ＷＯ　２００５／０９５６１７、ＷＯ　２００５／０９
５６１９、ＷＯ　２００５／０９５６１８、ＷＯ　２００５／１２３９２７、ＷＯ　２０
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０６／０１８３１９、ＷＯ　２００６／１０３１０７、ＷＯ　２００６／１０８７０２、
ＷＯ　２００７／００９８２３、ＷＯ　００／２２１４０、ＷＯ　２００６／０６３８６
２、ＷＯ　２００６／０７２６０３、ＷＯ　０２／０３４９２３、ＥＰ　０６０９０１３
４．５、ＥＰ　０６０９０２２８．５、ＥＰ　０６０９０２２７．７、ＥＰ　０７０９０
００７．１、ＥＰ　０７０９０００９．７、ＷＯ　０１／１４５６９、ＷＯ　０２／７９
４１０、ＷＯ　０３／３３５４０、ＷＯ　２００４／０７８９８３、ＷＯ　０１／１９９
７５、ＷＯ　９５／２６４０７、ＷＯ　９６／３４９６８、ＷＯ　９８／２０１４５、Ｗ
Ｏ　９９／１２９５０、ＷＯ　９９／６６０５０、ＷＯ　９９／５３０７２、ＵＳ　６，
７３４，３４１、ＷＯ　００／１１１９２、ＷＯ　９８／２２６０４、ＷＯ　９８／３２
３２６、ＷＯ　０１／９８５０９、ＷＯ　０１／９８５０９、ＷＯ　２００５／００２３
５９、ＵＳ　５，８２４，７９０、ＵＳ　６，０１３，８６１、ＷＯ　９４／０４６９３
、ＷＯ　９４／０９１４４、ＷＯ　９４／１１５２０、ＷＯ　９５／３５０２６、ＷＯ　
９７／２０９３６に開示されている；
　（２）　非澱粉炭水化物ポリマーを合成するか又は遺伝子組換えがなされていない野生
型植物と比較して改変された特性を有する非澱粉炭水化物ポリマーを合成するトランスジ
ェニック植物。その例は、ポリフルクトース（特に、イヌリン型及びレバン型のポリフル
クトース）を産生する植物（ＥＰ　０６６３９５６、ＷＯ　９６／０１９０４、ＷＯ　９
６／２１０２３、ＷＯ　９８／３９４６０及びＷＯ　９９／２４５９３に開示されている
）、α－１，４－グルカン類を産生する植物（ＷＯ　９５／３１５５３、ＵＳ　２００２
０３１８２６、ＵＳ　６，２８４，４７９、ＵＳ　５，７１２，１０７、ＷＯ　９７／４
７８０６、ＷＯ　９７／４７８０７、ＷＯ　９７／４７８０８及びＷＯ　００／１４２４
９に開示されている）、α－１，６－分枝　α－１，４－グルカン類を産生する植物（Ｗ
Ｏ　００／７３４２２に開示されている）、及び、アルテルナンを産生する植物（ＷＯ　
００／４７７２７、ＷＯ　００／７３４２２、ＥＰ　０６０７７３０１．７、ＵＳ　５，
９０８，９７５及びＥＰ　０７２８２１３などに開示されている）である；
　（３）　ヒアルロナンを産生するトランスジェニック植物（例えば、ＷＯ　２００６／
０３２５３８、ＷＯ　２００７／０３９３１４、ＷＯ　２００７／０３９３１５、ＷＯ　
２００７／０３９３１６、ＪＰ　２００６３０４７７９及びＷＯ　２００５／０１２５２
９などに開示されている）。
【０１０８】
　（４）　トランスジェニック植物又はハイブリッド植物、例えば、「可溶性固形物高含
有量」、「低辛味」（ＬＰ）及び／又は「長期保存」（ＬＳ）などの特性を有するタマネ
ギ（米国特許出願第１２／０２０，３６０号及び米国特許出願第６１／０５４，０２６号
に記述されている）。
【０１０９】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、改変された繊維特性を有する植物（例え
ば、ワタ植物）である。そのよう植物は、遺伝的形質転換によって得ることができるか、
又は、そのような改変された繊維特性を付与する突然変異を含んでいる植物を選抜するこ
とによって得ることができる。そのような植物としては、以下のものなどがある：
　（ａ）　改変された形態のセルロースシンターゼ遺伝子を含んでいる植物（例えば、ワ
タ植物）（ＷＯ　９８／００５４９に記述されている）；
　（ｂ）　改変された形態のｒｓｗ２相同核酸又はｒｓｗ３相同核酸を含んでいる植物（
例えば、ワタ植物）（ＷＯ　２００４／０５３２１９に記述されている）；
　（ｃ）　スクロースリン酸シンターゼの発現が増大している植物（例えば、ワタ植物）
（ＷＯ　０１／１７３３３に記述されている）；
　（ｄ）　スクロースシンターゼの発現が増大している植物（例えば、ワタ植物）（ＷＯ
　０２／４５４８５に記述されている）；
　（ｅ）　繊維細胞に基づいた原形質連絡のゲーティングのタイミングが（例えば、繊維
選択的β－１，３－グルカナーゼのダウンレギュレーションを介して）改変されている植
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物（例えば、ワタ植物）（ＷＯ　２００５／０１７１５７に記述されているか、又は、Ｅ
Ｐ　０８０７５５１４．３若しくは米国特許出願第６１／１２８，９３８号に記述されて
いる）；
　（ｆ）　反応性が（例えば、ｎｏｄＣを包含するＮ－アセチルグルコサミントランスフ
ェラーゼ遺伝子の発現及びキチンシンターゼ遺伝子の発現を介して）改変されている繊維
を有する植物（例えば、ワタ植物）（ＷＯ　２００６／１３６３５１に記述されている）
。
【０１１０】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、改変されたオイルプロフィール特性を有
する植物（例えば、ナタネ植物又は関連するアブラナ属植物）である。そのよう植物は、
遺伝的形質転換によって得ることができるか、又は、そのような改変されたオイル特性を
付与する突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。そのよう
な植物としては、以下のものなどがある：
　（ａ）　オレイン酸含有量が高いオイルを産生する植物（例えば、ナタネ植物）（例え
ば、ＵＳ　５，９６９，１６９、ＵＳ　５，８４０，９４６、ＵＳ　６，３２３，３９２
又はＵＳ　６，０６３，９４７などに記載されている）；
　（ｂ）　リノレン酸含有量が低いオイルを産生する植物（例えば、ナタネ植物）（ＵＳ
　６，２７０，８２８、ＵＳ　６，１６９，１９０又はＵＳ　５，９６５，７５５に記載
されている）；
　（ｃ）　飽和脂肪酸のレベルが低いオイルを産生する植物（例えば、ナタネ植物）（例
えば、米国特許第５，４３４，２８３号又は米国特許出願第１２／６６８３０３号などに
記載されている）。
【０１１１】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、ウイルス抵抗性〔例えば、ジャガイモウ
イルスＹに対するウイルス抵抗性（イベントＳＹ２３０、及び、イベントＳＹ２３３：製
造元「Ｔｅｃｎｏｐｌａｎｔ，　Ａｒｇｅｎｔｉｎａ」）〕を示す植物（例えば、ジャガ
イモ）、又は、耐病性〔例えば、ジャガイモ疫病に対する耐病性（例えば、ＲＢ遺伝子）
〕を示す植物（例えば、ジャガイモ）、又は、低温糖化の低減（Ｎｔ－Ｉｎｈｈ，　ＩＩ
Ｒ－ＩＮＶ遺伝子を有している）を示す植物（例えば、ジャガイモ）、又は、矮性表現型
（Ｇｅｎｅ　Ａ－２０　オキシダーゼ）を有している植物（例えば、ジャガイモ）である
。
【０１１２】
　本発明に従って同様に処理し得る植物又は植物品種（遺伝子工学などの植物バイオテク
ノロジー法によって得ることができるもの）は、改変された種子脱粒特性を有する植物（
例えば、ナタネ植物又は関連するアブラナ属植物）である。そのよう植物は、遺伝的形質
転換によって得ることができるか、又は、そのような改変された種子脱粒特性を付与する
突然変異を含んでいる植物を選抜することによって得ることができる。そのような植物と
しては、種子の脱粒が遅延されているか又は低減されている植物（例えば、ナタネ植物）
などがある（米国特許出願第６１／１３５，２３０号及びＥＰ　０８０７５６４８．９、
ＷＯ　０９／０６８３１３及びＷＯ　１０／００６７３２に記述されている）。
【０１１３】
　本発明に従って処理し得る特に有用なトランスジェニック植物は、アメリカ合衆国内に
おける規制除外（ｎｏｎ－ｒｅｇｕｌａｔｅｄ　ｓｔａｔｕｓ）についてのアメリカ合衆
国農務省（ＵＳＤＡ）の動植物検疫局（ＡＰＨＩＳ）に対する申請の対象である（ここで
、そのような申請は、許可されているか又は審理中である）、形質転換イベント又は形質
転換イベントの組合せを含んでいる植物である。いつ何時でも、この情報は、ＡＰＨＩＳ
（４７００　Ｒｉｖｅｒ　Ｒｏａｄ　Ｒｉｖｅｒｄａｌｅ，　ＭＤ　２０７３７，ＵＳＡ
）から、例えば、そのインターネットサイト（ＵＲＬ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｐｈｉ
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ｓ．ｕｓｄａ．ｇｏｖ／ｂｒｓ／ｎｏｔ＿ｒｅｇ．ｈｔｍｌ）において、容易に入手する
ことができる。本出願の出願日においてＡＰＨＩＳが審理中であるか又はＡＰＨＩＳによ
って許可された規制除外に対する申請は、下記情報を含んでいる表Ｂに記載されている申
請であった：
－　申請：　当該申請の識別番号。形質転換イベントについての技術的な記述は、ＡＰＨ
ＩＳから（例えば、ＡＰＨＩＳのウェブサイトにおいて、該申請番号を参照することによ
って）入手可能な個々の申請書類の中に見いだすことができる。それらの記述は、参照に
よって本明細書中に組み入れる。
－　申請の拡張：　拡張が請求されている、先の申請についての言及。
－　会社：　当該申請を提出している事業体の名称。
－　規制物：　関連する植物種。
－　トランスジェニック表現型：　形質転換イベントによって植物に付与された形質。
－　形質転換イベント又はライン：　規制除外が請求されている１つ又は複数のイベント
（場合により、ラインとも称される）の名称。
－　ＡＰＨＩＳ文書：　ＡＰＨＩＳに請求することが可能な、申請に関してＡＰＨＩＳに
よって刊行されている種々の文書。
【０１１４】
　単一の形質転換イベント又は形質転換イベントの組合せを含んでいる特に有用なさらな
る植物は、例えば、国又は地域のさまざまな規制機関によるデータベースに記載されてい
る〔例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｇｍｏｉｎｆｏ．ｊｒｃ．ｉｔ／ｇｍｐ＿ｂｒｏｗｓｅ．
ａｓｐｘ」及び「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｇｂｉｏｓ．ｃｏｍ／ｄｂａｓｅ．ｐｈｐ」
を参照されたい〕。
【０１１５】
　本発明は、さらに、下記のものを包含する、形質転換イベント又は形質転換イベントの
組合せを含んでいて例えば国又は地域のさまざまな規制機関によるデータベースに記載さ
れている植物における線虫を防除するためのフルオピラム及びフルオピラム含有組成物の
使用にも関する：イベント１１４３－１４Ａ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ
２００６／１２８５６９に記載されている）；イベント１１４３－５１Ｂ（ワタ、昆虫防
除、寄託されていない、ＷＯ２００６／１２８５７０に記載されている）；イベント１４
４５（ワタ、除草剤耐性、寄託されていない、ＵＳ２００２１２０９６４又はＷＯ２００
２／０３４９４６に記載されている）；イベント１７０５３（イネ、除草剤耐性、ＰＴＡ
－９８４３として寄託されている、ＷＯ２０１０／１１７７３７に記載されている）；イ
ベント１７３１４（イネ、除草剤耐性、ＰＴＡ－９８４４として寄託されている、ＷＯ２
０１０／１１７７３５に記載されている）；イベント２８１－２４－２３６（ワタ、昆虫
防除－除草剤耐性、ＰＴＡ－６２３３として寄託されている、ＷＯ２００５／１０３２６
６又はＵＳ２００５２１６９６９に記載されている）；イベント３００６－２１０－２３
（ワタ、昆虫防除－除草剤耐性、ＰＴＡ－６２３３として寄託されている、ＵＳ２００７
１４３８７６又はＷＯ２００５／１０３２６６に記載されている）；イベント３２７２（
トウモロコシ、品質形質、ＰＴＡ－９９７２として寄託されている、ＷＯ２００６０９８
９５２又はＵＳ２００６２３０４７３に記載されている）；イベント４０４１６（トウモ
ロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１１５０８として寄託されている、
ＷＯ２０１１／０７５５９３に記載されている）；イベント４３Ａ４７（トウモロコシ、
昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１１５０９として寄託されている、ＷＯ２０
１１／０７５５９５に記載されている）；イベント５３０７（トウモロコシ、昆虫防除、
ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９５６１として寄託されている、ＷＯ２０１０／０７７８１６に記載
されている）；イベントＡＳＲ－３６８（ベントグラス、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ
－４８１６として寄託されている、ＵＳ２００６１６２００７又はＷＯ２００４０５３０
６２に記載されている）；イベントＢ１６（トウモロコシ、除草剤耐性、寄託されていな
い、ＵＳ２００３１２６６３４に記載されている）；イベントＢＰＳ－ＣＶ１２７－９（
ダイズ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ　Ｎｏ．４１６０３として寄託されている、ＷＯ２０１
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０／０８０８２９に記載されている）；イベントＣＥ４３－６７Ｂ（ワタ、昆虫防除、Ｄ
ＳＭ　ＡＣＣ２７２４として寄託されている、ＵＳ２００９２１７４２３又はＷＯ２００
６／１２８５７３に記載されている）；イベントＣＥ４４－６９Ｄ（ワタ、昆虫防除、寄
託されていない、ＵＳ２０１０００２４０７７に記載されている）；イベントＣＥ４４－
６９Ｄ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００６／１２８５７１に記載されて
いる）；イベントＣＥ４６－０２Ａ（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００６
／１２８５７２に記載されている）；イベントＣＯＴ１０２（ワタ、昆虫防除、寄託され
ていない、ＵＳ２００６１３０１７５又はＷＯ２００４０３９９８６に記載されている）
；イベントＣＯＴ２０２（ワタ、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ２００７０６７８６
８又はＷＯ２００５０５４４７９に記載されている）；イベントＣＯＴ２０３（ワタ、昆
虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００５／０５４４８０に記載されている）；イベント
ＤＡＳ４０２７８（トウモロコシ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－１０２４４として寄
託されている、ＷＯ２０１１／０２２４６９に記載されている）；イベントＤＡＳ－５９
１２２－７（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ　１１３８４とし
て寄託されている、ＵＳ２００６０７０１３９に記載されている）；イベントＤＡＳ－５
９１３２（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、寄託されていない、ＷＯ２００９／１
００１８８に記載されている）；イベントＤＡＳ６８４１６（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴ
ＣＣ　ＰＴＡ－１０４４２として寄託されている、ＷＯ２０１１／０６６３８４又はＷＯ
２０１１／０６６３６０に記載されている）；イベントＤＰ－０９８１４０－６（トウモ
ロコシ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８２９６として寄託されている、ＵＳ２００９
１３７３９５又はＷＯ２００８／１１２０１９に記載されている）；イベントＤＰ－３０
５４２３－１（ダイズ、品質形質、寄託されていない、ＵＳ２００８３１２０８２又はＷ
Ｏ２００８／０５４７４７に記載されている）；イベントＤＰ－３２１３８－１（トウモ
ロコシ、ハイブリダイゼーション系、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９１５８として寄託されている
、ＵＳ２００９０２１０９７０又はＷＯ２００９／１０３０４９に記載されている）；イ
ベントＤＰ－３５６０４３－５（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８２８７とし
て寄託されている、ＵＳ２０１００１８４０７９又はＷＯ２００８／００２８７２に記載
されている）；イベントＥＥ－１（ナス、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００７／
０９１２７７に記載されている）；イベントＦＩ１１７（トウモロコシ、除草剤耐性、Ａ
ＴＣＣ　２０９０３１として寄託されている、ＵＳ２００６０５９５８１又はＷＯ１９９
８／０４４１４０に記載されている）；イベントＧＡ２１（トウモロコシ、除草剤耐性、
ＡＴＣＣ　２０９０３３として寄託されている、ＵＳ２００５０８６７１９又はＷＯ１９
９８／０４４１４０に記載されている）；イベントＧＧ２５（トウモロコシ、除草剤耐性
、ＡＴＣＣ　２０９０３２として寄託されている、ＵＳ２００５１８８４３４又はＷＯ１
９９８／０４４１４０に記載されている）；イベントＧＨＢ１１９（ワタ、昆虫防除－除
草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８３９８として寄託されている、ＷＯ２００８／１５１７
８０に記載されている）；イベントＧＨＢ６１４（ワタ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ
－６８７８として寄託されている、ＵＳ２０１００５０２８２又はＷＯ２００７／０１７
１８６に記載されている）；イベントＧＪ１１（トウモロコシ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　
２０９０３０として寄託されている、ＵＳ２００５１８８４３４又はＷＯ１９９８／０４
４１４０に記載されている）；イベントＧＭ　ＲＺ１３（テンサイ、ウイルス抵抗性、Ｎ
ＣＩＭＢ－４１６０１として寄託されている、ＷＯ２０１０／０７６２１２に記載されて
いる）；イベントＨ７－１（テンサイ、除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ　４１１５８又はＮＣＩ
ＭＢ　４１１５９として寄託されている、ＵＳ２００４１７２６６９又はＷＯ２００４／
０７４４９２に記載されている）；イベントＪＯＰＬＩＮ１（コムギ、耐病性、寄託され
ていない、ＵＳ２００８０６４０３２に記載されている）；イベントＬＬ２７（ダイズ、
除草剤耐性、ＮＣＩＭＢ４１６５８として寄託されている、ＷＯ２００６／１０８６７４
又はＵＳ２００８３２０６１６に記載されている）；イベントＬＬ５５（ダイズ、除草剤
耐性、ＮＣＩＭＢ　４１６６０として寄託されている、ＷＯ２００６／１０８６７５又は
ＵＳ２００８１９６１２７に記載されている）；イベントＬＬワタ２５（ワタ、除草剤耐
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性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－３３４３として寄託されている、ＷＯ２００３０１３２２４又は
ＵＳ２００３０９７６８７に記載されている）；イベントＬＬＲＩＣＥ０６（イネ、除草
剤耐性、ＡＴＣＣ－２３３５２として寄託されている、ＵＳ６４６８７４７又はＷＯ２０
００／０２６３４５に記載されている）；イベントＬＬＲＩＣＥ６０１（イネ、除草剤耐
性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２６００として寄託されている、ＵＳ２００８２２８９０６０又
はＷＯ２０００／０２６３５６に記載されている）；イベントＬＹ０３８（トウモロコシ
、品質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－５６２３として寄託されている、ＵＳ２００７０２８３
２２又はＷＯ２００５０６１７２０に記載されている）；イベントＭＩＲ１６２（トウモ
ロコシ、昆虫防除、ＰＴＡ－８１６６として寄託されている、ＵＳ２００９３００７８４
又はＷＯ２００７／１４２８４０に記載されている）；イベントＭＩＲ６０４（トウモロ
コシ、昆虫防除、寄託されていない、ＵＳ２００８１６７４５６又はＷＯ２００５１０３
３０１に記載されている）；イベントＭＯＮ１５９８５（ワタ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　Ｐ
ＴＡ－２５１６として寄託されている、ＵＳ２００４－２５０３１７又はＷＯ２００２／
１００１６３に記載されている）；イベントＭＯＮ８１０（トウモロコシ、昆虫防除、寄
託されていない、ＵＳ２００２１０２５８２に記載されている）；イベントＭＯＮ８６３
（トウモロコシ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２６０５として寄託されている、ＷＯ２
００４／０１１６０１又はＵＳ２００６０９５９８６に記載されている）；イベントＭＯ
Ｎ８７４２７（トウモロコシ、授粉制御、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－７８９９として寄託されて
いる、ＷＯ２０１１／０６２９０４に記載されている）；イベントＭＯＮ８７４６０（ト
ウモロコシ、ストレス耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８９１０として寄託されている、ＷＯ２
００９／１１１２６３又はＵＳ２０１１０１３８５０４に記載されている）；イベントＭ
ＯＮ８７７０１（ダイズ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８１９４として寄託されている
、ＵＳ２００９１３００７１又はＷＯ２００９／０６４６５２に記載されている）；イベ
ントＭＯＮ８７７０５（ダイズ、品質形質－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９２４１と
して寄託されている、ＵＳ２０１０００８０８８７又はＷＯ２０１０／０３７０１６に記
載されている）；イベントＭＯＮ８７７０８（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ９
６７０として寄託されている、ＷＯ２０１１／０３４７０４に記載されている）；イベン
トＭＯＮ８７７５４（ダイズ、品質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－９３８５として寄託されて
いる、ＷＯ２０１０／０２４９７６に記載されている）；イベントＭＯＮ８７７６９（ダ
イズ、品質形質、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８９１１として寄託されている、ＵＳ２０１１００
６７１４１又はＷＯ２００９／１０２８７３に記載されている）；イベントＭＯＮ８８０
１７（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－５５８２として寄託さ
れている、ＵＳ２００８０２８４８２又はＷＯ２００５／０５９１０３に記載されている
）；イベントＭＯＮ８８９１３（ワタ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－４８５４として
寄託されている、ＷＯ２００４／０７２２３５又はＵＳ２００６０５９５９０に記載され
ている）；イベントＭＯＮ８９０３４（トウモロコシ、昆虫防除、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－７
４５５として寄託されている、ＷＯ２００７／１４０２５６又はＵＳ２００８２６０９３
２に記載されている）；イベントＭＯＮ８９７８８（ダイズ、除草剤耐性、ＡＴＣＣ　Ｐ
ＴＡ－６７０８として寄託されている、ＵＳ２００６２８２９１５又はＷＯ２００６／１
３０４３６に記載されている）；イベントＭＳ１１（ナタネ、授粉制御－除草剤耐性、Ａ
ＴＣＣ　ＰＴＡ－８５０又はＰＴＡ－２４８５として寄託されている、ＷＯ２００１／０
３１０４２に記載されている）；イベントＭＳ８（ナタネ、授粉制御－除草剤耐性、ＡＴ
ＣＣ　ＰＴＡ－７３０として寄託されている、ＷＯ２００１／０４１５５８又はＵＳ２０
０３１８８３４７に記載されている）；イベントＮＫ６０３（トウモロコシ、除草剤耐性
、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－２４７８として寄託されている、ＵＳ２００７－２９２８５４に記
載されている）；イベントＰＥ－７（イネ、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００８
／１１４２８２に記載されている）；イベントＲＦ３（ナタネ、授粉制御－除草剤耐性、
ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－７３０として寄託されている、ＷＯ２００１／０４１５５８又はＵＳ
２００３１８８３４７に記載されている）；イベントＲＴ７３（ナタネ、除草剤耐性、寄
託されていない、ＷＯ２００２／０３６８３１又はＵＳ２００８０７０２６０に記載され
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ている）；イベントＴ２２７－１（テンサイ、除草剤耐性、寄託されていない、ＷＯ２０
０
２／４４４０７又はＵＳ２００９２６５８１７に記載されている）；イベントＴ２５（ト
ウモロコシ、除草剤耐性、寄託されていない、ＵＳ２００１０２９０１４又はＷＯ２００
１／０５１６５４に記載されている）；イベントＴ３０４－４０（ワタ、昆虫防除－除草
剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－８１７１として寄託されている、ＵＳ２０１００７７５０１
又はＷＯ２００８／１２２４０６に記載されている）；イベントＴ３４２－１４２（ワタ
、昆虫防除、寄託されていない、ＷＯ２００６／１２８５６８に記載されている）；イベ
ントＴＣ１５０７（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、寄託されていない、ＵＳ２０
０５０３９２２６又はＷＯ２００４／０９９４４７に記載されている）；イベントＶＩＰ
１０３４（トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、ＡＴＣＣ　ＰＴＡ－３９２５として寄
託されている、ＷＯ２００３／０５２０７３に記載されている）、イベント３２３１６（
トウモロコシ、昆虫防除－除草剤耐性、ＰＴＡ－１１５０７として寄託されている、ＷＯ
２０１１／０８４６３２に記載されている）、イベント４１１４（トウモロコシ、昆虫防
除－除草剤耐性、ＰＴＡ－１１５０６として寄託されている、ＷＯ２０１１／０８４６２
１に記載されている）。
【０１１６】
　本発明は、さらに、下記表Ａに記載されているイベントのうちの１つ以上を有している
植物における線虫を防除するためのフルオピラム及びフルオピラム含有組成物の使用にも
関する：
【０１１７】
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【表１】
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　製剤
　本発明による組成物の中に含ませることができる適切な増量剤及び／又は界面活性剤は
、植物処理組成物中で慣習的に使用され得る全ての製剤助剤である。
【０１１８】
　本発明による組成物の中で、フルオピラムと群（Ｂ）の農薬活性化合物の比率は、比較
的広い範囲内で変えることができる。農薬活性化合物の１重量部当たり、一般に、０．０
２～２．０重量部、好ましくは、０．０５～１．０重量部のフルオピラムを使用する。
【０１１９】
　本発明に従って使用することが可能な式（Ｉ）で表される活性化合物を使用する場合、
その施用量は、施用のタイプに応じて、特定の範囲内で変えることができる。種子を処理
する場合、式（Ｉ）で表される活性化合物の施用量は、一般に、種子１ｋｇ当たり１０～
１００００ｍｇであり、好ましくは、種子１ｋｇ当たり１０～３００ｍｇである。固形製
剤で使用する場合、式（Ｉ）で表される活性化合物の施用量は、製剤１ｋｇ当たり２０～
８００ｍｇであり、好ましくは、製剤１ｋｇ当たり３０～７００ｍｇである。
【０１２０】
　本発明によれば、担体は、特に植物又は植物の部分又は種子への施用に関して、適用性
を良好にするために、当該活性化合物と混合させるか又は合する天然又は合成の有機物質
又は無機物質を意味するものと理解される。このような担体（ここで、該担体は、固体又
は液体であり得る）は、一般に、不活性であり、そして、農業において使用するのに適し
ているべきである。
【０１２１】
　適切な固体担体は、以下のものである：例えば、アンモニウム塩、並びに、粉砕された
天然鉱物、例えば、カオリン、クレー、タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、モ
ンモリロナイト又はケイ藻土、並びに、粉砕された合成鉱物、例えば、微粉砕シリカ、ア
ルミナ及び天然又は合成のシリケート、樹脂、蝋、固形肥料、水、アルコール、特に、ブ
タノール、有機溶媒、鉱油及び植物油、並びに、それらの誘導体。そのような担体の混合
物も使用し得る。粒剤に適している固体担体は、以下のものである：例えば、粉砕して分
別した天然鉱物、例えば、方解石、大理石、軽石、海泡石、苦灰岩、並びに、さらに、無
機及び有機の粗挽き粉からなる合成顆粒、並びに、さらに、おがくず、ココナッツ殻、ト
ウモロコシ穂軸及びタバコの葉柄などの有機材料からなる顆粒。適切な乳化剤及び／又は
泡形成剤は、以下のものである：例えば、非イオン性及びアニオン性の乳化剤、例えば、
ポリオキシエチレン脂肪酸エステル類、ポリオキシエチレン脂肪アルコールエーテル類、
例えば、アルキルアリールポリグリコールエーテル類、アルキルスルホネート類、アルキ
ルスルフェート類、アリールスルホネート類、及び、さらに、タンパク質加水分解物。適
切な分散剤は、以下のものである：例えば、リグノスルファイト廃液及びメチルセルロー
ス。
【０１２２】
　適切な液化ガス状の増量剤又は担体は、周囲温度及び大気圧下では気体である液体、例
えば、エーロゾル噴射剤、例えば、ブタン、プロパン、窒素及び二酸化炭素などである。
【０１２３】
　上記製剤において、粘着性付与剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、並びに、粉
末及び顆粒及びラテックスの形態にある天然ポリマー及び合成ポリマー、例えば、アラビ
アゴム、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、又は、天然のリン脂質、例えば、セフ
ァリン及びレシチン、及び、合成リン脂質などを使用することができる。可能な別の添加
剤は、鉱油及び植物油である。
【０１２４】
　使用する増量剤が水である場合、例えば、有機溶媒を補助溶媒として使用することも可
能である。適する液体溶媒は、本質的に、以下のものである：芳香族化合物、例えば、キ
シレン、トルエン又はアルキルナフタレン類、塩素化芳香族化合物又は塩素化脂肪族炭化
水素、例えば、クロロベンゼン類、クロロエチレン類又は塩化メチレン、脂肪族炭化水素
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、例えば、シクロヘキサン又はパラフィン類、例えば、鉱油留分、鉱油及び植物油、アル
コール類、例えば、ブタノール又はグリコールとそれらのエーテル及びエステル、ケトン
類、例えば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン又はシクロヘキサ
ノン、強極性溶媒、例えば、ジメチルホルムアミド及びジメチルスルホキシド、及び、さ
らに、水。
【０１２５】
　本発明による組成物には、例えば界面活性剤などの、さらなる付加的な成分も含有させ
ることができる。適切な界面活性剤は、イオン特性若しくは非イオン特性を有する乳化剤
、分散剤又は湿潤剤であるか、又は、そのような界面活性剤の混合物である。これらの界
面活性剤の例は、以下のものである：ポリアクリル酸の塩、リグノスルホン酸の塩、フェ
ノールスルホン酸若しくはナフタレンスルホン酸の塩、エチレンオキシドと脂肪アルコー
ルの重縮合物若しくはエチレンオキシドと脂肪酸の重縮合物若しくはエチレンオキシドと
脂肪アミンの重縮合物、置換されているフェノール（好ましくは、アルキルフェノール又
はアリールフェノール）、スルホコハク酸エステルの塩、タウリン誘導体（好ましくは、
アルキルタウレート）、ポリエトキシ化アルコールのリン酸エステル若しくはポリエトキ
シ化フェノールのリン酸エステル、ポリオールの脂肪酸エステル、並びに、硫酸アニオン
、スルホン酸アニオン及びリン酸アニオンを含んでいる該化合物の誘導体。該活性化合物
のうちの１種類及び／又は該不活性担体のうちの１種類が水不溶性であり且つ施用が水で
行われる場合は、界面活性剤を存在させることが必要である。界面活性剤の割合は、本発
明による組成物の５重量％～４０重量％である。
【０１２６】
　着色剤、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタン、プルシアンブルー（Ｐｒｕ
ｓｓｉａｎ　ｂｌｕｅ）、並びに、有機染料、例えば、アリザリン染料、アゾ染料及び金
属フタロシアニン染料、並びに、微量栄養素、例えば、鉄塩、マンガン塩、ホウ素塩、銅
塩、コバルト塩、モリブデン塩及び亜鉛塩などを使用することができる。
【０１２７】
　適切な場合には、付加的な別の成分、例えば、保護コロイド、結合剤、粘着剤、増粘剤
、揺変性物質、浸透剤、安定化剤、金属イオン封鎖剤、錯体形成物質なども存在させるこ
とができる。一般的に、該活性化合物は、製剤目的で慣習的に使用される固体又は液体の
任意の添加剤と組み合わせることが可能である。
【０１２８】
　一般に、本発明による組成物は、０．０５～９９重量％の本発明による活性化合物組合
せを含有し、好ましくは、１０～７０重量％、特に好ましくは、２０～５０重量％、最も
好ましくは、２５重量％の、本発明による活性化合物組合せを含有する。
【０１２９】
　本発明による活性化合物組合せ又は組成物は、そのままで使用することが可能であるか
、又は、それらのそれぞれの物理的及び／若しくは化学的特性に応じて、以下のようなそ
れらの製剤の形態若しくはその製剤から調製される使用形態で使用することが可能である
：エーロゾル剤、カプセル懸濁液剤、冷煙霧濃厚剤（ｃｏｌｄ－ｆｏｇｇｉｎｇ　ｃｏｎ
ｃｅｎｔｒａｔｅ）、温煙霧濃厚剤（ｗａｒｍ－ｆｏｇｇｉｎｇ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔ
ｅ）、カプセル化粒剤、細粒剤、種子処理用フロアブル剤、即時使用可能な溶液剤（ｒｅ
ａｄｙ－ｔｏ－ｕｓｅ　ｓｏｌｕｔｉｏｎ）、散粉性粉末剤、乳剤、水中油型エマルショ
ン剤、油中水型エマルション剤、大型粒剤、微粒剤、油分散性粉末剤、油混和性フロアブ
ル剤、油混和性液剤、泡剤（ｆｏａｍ）、ペースト剤、農薬粉衣種子（ｐｅｓｔｉｃｉｄ
ｅ－ｃｏａｔｅｄ　ｓｅｅｄ）、懸濁製剤（ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａ
ｔｅ）、サスポエマルション製剤、可溶性濃厚剤（ｓｏｌｕｂｌｅ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａ
ｔｅ）、懸濁液剤（ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ）、水和剤、可溶性粉末剤（ｓｏｌｕｂｌｅ　
ｐｏｗｄｅｒ）、粉剤及び粒剤、水溶性顆粒剤又は錠剤、種子処理用水溶性粉末剤、水和
剤、活性化合物が含浸されている天然生成物及び合成物質、並びに、さらに、ポリマー物
質中にマイクロカプセル化されているもの及び種子用のコーティング物質中にマイクロカ
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プセル化されているもの、並びに、さらに、ＵＬＶ冷煙霧製剤（ＵＬＶ　ｃｏｌｄ－ｆｏ
ｇｇｉｎｇ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ）及びＵＬＶ温煙霧製剤（ＵＬＶ　ｗａｒｍ－ｆｏ
ｇｇｉｎｇ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ）。
【０１３０】
　上記製剤は、自体公知の方法で、例えば、当該活性化合物又は活性化合物組合せを少な
くとも１種類の添加剤と混合させることによって、調製することができる。適切な添加剤
は、慣習的な全ての製剤助剤、例えば、有機溶媒、増量剤（ｅｘｔｅｎｄｅｒ）、溶媒又
は希釈剤、固体担体及び増量剤（ｆｉｌｌｅｒ）、界面活性剤（例えば、アジュバント、
乳化剤、分散剤、保護コロイド、湿潤剤、及び、粘着性付与剤）、分散剤及び／又は結合
剤又は固着剤、防腐剤、染料及び顔料、消泡剤、無機増粘剤及び有機増粘剤、撥水剤、適
切な場合には、乾燥剤及び紫外線安定剤、ジベレリン類、及び、さらに、水、及び、さら
なる加工助剤などである。いずれの場合にも調製しようとする製剤の型に応じて、例えば
、湿式粉砕、乾式粉砕又は造粒などの、さらなる加工段階が必要なこともあり得る。
【０１３１】
　存在させることができる有機希釈剤は、当該目的のために慣習的に使用される極性及び
非極性の全ての有機溶媒である。好ましいものは、以下のものである：ケトン類、例えば
、メチルイソブチルケトン及びシクロヘキサノン、さらに、アミド類、例えば、ジメチル
ホルムアミド及びアルカンカルボキサミド類、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルデカンアミド及
びＮ，Ｎ－ジメチルオクタンアミド、さらに、環状化合物、例えば、Ｎ－メチルピロリド
ン、Ｎ－オクチルピロリドン、Ｎ－ドデシルピロリドン、Ｎ－オクチルカプロラクタム、
Ｎ－ドデシルカプロラクタム及びブチロラクトン、さらに、強極性溶媒、例えば、ジメチ
ルスルホキシド、さらに、芳香族炭化水素類、例えば、キシレン、ＳｏｌｖｅｓｓｏＴＭ

、鉱油、例えば、ホワイトスピリット、石油、アルキルベンゼン類及びスピンドル油、さ
らに、エステル類、例えば、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、アジ
ピン酸ジブチル、酢酸ヘキシル、酢酸ヘプチル、クエン酸トリ－ｎ－ブチル及びフタル酸
ジ－ｎ－ブチル、さらに、アルコール類、例えば、ベンジルアルコール及び１－メトキシ
－２－プロパノール。
【０１３２】
　粒剤に適している固体担体は、以下のものである：例えば、粉砕して分別した天然鉱物
、例えば、方解石、大理石、軽石、海泡石、苦灰石、並びに、さらに、無機及び有機の粗
挽き粉からなる合成顆粒、並びに、さらに、おがくず、ココナッツ殻、トウモロコシ穂軸
及びタバコの葉柄などの有機材料からなる顆粒。
【０１３３】
　適切な界面活性剤（アジュバント、乳化剤、分散剤、保護コロイド、湿潤剤及び粘着性
付与剤）は、慣習的なイオン性物質及び非イオン性物質である。挙げることができる例は
、以下のものである：エトキシ化ノニルフェノール類、直鎖アルコール又は分枝鎖アルコ
ールのポリアルキレングリコールエーテル類、アルキルフェノールとエチレンオキシド及
び／若しくはプロピレンオキシドとの反応生成物、脂肪族アミンとエチレンオキシド及び
／若しくはプロピレンオキシドとの反応生成物、さらに、脂肪族エステル類、アルキルス
ルホネート類、アルキルスルフェート類、アルキルエーテルスルフェート類、アルキルエ
ーテルホスフェート類、アリールスルフェート類、エトキシ化アリールアルキルフェノー
ル類、例えば、トリスチリルフェノールエトキシレート類、さらに、エトキシ化及びプロ
ポイキシ化アリールアルキルフェノール類、並びに、さらに、硫酸化若しくはリン酸化ア
リールアルキルフェノールエトキシレート類又はエトキシレート及びプロポキシレート類
。さらに、以下のものを挙げることができる：天然及び合成の水溶性ポリマー、例えば、
リグノスルホネート類、ゼラチン、アラビアゴム、リン脂質、澱粉、疎水性化工澱粉及び
セルロース誘導体、特に、セルロースエステル類及びセルロースエーテル類、さらに、ポ
リビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルピロリドン、ポリアクリル酸、ポリメ
タクリル酸及び（メタ）アクリル酸と（メタ）アクリル酸エステルのコポリマー、さらに
、アルカリ金属水酸化物で中和されたメタクリル酸とメタクリル酸エステルのコポリマー
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、及び、場合により置換されていてもよいナフタレンスルホン酸塩とホルムアルデヒドの
縮合物。
【０１３４】
　適切な固体増量剤及び担体は、作物保護組成物において当該目的のために慣習的に使用
される全ての物質である。無機粒子、例えば、０．００５～２０μｍ（特に好ましくは、
０．０２～１０μｍ）の平均粒径を有するカルボネート類、シリケート類、スルフェート
類及び酸化物などを、好ましいものとして挙げることができる。挙げることができる例は
、以下のものである：硫酸アンモニウム、リン酸アンモニウム、尿素、炭酸カルシウム、
硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、酸化マグネシウム、酸化アルミニウム、二酸化ケイ
素、微粉化ケイ酸、シリカゲル、天然及び合成のシリケート類及びアルモシリケート類、
並びに、植物性産物、例えば、穀類粗挽き粉、木粉及びセルロース粉末。
【０１３５】
　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる適切な着色剤には
、そのような目的に関して慣習的な全ての着色剤が包含される。水中での溶解性が乏しい
顔料及び水中で溶解する染料のいずれも使用することができる。挙げることができる例と
しては、「Ｒｈｏｄａｍｉｎ　Ｂ」、「Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１１２」、及
び、「Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ　１」の名称で知られている着色剤などがある。
使用される着色剤は、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタン、プルシアンブルー（Ｐｒ
ｕｓｓｉａｎ　ｂｌｕｅ）、並びに、有機染料、例えば、アリザリン染料、アゾ染料及び
金属フタロシアニン染料、並びに、微量栄養素、例えば、鉄塩、マンガン塩、ホウ素塩、
銅塩、コバルト塩、モリブデン塩及び亜鉛塩などであり得る。
【０１３６】
　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる適切な湿潤剤には
、農薬活性化合物の製剤において慣習的な、湿潤を促進する全ての物質が包含される。好
ましくは、アルキルナフタレンスルホネート類、例えば、ジイソプロピルナフタレンスル
ホネート又はジイソブチルナフタレンスルホネートなどを使用する。
【０１３７】
　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる適切な分散剤及び
／又は乳化剤には、農薬活性化合物の製剤において慣習的な非イオン性、アニオン性及び
カチオン性の全ての分散剤が包含される。好ましくは、非イオン性若しくはアニオン性の
分散剤又は非イオン性若しくはアニオン性の分散剤の混合物を使用する。特に適切な非イ
オン性分散剤は、エチレンオキシド／プロピレンオキシドブロックコポリマー類、アルキ
ルフェノールポリグリコールエーテル類及びトリスチリルフェノールポリグリコールエー
テル類、並びに、それらのリン酸化誘導体又は硫酸化誘導体である。特に適切なアニオン
性分散剤は、リグノスルホネート類、ポリアクリル酸塩類及びアリールスルホネート／ホ
ルムアルデヒド縮合物である。
【０１３８】
　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる消泡剤には、農薬
活性化合物の製剤において慣習的な全ての泡抑制化合物が包含される。好ましくは、シリ
コーン消泡剤、ステアリン酸マグネシウム、シリコーンエマルション類、長鎖アルコール
類、脂肪酸とそれらの塩、及び、さらに、有機フッ素化合物、並びに、それらの混合物を
使用する。
【０１３９】
　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる防腐剤には、農薬
組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての化合物が包含される。例として
、ジクロロフェン及びベンジルアルコールヘミホルマールを挙げることができる。
【０１４０】
　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる第２の増粘剤には
、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての化合物が包含される。セ
ルロース誘導体、アクリル酸誘導体、多糖類、例えば、キサンタンガム又はＶｅｅｇｕｍ
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、変性クレー、フィロケイ酸塩、例えば、アタパルジャイト及びベントナイト、並びに、
さらに、微粉化ケイ酸が好ましい。
【０１４１】
　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる適切な粘着剤には
、種子粉衣中で使用可能な全ての慣習的な結合剤が包含される。ポリビニルピロリドン、
ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール及びチロースを好ましいものとして挙げることが
できる。
【０１４２】
　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる適切なジベレリン
類は、好ましくは、ジベレリンＡ１、ジベレリンＡ３（＝ジベレリン酸）、ジベレリンＡ
４及びジベレリンＡ７であり；ジベレリン酸を使用するのが特に好ましい。ジベレリン類
は知られている（ｃｆ．　Ｒ．　Ｗｅｇｌｅｒ　“Ｃｈｅｍｉｅ　ｄｅｒ　Ｐｆｌａｎｚ
ｅｎｓｃｈｕｔｚ－　ａｎｄ　Ｓｃｈａｄｌｉｎｇｓｂｅｋａｍｐｆｕｎｇｓｍｉｔｔｅ
ｌ”　［Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ａｇｅｎｔｓ　
ａｎｄ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ］，　Ｖｏｌ．２，　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ，
　１９７０，　ｐｐ．４０１－４１２）。
【０１４３】
　上記製剤は、一般に、０．１～９５重量％の活性化合物、好ましくは、０．５～９０重
量％の活性化合物を含有する。
【０１４４】
　本発明による活性化合物組合せは、市販製剤中において、及び、そのような製剤から調
製された使用形態中において、殺虫剤、誘引剤、不妊剤、殺細菌剤、殺ダニ剤、殺線虫剤
、殺菌剤、成長調節剤又は除草剤などの別の活性化合物との混合物として存在させること
ができる。肥料との混合物も可能である。
【０１４５】
　上記活性化合物組合せ若しくは組成物を用いた植物及び植物の部分の本発明による処理
は、慣習的な処理方法を用いて、例えば、浸漬、散布、噴霧、灌漑、気化、散粉、煙霧、
ばらまき、泡状化、塗布、拡散（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ－ｏｎ）、灌水（灌注（ｄｒｅｎｃ
ｈｉｎｇ））、点滴潅漑などによって、直接的に行うか、又は、該活性化合物組合せ若し
くは組成物を植物及び植物の部分の周囲、生息環境若しくは貯蔵空間に作用させることに
より行い、また、繁殖器官（ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合、特に
種子の場合は、さらに、乾燥種子処理用粉末として、種子処理用溶液として、スラリー処
理用水溶性粉末として、被覆すること、１以上の層でコーティングすることなどによって
も行う。好ましくは、浸漬、散布、噴霧、灌漑、気化、散粉、煙霧、ばらまき、泡状化、
塗布、拡散（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ－ｏｎ）、灌水（灌注（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ））及び点
滴潅漑によって施用する。
【０１４６】
　該製剤の施用は、その施用形態にある程度適合させた慣習的な農業の実践に従って実施
する。慣習的な施用は、例えば、水で希釈して、得られた散布液を散布すること、油で希
釈したあとで散布すること、希釈せずに直接散布すること、種子粉衣すること、又は、担
体顆粒を土壌施用することである。
【０１４７】
　市販製剤から調製された施用形態の該活性化合物の含有量は、広い範囲内でさまざまで
あり得る。当該施用形態の活性化合物の含有量は、０．００００００１重量％から最大で
９５重量％までの活性化合物であることができ、好ましくは、０．０００１重量％～２重
量％の活性化合物である。
【０１４８】
　本発明による組成物には、適切な装置を用いて植物又は種子に対して施用することが可
能な即時使用可能（ｒｅａｄｙ－ｔｏ－ｕｓｅ）組成物のみではなく、使用前に水で希釈
することが必要な商業的な濃厚物も包含される。
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【０１４９】
　施用方法
　フルオピラム又は組成物を用いた植物及び植物の部分の本発明による処理は、慣習的な
処理方法を用いて、例えば、浸漬、散布、噴霧、灌漑、穴開け処理（ｓｔｅｍ　ｉｎｊｅ
ｃｔｉｏｎ）、畝間施用、気化、散粉、煙霧、ばらまき、泡状化、塗布、拡散（ｓｐｒｅ
ａｄｉｎｇ－ｏｎ）、灌水（灌注（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ））、点滴潅漑などによって、直
接的に行うか、又は、該フルオピラム又は組成物を植物及び植物の部分の周囲、生息環境
若しくは貯蔵空間に作用させることにより行い、また、繁殖器官（ｐｒｏｐａｇａｔｉｏ
ｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合、特に種子の場合は、さらに、乾燥種子処理用粉末として
、種子処理用溶液として、スラリー処理用水溶性粉末として、被覆すること、１以上の層
でコーティングすることなどによっても行う。さらに、該活性化合物を微量散布法（ｕｌ
ｔｒａ－ｌｏｗ　ｖｏｌｕｍｅ　ｍｅｔｈｏｄ）によって施用することも可能であり、又
は、該活性化合物調製物若しくは活性化合物自体を土壌中に注入することも可能である。
【０１５０】
　一般に、フルオピラムは、１ｈａ当たり１０ｇ～２０ｋｇの割合で、好ましくは、１ｈ
ａ当たり５０ｇ～１０ｋｇの割合で、最も好ましくは、１ｈａ当たり１００ｇ～５ｋｇの
割合で、施用する。
【０１５１】
　本発明は、さらに、種子を処理する方法も包含する。本発明は、さらに、前の段落にお
いて記述されている方法のうちの１つによって処理された種子にも関する。
【０１５２】
　本発明によるフルオピラム又はフルオピラム含有組成物は、特に、種子を処理するのに
適している。有害な生物に起因する作物植物に対する被害の大部分は、貯蔵中、又は、播
種後、さらに、植物が発芽している最中及び発芽の後に、種子が感染することによって引
き起こされる。この相は特に危険である。それは、成長している植物の根及び苗条は特に
感受性が高く、少量の損傷であってもその植物が死に至り得るからである。従って、適切
な組成物を用いて種子及び発芽中の植物を保護することに、大きな関心が持たれている。
【０１５３】
　植物の種子を処理することによる線虫類の防除は、長い間知られており、継続的に改良
が加えられている。しかしながら、種子の処理には、必ずしも満足のいくように解決する
ことができるわけではない一連の問題が伴っている。かくして、播種後若しくは植物の出
芽後に作物保護剤を追加で施用することを不要とするか又は追加の施用を少なくとも著し
く低減させるような、種子及び発芽中の植物を保護する方法を開発することは望ましい。
さらに、使用する活性化合物によって植物自体に損傷を与えることなく、線虫類による攻
撃から種子及び発芽中の植物が最大限に保護されるように、使用する活性化合物の量を最
適化することも望ましい。特に、種子を処理する方法では、最少量の作物保護剤を使用し
て種子及び発芽中の植物の最適な保護を達成するために、トランスジェニック植物の内因
性の殺線虫特性も考慮に入れるべきである。
【０１５４】
　従って、本発明は、特に、線虫類による攻撃に対して種子及び発芽中の植物を保護する
方法にも関し、ここで、該方法は、当該種子を本発明のフルオピラム又はフルオピラム含
有組成物で処理することによる。本発明は、さらに、種子及び発芽中の植物を線虫類に対
して保護するために種子を処理するための本発明の組成物の使用にも関する。さらに、本
発明は、線虫類に対して保護されるように、本発明の組成物で処理された種子にも関する
。
【０１５５】
　出芽後の植物に損傷を与える線虫類の防除は、主として、土壌及び植物の地上部を作物
保護組成物で処理することによって行われる。作物保護組成物が環境並びにヒト及び動物
の健康に対して影響を及ぼし得ることに関して懸念があるので、施用する活性化合物の量
を低減する努力が成されている。
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【０１５６】
　本発明の有利な点の１つは、本発明のフルオピラム又はフルオピラム含有組成物が有し
ている際立った浸透移行特性によって、フルオピラム又はフルオピラム含有組成物で種子
を処理することにより、線虫類から、その種子自体が保護されるのみではなく、出芽後に
生じる植物も保護されるということである。このようにして、播種時又は播種後間もなく
の作物の即時的な処理を省くことができる。
【０１５７】
　本発明によるフルオピラム又はフルオピラム含有組成物は、野菜類、特に、トマト及び
ウリ科植物、ジャガイモ、トウモロコシ、ダイズ、ワタ、タバコ、コーヒー、果実類、特
に、柑橘類果実類、パイナップル類及びバナナ類、及び、ブドウ類の種子を保護するのに
適している。
【０１５８】
　本発明によるフルオピラム又はフルオピラム含有組成物は、特に、ダイズの種子を保護
するのに、特に、ダイズシストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）
に対してダイズの種子を保護するのに、適している。
【０１５９】
　本発明によるフルオピラム又はフルオピラム含有組成物は、ウリ科植物の種子を保護す
るのに、特に、サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉ
ｔａ）に対してウリ科植物の種子を保護するのに、適している。
【０１６０】
　以下でもさらに記載されているように、本発明のフルオピラム又は組成物によるトラン
スジェニック種子の処理は、特に重要である。これは、殺虫特性を有するポリペプチド又
はタンパク質の発現を可能にする少なくとも１種類の異種遺伝子を含んでいる植物の種子
である。トランスジェニック種子内の異種遺伝子は、例えば、バシルス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ）種、リゾビウム（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）種、シュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａ
ｓ）種、セラチア（Ｓｅｒｒａｔｉａ）種、トリコデルマ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ）種
、クラビバクテル（Ｃｌａｖｉｂａｃｔｅｒ）種、グロムス（Ｇｌｏｍｕｓ）種又はグリ
オクラジウム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ）種の微生物に由来し得る。好ましくは、この異
種遺伝子は、その遺伝子産物がアワノメイガ（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　ｃｏｒｎ　ｂｏｒｅｒ
）及び／又はウェスタンコーンルートワーム（Ｗｅｓｔｅｒｎ　ｃｏｒｎ　ｒｏｏｔｗｏ
ｒｍ）に対して活性を示すバシルス属各種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）に由来する。特
に好ましくは、該異種遺伝子は、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈ
ｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に由来する。
【０１６１】
　本発明に関連して、本発明によるフルオピラム又はフルオピラム含有組成物は、種子に
対して、単独で施用するか、又は、適切な製剤中に含ませて施用する。好ましくは、種子
は、処理によって損傷が引き起こされないように充分に安定な状態で処理する。一般に、
種子は、収穫と播種の間の任意の時点で処理することができる。通常、使用される種子は
、植物から分離されていて、穂軸、殻、葉柄、外皮、被毛又は果肉を伴っていない。かく
して、例えば、収穫され、不純物が取り除かれ、含水量が１５重量％未満となるまで乾燥
された種子を使用することができる。あるいは、乾燥後に例えば水で処理され、その後再
度乾燥された種子を使用することもできる。
【０１６２】
　種子を処理する場合、種子の発芽が悪影響を受けないように、又は、種子から生じた植
物が損傷を受けないように、種子に施用する本発明のフルオピラム若しくはフルオピラム
含有組成物の量及び／又はさらなる添加剤の量を選択することに関して、一般に注意しな
くてはならない。このことは、特に、特定の施用量で薬害作用を示し得る活性化合物の場
合には、留意しなくてはならない。
【０１６３】
　本発明によるフルオピラム又はフルオピラム含有組成物は、直接的に施用することが、
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即ち、さらに別の成分を含ませることなく、また、希釈することなく、施用することが可
能である。一般に、該組成物は、適切な製剤の形態で種子に施用するのが好ましい。種子
を処理するための適切な製剤及び方法は、当業者には知られており、例えば、以下の文献
に記載されている：ＵＳ　４，２７２，４１７Ａ、ＵＳ　４，２４５，４３２Ａ、ＵＳ　
４，８０８，４３０Ａ、ＵＳ　５，８７６，７３９Ａ、ＵＳ　２００３／０１７６４２８
Ａ１、ＷＯ　２００２／０８０６７５Ａ１、ＷＯ　２００２／０２８１８６Ａ２。
【０１６４】
　本発明に従って使用することが可能なフルオピラム又はフルオピラム含有組成物は、慣
習的な種子粉衣製剤、例えば、溶液剤、エマルション剤、懸濁液剤、粉末剤、泡剤、スラ
リー剤又は種子用の別のコーティング材料、及び、さらに、ＵＬＶ製剤などに変換するこ
とができる。
【０１６５】
　これらの製剤は、既知方法で、該活性化合物又は活性化合物組合せを、慣習的な添加剤
、例えば、慣習的な増量剤、及び、さらに、溶媒又は希釈剤、着色剤、湿潤剤、分散剤、
乳化剤、消泡剤、防腐剤、第２の増粘剤、粘着剤、ジベレリン類などと混合させ、及び、
さらに、水と混合させることによって、調製する。
【０１６６】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる適切な
着色剤には、そのような目的に関して慣習的な全ての着色剤が包含される。水中での溶解
性が乏しい顔料及び水中で溶解する染料のいずれも使用することができる。挙げることが
できる例としては、「Ｒｈｏｄａｍｉｎ　Ｂ」、「Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１
１２」、及び、「Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ　１」の名称で知られている着色剤な
どがある。
【０１６７】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる適切な
湿潤剤には、農薬活性物質の製剤において慣習的な、湿潤を促進する全ての物質が包含さ
れる。好ましくは、アルキルナフタレンスルホネート類、例えば、ジイソプロピルナフタ
レンスルホネート又はジイソブチルナフタレンスルホネートなどを使用することができる
。
【０１６８】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤中に存在させることができる適切な
分散剤及び／又は乳化剤には、農薬活性物質の製剤において慣習的な非イオン性、アニオ
ン性及びカチオン性の全ての分散剤が包含される。好ましくは、非イオン性若しくはアニ
オン性の分散剤又は非イオン性若しくはアニオン性の分散剤の混合物を使用することがで
きる。特に適切な非イオン性分散剤は、エチレンオキシド－プロピレンオキシドブロック
コポリマー類、アルキルフェノールポリグリコールエーテル類及びトリスチリルフェノー
ルポリグリコールエーテル類、並びに、それらのリン酸化誘導体又は硫酸化誘導体である
。特に適切なアニオン性分散剤は、リグノスルホネート類、ポリアクリル酸塩類及びアリ
ールスルホネート－ホルムアルデヒド縮合物である。
【０１６９】
　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる消泡剤には、農薬
活性化合物の製剤において慣習的な全ての泡抑制化合物が包含される。好ましくは、シリ
コーン消泡剤、ステアリン酸マグネシウム、シリコーンエマルション類、長鎖アルコール
類、脂肪酸とそれらの塩、及び、さらに、有機フッ素化合物、並びに、それらの混合物を
使用する。
【０１７０】
　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる防腐剤には、農薬
組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての化合物が包含される。例として
、ジクロロフェン及びベンジルアルコールヘミホルマールを挙げることができる。
【０１７１】
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　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる第２の増粘剤には
、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての化合物が包含される。セ
ルロース誘導体、アクリル酸誘導体、多糖類、例えば、キサンタンガム又はＶｅｅｇｕｍ
、変性クレー、フィロケイ酸塩、例えば、アタパルジャイト及びベントナイト、並びに、
さらに、微粉化ケイ酸が好ましい。
【０１７２】
　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる適切な粘着剤には
、種子粉衣中で使用可能な全ての慣習的な結合剤が包含される。ポリビニルピロリドン、
ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール及びチロースを好ましいものとして挙げることが
できる。
【０１７３】
　本発明に従って使用される種子粉衣製剤中に存在させることができる適切なジベレリン
類は、好ましくは、ジベレリンＡ１、ジベレリンＡ３（＝ジベレリン酸）、ジベレリンＡ
４及びジベレリンＡ７であり；ジベレリン酸を使用するのが特に好ましい。ジベレリン類
は知られている（ｃｆ．　Ｒ．　Ｗｅｇｌｅｒ　“Ｃｈｅｍｉｅ　ｄｅｒ　Ｐｆｌａｎｚ
ｅｎｓｃｈｕｔｚ－　ａｎｄ　Ｓｃｈａｄｌｉｎｇｓｂｅｋａｍｐｆｕｎｇｓｍｉｔｔｅ
ｌ”　［Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ａｇｅｎｔｓ　
ａｎｄ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ］，　Ｖｏｌ．２，　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ，
　１９７０，　ｐｐ．４０１－４１２）。
【０１７４】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤は、極めて多くの種類の種子を処理
するために、直接的に使用することができるか、又は、予め水で希釈したあとで使用する
ことができる。本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤又はそれらの希釈され
た調製物は、トランスジェニック植物の種子を粉衣するために使用することもできる。こ
れに関連して、発現により形成された物質との相互作用において、相乗効果が生じること
もあり得る。
【０１７５】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤又は水を添加することによってその
種子粉衣製剤から調製される調製物を用いて種子を処理するのに適している混合装置には
、粉衣するために一般的に使用することができる全ての混合装置が包含される。粉衣する
ときに採用される具体的な手順は、種子を混合機の中に入れること、所望される特定量の
種子粉衣製剤を、そのままで添加するか又は予め水で希釈したあとで添加すること、及び
、該製剤が当該種子の表面に均質に分配されるまで混合を実施することを含む。場合によ
り、続いて、乾燥工程を行う。
【０１７６】
　本発明による殺線虫組成物は、線虫類を治療的又は保護的に防除するために使用するこ
とができる。従って、本発明は、本発明によるフルオピラム及びフルオピラム含有組成物
を使用して線虫類を防除するための治療的方法及び保護的方法にも関し、ここで、該フル
オピラム及びフルオピラム含有組成物は、種子、植物若しくは植物の部分、果実又は植物
がそこで成育している土壌に施用する。植物若しくは植物の部分、果実又は土壌に施用す
るのが好ましい。
【０１７７】
　作物保護において線虫類を防除するための本発明による組成物は、有効で且つ植物に対
して毒性を示さない量の本発明による化合物を含んでいる。「有効で且つ植物に対して毒
性を示さない量（ａｃｔｉｖｅ，　ｂｕｔ　ｎｏｎ－ｐｈｙｔｏｔｏｘｉｃ　ａｍｏｕｎ
ｔ）」は、線虫類に起因する植物病害を防除するか又は完全に根絶するのに充分でありな
がら、同時に、植物毒性の顕著な症状を示すことのない、本発明組成物の量を意味するも
のである。そのような施用量は、一般に、比較的広い範囲内で変えることができる。その
ような施用量は、複数の要因、例えば、線虫類、植物又は作物、気候条件及び本発明によ
る組成物の成分などに依存する。
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【０１７８】
　植物病害を防除するために必要な濃度における該活性化合物に対して植物が充分な耐性
を示すという事実により、植物の地上部の処理、栄養繁殖器官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　
ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）及び種子の処理、並びに、土壌の処理が可
能である。
【０１７９】
　代表的な種子処理方法では、フルオピラムを含んでいる水性組成物を、種子１００ｋｇ
（ｄｔ）当たり、０．５ｇ～１０ｋｇのフルオピラム、好ましくは、０．８ｇ～５ｋｇの
フルオピラム、最も好ましくは、１ｇ～１ｋｇのフルオピラムを提供するような割合で施
用することができる。
【０１８０】
　さらなる実施形態では、本発明は、トマトにおけるサツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）を防除するためのフルオピラムの使用に関す
る。
【０１８１】
　さらなる実施形態では、本発明は、トマトにおけるラセンセンチュウ（Ｈｅｌｉｃｏｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐ．）を防除するためのフルオピラムの使用に関する。
【０１８２】
　さらなる実施形態では、本発明は、ジャガイモにおけるキタネコブセンチュウ（Ｍｅｌ
ｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）を防除するためのフルオピラムの使用に関する。
【０１８３】
　さらなる実施形態では、本発明は、柑橘類におけるミカンネセンチュウ（Ｔｙｌｅｎｃ
ｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）を防除するためのフルオピラムの使用に関す
る。
【０１８４】
　さらなる実施形態では、本発明は、バナナにおけるバナナネモグリセンチュウ（Ｒａｄ
ｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）を防除するためのフルオピラムの使用に関する。
【０１８５】
　さらなる実施形態では、本発明は、線虫を防除するための植物灌注施用としてフルオピ
ラムを施用することを含む処理方法に関する。
【０１８６】
　さらなる実施形態では、本発明は、トマトにおける線虫を防除するための植物灌注施用
としてフルオピラムを施用することを含む処理方法に関する。
【０１８７】
　さらなる実施形態では、本発明は、線虫を防除するための植物畝間施用としてフルオピ
ラムを施用することを含む処理方法に関する。
【０１８８】
　さらなる実施形態では、本発明は、ジャガイモにおける線虫を防除するための植物畝間
施用としてフルオピラムを施用することを含む処理方法に関する。
【０１８９】
　さらなる実施形態では、本発明は、線虫を防除するための灌注施用としてフルオピラム
を施用することを含む処理方法に関する。
【０１９０】
　さらなる実施形態では、本発明は、柑橘類における線虫を防除するための灌注施用とし
てフルオピラムを施用することを含む処理方法に関する。
【０１９１】
　さらなる実施形態では、本発明は、バナナにおける線虫を防除するための灌注施用とし
てフルオピラムを施用することを含む処理方法に関する。
【０１９２】
　さらなる実施形態では、本発明は、線虫を防除するための穴開け処理施用としてフルオ
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ピラムを施用することを含む処理方法に関する。
【０１９３】
　さらなる実施形態では、本発明は、バナナにおける線虫を防除するための穴開け処理施
用としてフルオピラムを施用することを含む処理方法に関する。
【０１９４】
　さらなる実施形態では、本発明は、トマトにおけるサツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）を防除するためのフルオピラム含有組成物の
使用に関する。
【０１９５】
　さらなる実施形態では、本発明は、トマトにおけるラセンセンチュウ（Ｈｅｌｉｃｏｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐ．）を防除するためのフルオピラム含有組成物の使用に関す
る。
【０１９６】
　さらなる実施形態では、本発明は、ジャガイモにおけるキタネコブセンチュウ（Ｍｅｌ
ｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）を防除するためのフルオピラム含有組成物の使用に関す
る。
【０１９７】
　さらなる実施形態では、本発明は、柑橘類におけるミカンネセンチュウ（Ｔｙｌｅｎｃ
ｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）を防除するためのフルオピラム含有組成物の
使用に関する。
【０１９８】
　さらなる実施形態では、本発明は、バナナにおけるバナナネモグリセンチュウ（Ｒａｄ
ｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）を防除するためのフルオピラム含有組成物の使用に関
する。
【０１９９】
　さらなる実施形態では、本発明は、線虫を防除するための植物灌注施用としてフルオピ
ラム含有組成物を施用することを含む処理方法に関する。
【０２００】
　さらなる実施形態では、本発明は、トマトにおける線虫を防除するための植物灌注施用
としてフルオピラム含有組成物を施用することを含む処理方法に関する。
【０２０１】
　さらなる実施形態では、本発明は、線虫を防除するための植物畝間施用としてフルオピ
ラム含有組成物を施用することを含む処理方法に関する。
【０２０２】
　さらなる実施形態では、本発明は、ジャガイモにおける線虫を防除するための植物畝間
施用としてフルオピラム含有組成物を施用することを含む処理方法に関する。
【０２０３】
　さらなる実施形態では、本発明は、線虫を防除するための灌注施用としてフルオピラム
含有組成物を施用することを含む処理方法に関する。
【０２０４】
　さらなる実施形態では、本発明は、柑橘類における線虫を防除するための灌注施用とし
てフルオピラム含有組成物を施用することを含む処理方法に関する。
【０２０５】
　さらなる実施形態では、本発明は、バナナにおける線虫を防除するための灌注施用とし
てフルオピラム含有組成物を施用することを含む処理方法に関する。
【０２０６】
　さらなる実施形態では、本発明は、線虫を防除するための穴開け処理施用としてフルオ
ピラム含有組成物を施用することを含む処理方法に関する。
【０２０７】
　さらなる実施形態では、本発明は、バナナにおける線虫を防除するための穴開け処理施
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用としてフルオピラム含有組成物を施用することを含む処理方法に関する。
【０２０８】
　下記実施例において、本発明の一般概念について記載するが、下記実施例は、限定的な
ものと見なされるべきではない。
【実施例】
【０２０９】
　実施例Ａ
　トマトにおけるサツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎ
ｉｔａ）－　植物灌注施用
　適切な調製物を調製するために、当該製剤を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０２１０】
　トマトの植え付け時に、サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎ
ｃｏｇｎｉｔａ）の混合個体群を含んでいる土壌に、当該製剤を灌注する。
【０２１１】
　記載されている期間が経過した後、こぶ形成の割合（％）に基づいて、殺線虫活性を求
める。１００％は、こぶが見いだされなかったことを意味し、０％は、処理された植物の
根において見いだされたこぶの数が処理されていない対照植物のこぶの数に等しかったこ
とを意味する。
【０２１２】
　この試験において、例えば、調製実施例からの下記製剤は、良好な活性を示す。
【０２１３】
　表Ａ：　サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ
）－　トマトにおける試験
【０２１４】
【表２】

　実施例Ｂ
　トマトにおけるラセンセンチュウ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐ．）－
　植物灌注施用
　適切な調製物を調製するために、当該製剤を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０２１５】
　トマトの植え付け時に、ラセンセンチュウ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）の混合個体群を含んでいる土壌に、当該製剤を灌注する。
【０２１６】
　記載されている期間が経過した後、線虫の数を数えることにより、殺線虫活性を求める
。１００％は、線虫が見いだされなかったことを意味し、０％は、処理された土壌におい
て見いだされた線虫の数が処理されていない土壌における線虫の数に等しかったことを意
味する。
【０２１７】
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　この試験において、例えば、調製実施例からの下記製剤は、良好な活性を示す。
【０２１８】
　表Ｂ：　ラセンセンチュウ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ）－　トマ
トにおける試験
【０２１９】
【表３】

　実施例Ｃ
　ジャガイモにおけるキタネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）－
　植物畝間施用
　適切な調製物を調製するために、当該製剤を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０２２０】
　ジャガイモの植え付け時に、キタネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐ
ｌａ）の混合個体群を含んでいる土壌に、当該製剤を畝間施用（ｉｎ－ｆｕｒｒｏｗ　ａ
ｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）する。
【０２２１】
　記載されている期間が経過した後、侵襲された塊茎の割合（％）に基づいて、殺線虫活
性を求める。１００％は、侵襲された塊茎が見いだされなかったことを意味し、０％は、
処理された植物の侵襲された塊茎の数が処理されていない対照植物の侵襲された塊茎の数
に等しかったことを意味する。
【０２２２】
　この試験において、例えば、調製実施例からの下記製剤は、良好な活性を示す。
【０２２３】
　表Ｃ：　キタネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）－　ジャガイ
モにおける試験
【０２２４】

【表４】

　実施例Ｄ
　柑橘類におけるミカンネセンチュウ（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒ
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　適切な調製物を調製するために、当該製剤を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０２２５】
　ミカンネセンチュウ（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）の混合
個体群を含んでいる柑橘類樹冠の下の土壌に、当該製剤を灌注する。
【０２２６】
　記載されている期間が経過した後、線虫の数を数えることにより、殺線虫活性を求める
。１００％は、線虫が見いだされなかったことを意味し、０％は、処理された土壌におい
て見いだされた線虫の数が処理されていない土壌における線虫の数に等しかったことを意
味する。
【０２２７】
　この試験において、例えば、調製実施例からの下記製剤は、良好な活性を示す。
【０２２８】
　表Ｄ：　ミカンネセンチュウ（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ
）－　柑橘類における試験
【０２２９】
【表５】

　実施例Ｅ
　バナナにおけるバナナネモグリセンチュウ（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）
－　灌注施用
　適切な調製物を調製するために、当該製剤を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０２３０】
　バナナネモグリセンチュウ（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）の混合個体群が
発生しているバナナ樹木の下の土壌に、当該製剤を灌注する。
【０２３１】
　記載されている期間が経過した後、バナナの根における線虫の数を数えることにより、
殺線虫活性を求める。１００％は、線虫が見いだされなかったことを意味し、０％は、処
理された区画において見いだされた線虫の数が処理されていない区画における線虫の数に
等しかったことを意味する。
【０２３２】
　この試験において、例えば、調製実施例からの下記製剤は、良好な活性を示す。
【０２３３】
　表Ｆ：　バナナネモグリセンチュウ（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）－　バ
ナナにおける試験
【０２３４】
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【表６】

　実施例Ｇ
　バナナにおけるバナナネモグリセンチュウ（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）
－　穴開け処理（ｓｔｅｍ　ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ）
　適切な調製物を調製するために、当該製剤を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０２３５】
　バナナネモグリセンチュウ（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）の混合個体群が
発生している土壌で成育しているバナナの樹幹に、当該製剤を注入する。
【０２３６】
　記載されている期間が経過した後、バナナの根における線虫の数を数えることにより、
殺線虫活性を求める。１００％は、線虫が見いだされなかったことを意味し、０％は、処
理された区画において見いだされた線虫の数が処理されていない区画における線虫の数に
等しかったことを意味する。
【０２３７】
　この試験において、例えば、調製実施例からの下記製剤は、良好な活性を示す。
【０２３８】
　表Ｇ：　バナナネモグリセンチュウ（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）－　バ
ナナにおける試験
【０２３９】

【表７】

　実施例Ｈ
　トマトにおけるサツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎ
ｉｔａ）－　移植後点滴施用
　適切な調製物を調製するために、当該製剤を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０２４０】
　トマトを移植してから６日間経過した後、サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄ
ｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）の混合個体群を含んでいる土壌を、点滴灌漑によって
、当該製剤で処理する。



(114) JP 2017-197561 A 2017.11.2

10

20

30

40

【０２４１】
　記載されている期間が経過した後、こぶ形成の割合（％）に基づいて、殺線虫活性を求
める。１００％は、こぶが見いだされないことを意味し、０％は、処理された植物の根に
おいて見いだされたこぶの数が処理されていない対照植物のこぶの数に等しかったことを
意味する。
【０２４２】
　この試験において、例えば、調製実施例からの下記製剤は、良好な活性を示す。
【０２４３】
　表Ｈ：　サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ
）－　トマトにおける試験
【０２４４】
【表８】

　実施例Ｉ
　キュウリにおけるジャワネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃ
ａ）－　植物点滴施用
　適切な調製物を調製するために、当該製剤を水で希釈して、所望の濃度とする。
【０２４５】
　キュウリの植え付け時に、ジャワネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖ
ａｎｉｃａ）の混合個体群を含んでいる土壌を、点滴灌漑によって、当該製剤で処理する
。
【０２４６】
　記載されている期間が経過した後、こぶ形成の割合（％）に基づいて、殺線虫活性を求
める。１００％は、こぶが見いだされなかったことを意味し、０％は、処理された植物の
根において見いだされたこぶの数が処理されていない対照植物のこぶの数に等しかったこ
とを意味する。
【０２４７】
　この試験において、例えば、調製実施例からの下記製剤は、良好な活性を示す。
【０２４８】
　表Ｉ：　ジャワネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）－　
キュウリにおける試験
【０２４９】
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